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  プロローグ

  

  「失礼します」

  　とある一軒家のリビングに、青年の落ち着いた声が響き渡る。

  　青年の年の頃は十七、八。痩やせ形だが引き締まった体たい躯く。切れ長な瞳ひとみに似合う、飾り気のない黒縁眼鏡めがね。歌か劇げき学園の制服がよく似合うクールな美男子。

  　折り目正しく挨あい拶さつをした青年が、十畳ほどの広さがあるリビングに足を踏み入れる。部屋では若い女性がソファに座って本を読んでいる。青年と同年代の女性は度の強い眼鏡をかけていて、歌劇学園の女子制服を身に纏まとっていた。

  「こんばんは」

  　青年が礼儀正しくお辞儀をするが、少女は本を手にソファに座ったまま微動だにしない。

  「こんばんは」

  　声が小さかったと思ったのか、青年は先ほどよりも強い調子で声をかけた。だが少女は黙々と読書を続け、顔を上げる素振りすら見せない。

  　少女との会話を諦あきらめた青年は、それでも律儀に「失礼します」と声をかけて長なが椅い子すに腰を下ろした。テーブルに荷物を置いた彼は、ソファを占有している無口な少女をさりげなく観察する。

  　まず目についたのは、ファッション性よりも実用性が重視された頑丈そうな眼鏡。本を読む目つきはやけに鋭く、機嫌が悪いのか唇は見事な「へ」の字を形作っている。髪は真ん中から左右に分けられていて、見ていると無性に平手で叩たたきたくなるような、立派なおでこが露あらわになっていた。

  　背筋を伸ばして熱心に本を読む様は、よく言えば無口な文学少女、悪く言えば勉強一筋のガリ勉委員長……。どちらにしろ、近寄り難い雰囲気を醸かもし出しているのは間違いない。

  「黙って眺めていても始まらないか」

  　小声でつぶやいて、青年は再度、無口なガリ勉委員長との接触を試みる。

  「初めまして。自己紹介が遅れました。俺は――」

  「二年Ａ組の加か賀が雅まさ弥や。それくらい見ればわかる」

  　ぶっきらぼうに告げた少女は、何事もなかったように文庫本のページをめくる。ぺらっ。

  　加賀雅弥と呼ばれた青年はしばし言葉を失った後、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

  「あー。あなたのお名前を教えていただけませんか？」

  「お前ごときに名乗る名はない」

  　きっぱりと少女が答える。まさしく取り付く島もない。

  「……そうですか」

  　文学少女との交流を断念した雅弥は、気を取り直して室内を観察することにした。

  　家は新築の一戸建てで、真新しい壁紙にはシミ一つついていない。フローリングの床も綺き麗れいに掃除されていて、艶つやのある木目が照明を反射している。リビングにある調度品は、革張りのソファが二脚、三人掛けの長なが椅い子すが一脚、それらの椅子に囲まれる形で細長いガラスのテーブルが一脚。部屋の隅には大型液晶テレビとＨＤＤレコーダーが備え付けられている。

  　照明は一般的な円形の蛍光灯。壁には四角いアナログ時計が掛けられていて、時計の針は間もなく夜の九時を示そうとしていた。

  　出入り口付近の壁には大きな窓があり、その隣には写真を貼はり付けるためのコルク板（コルクボード）が備え付けられている。コルクボードには今のところ何も貼られていないが、代わりに、窓ガラスに新聞紙の片面ほどもある薄紙が貼られていた。

  　薄紙には、この家の間取り図が描かれていた。

  　間取り図によれば、この家は一階にリビング、キッチン、風呂、洗面所、トイレがあり、二階には個室が六部屋も用意されていた。どうやら二階は、住人の寝室に割り当てられているらしい。

  「……さて」

  　室内の観察を終えた雅弥は、すぐに手持ち無ぶ沙さ汰たになった。

  　退屈しのぎに、雅弥は読書中の少女に声をかけようとする。が、彼女はよほど読書を邪魔されたくないのか、「私に話しかけるな」という禍まが々まがしいオーラを全身から放っていた。迫力負けした雅弥は、彼女の気に触らないよう息を殺しながら時計の音に耳を澄ます。

  　チッ、チッ、チッ、チッ、チッ……。
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  「……息苦しいな」

  　雅弥が率直な感想を吐と露ろした瞬間、玄関から物音が聞こえてきた。どうやら来客が訪れたらしい。どたどたと騒がしい足音を響かせて、新たな訪問者がリビングに姿を現す。

  「やっほ～！　はろはろ～！」

  　満面の笑顔で乱入したのは、長身かつスタイル抜群のモデル体形で、腰まで届く美しい黒髪をなびかせた、制服姿の陽気な美少女だった。

  「杏きよう子こ先輩」

  　重苦しい静せい寂じやくを打ち砕いた闖ちん入にゆう者しやへ、雅弥は驚きと喜びの混ざり合った声を上げる。冷静沈着な彼にしては珍しい反応に、杏子と呼ばれた黒髪の少女は「およ？」と声を裏返らせた。

  「なんだ、雅弥じゃない。どうしたの。私と会えたのがそんなに嬉うれしかった？」

  「はい。杏子先輩のおかげで気分が楽になりました。今日ほど先輩が天使に見えたことはありません」

  「私が天使みたいに綺き麗れいだなんて、雅弥はいつからそんな正直者に……」

  　軽口を叩たたいていた杏子が、本を読んでいる文学少女を発見して言葉を止める。頭の回転が速い杏子は、一目見て現状を把握したようだ。

  「はは～ん、なるほどね。里さと見みに邪険にされた雅弥は、重苦しい沈黙に耐えられなくて困っていたわけだ。わかるよその気持ち。私も里見にはシカトされまくったクチだから」

  「里見？」

  　鸚おう鵡む返がえしにつぶやく雅弥をよそに、杏子は軽快なステップで文学少女の背後へと回り込む。そのまま杏子は何の前置きもなく、文学少女の頬ほおを「ぷにっ」とつまんだ。

  「雅弥に紹介するね。この子は高たか屋や敷しき里見。私と同じ三年Ａ組よん。里見もそんなに無愛想にしていないで、私みたいに後輩と親しん睦ぼくを深める努力をしたら？」

  「杏子は無意味に愛あい敬きようを振り撒まきすぎだ。そっちこそ自じ粛しゆくしろ」

  　大人しそうな見た目とは裏腹に、柄がらの悪い言葉遣いで、里見と呼ばれた少女が杏子の手を払いのける。

  「つれないね～」

  　そう言いながら反対側の手で里見の頬をぷにぷにとつまみまくる杏子。里見の額に青筋が浮かんでいることに、果たして彼女は気づいているのか。

  「ちなみに、里見はクールで無愛想で眼鏡めがねをかけてるから、みんなから『女加賀雅弥』って呼ばれてるのよ。ザ・似た者同士！」

  「すみません。どうリアクションすればいいのかわかりません」

  　杏子が天使に見えたのは、どうやら気の迷いだったようだ。同級生のほっぺをぷにぷにぷにぷにと揉もみまくる陽気な先輩に、雅弥はあからさまに困惑して……。

  「……待ってください。今、高屋敷里見と言いましたか？」

  「うん、言ったよ」

  　里見にがっちりと手首を掴つかまれた杏子が、ほっぺを掴もうと一進一退の攻防を繰り広げながら首しゆ肯こうする。返事を聞いた雅弥は慌てて居住まいを正すと、文学少女に深々と頭を下げた。

  「初めまして、加賀雅弥です。里見先輩とは一度お会いしたいと思っていました。先輩は在学中に二時間物のサスペンスドラマで脚本家デビューを果たした才さい媛えんだと……」

  「黙れ。本を読む邪魔をするな。殺すぞ」

  「……すみません」

  　殺意のこもった眼まな差ざしに負けた雅弥が、神妙に頭こうべを垂れる。一連のやり取りに杏子が苦笑いを浮かべていると、新たな来客を告げる呼び鈴が室内に鳴り響いた。

  「こんばんは～」

  　玄関で誰かが声を上げている。どうやら来訪者は節度のある人間らしい。少なくとも、杏子のように初めての家で呼び鈴も鳴らさずいきなりリビングに躍り込むような天てん衣い無む縫ほうさとは無縁のようだ。

  「どうぞ～！　入っていいよ～！」

  　勝手に返事をしたのは天衣無縫な杏子だった。長なが椅い子すで背中を丸めていた雅弥が、呆あきれ顔で杏子を見上げる。

  「今来たばかりなのに、杏子先輩はすっかり我が家の振る舞いですね」

  「順応性が高いと言っておくれ」

  　天衣無縫な杏子が胸を張って答えていると、間もなく新たな来客がリビングに姿を現した。

  「まあ、雅弥さん。それに杏子さんも。こんなところで会うなんて奇遇ですね」

  　のんびりとした声とともに登場したのは、歌劇学園の女子制服を来た二人組だった。

  　一人は、ウェーブのかかった長い髪と、丸みを帯びた体のラインが女らしさを感じさせる、柔和な笑みをたたえた美少女。もう一人は、手足の細さが際立つ華きや奢しやな体形でありながら、凜りんとした佇たたずまいが印象的な見み目め麗うるわしいショートカットの人物。

  「玉たま緒お！　それに真ま白しろも！」

  　二人に気づいた杏子が入り口へと駆け出す。そのまま問答無用で抱き締められて、柔らかな雰囲気の玉緒は穏やかに微笑ほほえみ、中性的な可か憐れんさを持つ真白は照れたように頬ほおを染めた。

  「なによぅ。玉緒も参加してるなら、そう言ってくれればいいのに」

  「申し訳ありません。ですが、私も話を聞いたのは放課後になってからなので」

  　互いに手を握りながら、杏子と玉緒が仲なか睦むつまじく会話を弾ませる。一人あぶれた格好の真白は、雅弥と目が合ってショートカットの頭をちょこんと下げた。

  「こんばんは、雅弥先輩。今日からお世話になります」

  「こちらこそよろしく頼む。しかし一年生の真白まで駆り出されるとは、理解に苦しむ人選だな」

  　下級生の真白に応じながら、雅弥は夜の一軒家に集結した面々を順に見回した。

  「生徒会長の由よし井い玉緒先輩。副会長の俺こと、加賀雅弥。学園一のトラブルメーカー、水み無な月づき杏子先輩。その正体が話題になった謎なぞの転校生、小こ旗ばた真白。そして、高屋敷里見先輩」

  　雅弥の声が聞こえたのか、玉緒が読書に勤いそしむ少女を見つけて目を丸くする。

  「まあ、里見さん！　こんばんは。今日からよろしくお願いいたします」

  「……うん。よろしく」

  「里見が素直に返事した！」

  　文学少女のつぶやきを聞いた杏子が大おお袈げ裟さに驚く。狼ろう狽ばいする杏子を目にした雅弥は、切れ長の瞳ひとみをさらに細めて感心した。

  「杏子先輩がここまで動揺するとは。里見先輩が素直に返事をするのはそんなに奇異なことなのですか？」

  「そうなのよ！　私が道の真ん中で大声上げて呼びかけても、いっつも無視するんだから！」

  「黙れ、しれ者」

  　抑揚のない声で里見が冷たく言い返す。負けじと杏子は里見の背後に回り込み、両手でほっぺたをぷにぷにびろーんと引っ張り始めた。

  「なによぅ。差別しないでよぅ。私と玉緒のどこがそんなに違うって言うのよぅ」

  「人間としての格が違う。玉緒が聖母なら、杏子は便所に湧わくワラジムシ」

  「人間ですらない!?」

  　上下左右にほっぺたを引っ張られても、悪あく辣らつな言葉遣いは決して衰えない里見。ここまで口が悪いと、もはや「そういうキャラなんだ」と納得するしかない。

  　こんな状況でも文庫本から目を離そうとしない読書家の里見を眺めながら、真白は小声で雅弥に囁ささやいた。

  「あちらの女性とは初対面なのですが、どういった方なのですか？」

  「知らぬなら教えてしんぜよう！」

  　雅弥に質問したはずなのに、大声で答えたのは杏子である。真白が思わず「地獄耳」とつぶやくが、平然としている杏子の耳は悪口が届かない仕様のようだ。

  「こちらにおわす『黙っていれば美人なのに』と私とは違う意味で言われてしまうぷにぷにほっぺの持ち主は、歌劇学園三年Ａ組出席番号十一番、その名も高屋敷里見！　定期テストで三年間トップを独走している学園一の秀才で、無表情と無愛想と色気のない眼鏡めがねがトレードマークな超マイペース人間よ！」

  「へぇ～。まるで雅弥先輩みたいですね」

  　何気ない真白の一言を聞き咎とがめて、里見は怨おん念ねんのこもった眼まな差ざしを雅弥に向けた。ギロリ。

  「なぜ俺が睨にらまれるのか……」

  　納得のいかない様子の雅弥は、一つため息をつくと、気持ちを切り替えて真白に向き直る。

  「ところで、真白はどういう経緯でここに？」

  「はい。下校するときに先生から地図を渡されて、『今からこの家へ行くように』と命じられたんです。でも詳しい話は教えてもらえなくて……。これから何が始まるんですか？」

  「俺も詳しくは聞いていない。だが、おそらくは――」

  　雅弥が何か言いかけたところで、またしても玄関から呼び鈴を鳴らす音が聞こえてきた。

  「六人目のお出ましか。そういえば二階の個室は六つあったな」

  　窓ガラスに貼はられた間取り図を確認しながら、雅弥は六人目の登場を待ち構える。間もなくリビングに最後の同居人が乗り込んできた。

  「みんなのアイドル、唐から木き亘わたる、ただいま参上！」

  　戦隊ヒーローのようにビシッとポーズを決めながら登場したのは、歌劇学園の男子制服を着た童顔の少年だった。小柄な体を目一杯に動かして名乗りをあげた少年は、リビングを見回すなり両の拳こぶしを天高く突き上げた。

  「うおおおおお！　歌劇学園の美人生徒会長・由井玉緒先輩や、才色兼備のクールビューティ・高屋敷里見先輩、それに外見だけなら学園屈指の美少女・水無月杏子先輩！　この三人と一つ屋根の下で暮らせるとは、俺はなんて幸運な男なんだ！」

  「一人だけ褒ほめ方が微妙だな」

  　雅弥のつぶやきをよそに、亘は小さな体を弾ませて歓喜のダンスを踊り出す。そんな狂喜乱舞の亘に声をかけたのは、心優しい生徒会長だった。

  「あなたは私たち全員の顔と名前を把握しているのですか？　ひょっとして、全校生徒の名前を記憶しているのでしょうか」

  「任せてください！　歌劇学園に通う美女と美少女はすべて記憶してますよ！」

  「なるほど。美女と美少女に限定されるから私が含まれていないのですね」

  　意地悪くつぶやいたのは、女子制服を着ている面子メンツの中でただ一人名前を呼ばれなかった小旗真白である。

  　直後、亘はピタリと歓喜の踊りを中断した。恐る恐る顔を上げた亘は、笑顔の真白と目が合って「ひいいい！」と奇声を上げる。

  「お、お前は小旗真白！　なぜお前がここに！」

  「ご無ぶ沙さ汰たしています」

  　にこやかに真白が会釈する。それを見た亘が「ひいいい！」と奇声を上げる。対照的な両者の関係に興味をそそられたのか、雅弥はそれとなく真白に声をかけた。

  「真白は亘と知り合いだったのか？」

  「はい。以前、校舎裏に呼び出されて情熱的に告白されました。『お前が好きだ！　俺と付き合ってくれ！』と。いろいろな意味でドキドキしてしまいました」

  「言うなあああああ!!」

  　泣きながらすがりつく亘。その手を笑顔で払いのける真白。

  　話を聞いていた玉緒が「まあ」と楽しそうに二人の顔を見比べ、雅弥が憐あわれみの目で亘を見つめる。「ノォ～」と叫びながら頭を抱えて悶もん絶ぜつする亘は、さながら敗者の様相だ。

  　涙の海に沈む亘を眺めながら、雅弥は当事者である真白に尋ねる。

  「亘のやつ、軽くトラウマになっているようだが。いったい真白はどんな断り方をしたのだ？」

  「ヒ・ミ・ツ、です♥」

  　唇に人差し指を当てながら、チャーミングにウインクしてみせる真白。雅弥は顔がん面めん蒼そう白はくの亘が虚うつろな瞳ひとみで「知らなかったんだ、俺は知らなかっただけなんだ」とつぶやく様を見て、それ以上深く追究するのをやめた。

  「まったく。先月行われた文化祭の特別番組で、大々的に真白の正体が明かされたばかりだというのに。まだ真白の秘密を知らない生徒が残っていたとはな」

  「雅弥先輩が思っているほど私は有名人ではありませんよ。私の正体を知らない人は、まだまだ大勢いるはずです」

  　爽さわやかに答える真白はどことなく楽しげだった。「悪戯いたずらっ子世に憚はばかる」とでも形容すべき様は、さすが歌劇学園の生徒と言うべきか。

  　と、そのとき！　部屋の隅に鎮ちん座ざする大画面液晶テレビの電源が、突然ＯＮになった。読書に集中するあまり物音が耳に入っていない約一名を除き、五人が一斉にテレビへと注目する。間もなくテレビのスピーカーから、男とも女ともつかない加工された音声が流れ始めた。

  『歌劇学園を代表する学生諸君！　今こ宵よいは我々の呼びかけに快く応じていただいてえ～、心より感謝する！』

  　バラエティ番組の行き過ぎたナレーションのような、抑揚の激しすぎる大おお袈げ裟さな言い回しが室内にこだまする。

  　ようやく異変に気づいた里見が、皆とワンテンポ遅れて顔を上げる。彼女が音の発生源であるテレビを見ると、六分割された画面に六人の顔写真が映し出されていた。

  『諸君らには、本日よりこの家で、共～同～生活を、してもらう！』

  　合成音声が「共同生活」を強調した直後、画面に表示された六名の写真それぞれに、名前と学級名のテロップが追加された。

  

  　三年Ａ組出席番号十一番、高屋敷里見。

  　三年Ａ組出席番号十八番、水無月杏子。

  　三年Ａ組出席番号二十三番、由井玉緒。

  　二年Ａ組出席番号三番、加賀雅弥。

  　二年Ａ組出席番号四番、唐木亘。

  　一年Ａ組出席番号五番、小旗真白。

  

  『この家で君たちが行うことは、ただ一つ！』

  　性別不明の音声が、六人の使命を告げる。

  　彼らが共同生活を送る目的。彼女らがこの一軒家で行うこと。それは――。

  

  『犯人を、捕まえることだ』
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  初日　～ルール説明～

  

  『――君は歌か劇げき学園を知っているか？

  　私立歌劇学園。それは栄光を夢見る若者たちの聖地！　歌手、俳優、アイドルといった華々しい表舞台から、放送作家、音響、照明、ヘアメイクといった縁の下を支える裏方まで。芸能界に関係するありとあらゆる人材を育成するために創られた、日本最大の芸能人養成学校。それが私立歌劇学園なのであーる！

  　――君は歌劇市を知っているか？

  　放送芸術特区「歌劇市」。それは日本で唯一の、映像製作に特化したエンターテインメントシティ！　いつでもどこでも撮影ができる。二十四時間、町のいたる所でテレビカメラが回っている。映画やドラマに必要なすべてのロケーションを備えた、日本最大の屋外撮影スタジオ。それが放送芸術特区、歌劇市なのであーる！

  　――君は「学園カゲキ！」を知っているか？

  「学園カゲキ！」　それは一週間に十五本のテレビドラマと、二本のバラエティ番組、一本の情報番組を放送している大人気プログラム！　ＣＳ放送「ＫＡＧＥＫＩチャンネル」で、毎日夜八時から放送されている話題のコンテンツ！　未来の大スターを目指す歌劇学園の生徒たちが、最高のドラマ製作環境である歌劇市で作り上げる至高のエンターテインメント。それこそが、「学園カゲキ！」なのであああああある！』
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  　ぽかーん。

  　リビングに集まった六人の少年少女が、だらしなく口を半開きにしている。

  「なんか、いきなり熱いナレーションで歌劇学園の解説が始まったんだけど。至高のエンターテインメントとか、自分で言ってて恥ずかしくないのかな？」

  　テレビから垂れ流される学園紹介のＶＴＲに、陽気な美少女・水み無な月づき杏きよう子こが横から茶々を入れる。

  　合成音声に「犯人を捕まえろ」と命令された雅まさ弥やたち六名は、何の脈絡もなく学校紹介のＶＴＲを見せられていた。「犯人を捕まえろ」と言われた次の瞬間に意味不明な学園案内が始まったのだから、これで困惑するなと言う方が無理な注文だろう。

  　最年少の小こ旗ばた真ま白しろが、不安そうに、隣にいる女性を覗のぞき見る。

  「今さら私たちに歌劇学園の説明をするなんて、どういうつもりでしょうか？」

  「そうですね。歌劇学園がどういう場所かは、ここにいる面々なら骨身に染みてわかっているはずですが」

  　美人生徒会長の由よし井い玉たま緒おが、不穏な解説を交えながら真白の発言に同意する。そんな二人の会話に、クールな眼鏡めがね男子・加か賀が雅弥が割り込んできた。

  「おそらく、このナレーションはテレビを見ている視聴者に番組の説明をしているのでしょう」

  「視聴者？　番組の説明とはどういう意味ですか？」

  「歌劇学園は、俺たちがこの家で共同生活する様子をテレビ番組として放送するつもりなのです」

  「ここにいる私たちの姿が、テレビで放送されるということか」

  　眼鏡めがねの文学少女・高たか屋や敷しき里さと見みが尊大な態度で応じる。無表情のまま頷うなずいた雅弥は、はっきりと告げた。

  「番組の収録は、すでに始まっている」
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  『歌劇学園の生徒ならわかっているはずだ。「学園カゲキ！」の主役に抜ばつ擢てきされることは、スターとしての未来を約束されるに等しい！　「学園カゲキ！」の主役を射止めることは大スターへの登竜門なのであーる！

  　諸君は知っているか！　一月に放送予定の新春ドラマスペシャルでは、二夜連続六時間に及ぶ大作ドラマの放送が予定されている。歌劇学園の生徒なら、この単発ドラマの主演を是が非でも務めたいはずだ！

  　そして今！　歌劇市内のとある一軒家に、新春ドラマスペシャルの主役候補六名が集結した！　主役の座を賭かけた血で血を洗うサバイバルバトルが、ここに幕を開けるうううう！』
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  「ようやく事情が飲み込めてきましたね」

  　テレビから垂れ流される無意味に熱いナレーションを聞き流しながら、雅弥は椅い子すの背もたれに体重を預ける。

  「ようするに、俺たち六名は新作ドラマの主役候補で、ドラマ製作に先駆けてこの家で共同生活を送ることになった……」

  「お、お、おおおおお！」

  　雅弥の説明を聞いた童顔少年・唐から木き亘わたるが、両腕で自分の肩を抱き締めながらクネクネと腰を振り始める。

  「こ、この俺が、『学園カゲキ！』の主役に抜擢…きたぞきたぞ、ついに俺の時代がキター！」

  　嬉き々きとして拳こぶしを突き上げる亘。大おお袈げ裟さな感情表現を見せる同級生に、雅弥は冷ややかな目を向ける。

  「騒がしい男だ。そんなに主役がやりたいのか」

  「当然でしょ」

  　雅弥のつぶやきに応えたのは、亘と同じく感情の赴おもむくまま日々を生きている杏子だった。

  「『学園カゲキ！』の主役は全校生徒の憧あこがれであり目標だよ。雅弥だって歌劇学園の生徒なんだから、主役をやってみたいと思うでしょ？」

  「俺は『この役は加賀雅弥にやってもらいたい』と思われたなら、それだけで十分です。役との出会いは一いち期ご一いち会え。主役とか脇わき役やくとか、役の大きさは関係ありません」

  「主役には拘こだわらないって？　二枚目は言うこともかっこいいね～」

  　茶化すような杏子の態度に、雅弥は珍しく露骨にムッとする。

  「そう言う杏子先輩は、主役になりたいのですか？」

  「当然。『学園カゲキ！』の主役になれるなら私は何だってやるね」

  　断言した杏子が、友人であり同級生でもある玉緒の顔を見る。

  「玉緒も思いは同じでしょ？」

  「はい。そうですね」

  　尋ねられた玉緒が事も無げに頷うなずく。迷いのない玉緒の返答に驚いたのは、彼女の幼おさな馴染なじみでもある真白だった。

  「意外です。お姉さまはそういった競争には興味がないと思っていました」

  「確かに人と争うのは好きではありませんが……」

  　にこやかに、しかしはっきりとした意志を込めて玉緒は答える。

  「私は一度も主役を演じたことがありませんから。卒業までに一度くらいは、と願ってしまうのです」

  　野心家の一面を覗のぞかせる玉緒に、雅弥は感心と驚きが混在した表情を浮かべる。真白が黙り込む傍かたわらで、杏子は文庫本を持った無口な同級生にも声をかけていた。

  「里見も同じ考えだよね？　どんな手を使ってでも主役になりたいと思うでしょ？」

  「……」

  　里見が何も答えなかったので、杏子は大おお袈げ裟さなアメリカンジェスチャーで両方の手の平を上へと向けた。杏子たちの秘めた思いを知った雅弥は、感慨深げに首を振る。

  「主役を目指すのも向上心の表われか……」

  「その通りだぜ！　歌劇学園に入学したからには上を目指さないとな！」

  　六人の中で一番気合いの入っている亘が熱い口調で会話に割り込む。そのまま亘は、激情の赴くままに拳こぶしを突き上げた。

  「主役に抜ばつ擢てきされた俺は学園の頂点に立ったも同然！　見てろよ、俺が主役のドラマは視聴率百パーセントだぜ！」

  「落ち着け。まだお前が主役と決まったわけじゃない」

  　天高く拳を突き上げる同級生に、雅弥が冷め切った声で水を差す。上機嫌に水を差された亘は、眉み間けんに皺しわを寄せて雅弥を睨にらみつけた。

  「何だよ。俺が主役と決まったわけじゃないって、どういう意味だよ」

  「ナレーションも言っていただろう。今の俺たちは単なる『主役候補』だ。誰が主役の座を射止めるかは、この家での共同生活にかかっている」

  　――これから、この家で、主役の座を賭かけた最終オーディションが始まる。

  　ナレーションは暗にそう語っていた。
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  『諸君らには、これから五日間かけてゲームをしてもらう。このゲームに勝利した者が、新春ドラマスペシャルの栄えある主役に抜ばつ擢てきされるのであーる。

  　特番の主役を決める大勝負について、今から我が輩が説明しよう。耳の穴かっぽじってよーく聞きやがれ。

  　諸君らの輝く未来を賭けたゲーム。その内容は！

  　……と、その前に、ここで我が輩から諸君らにプレゼントであーる。

  　キッチンに六人分のデザートを用意した。ゲームを始める前に思う存分、空腹を満たすがいい。ちなみにデザートは甘かん味み堂どうの特製シュークリームであーる』
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  「甘味堂？」

  　聞き慣れない単語に雅弥が反応する。そんな雅弥の疑問に答えたのは、仏頂面のまま心持ち早口で喋しやべり始めた里見だった。

  「甘味堂は駅前にある老舗のケーキショップ。品しな揃ぞろえの豊富さとリーズナブルな価格設定で若い層を中心にファンが多く、休日は行列までできるほどの人気店。店の一番人気はシュークリームで、自家製の生クリームはとにかく絶品。サクサクのシュー生地と組み合わさるとまさに絶妙の……」

  「甘い物が好きなのですか？」

  「……」

  　雅弥に尋ねられた途端、不機嫌そうに黙り込む里見だった。

  「シュークリームとはこれのことでしょうか？」

  　キッチンから玉緒の声が聞こえてくる。いつの間に席を立っていたのか、トレイを持って立っている玉緒と、トレイに並べられた複数のシュークリームが一同の目に入った。

  　玉緒の持つトレイには、敷き紙のついたシュークリームが五つと、食べカスのついた敷き紙が一つのっていた。

  　――六つあったシュークリームのうち、一つは何者かに食べられた後だった。
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  『おおおお、何と言うことだ！　大事な大事な甘味堂のシュークリームを勝手につまみ食いした外道がいる！　許せん、許せんぞおおおお！

  　諸君、この悪あく逆ぎやく非ひ道どうな犯人を何としても見つけ出せ！　食べ物の恨みは恐ろしいことを犯人に思い知らせるのだ！

  　これから諸君らが行うゲーム。その名は歌劇学園的「ケードロ」！　君たちは警察となり、裏切り者である犯人を捜し出すのだあああ！

  　では、歌劇学園的ケードロの基本ルールを説明しよう。基本となるルールは三つ。

  

  ①一日に一度だけ、犯人だと思う人物を指名する。

  ②犯人として指名された人物は、たとえ犯人ではなくてもその場で脱落となり、主役になる権利を失う。

  ③指名した人物が犯人だった場合、残った全員が勝利者となる。
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  　ルールはこれだけだ！

  　裏切り者を捜し出せ！　共同生活の中で犯人の正体を見極めろ！　毎晩午後九時に、犯人だと思う人物を指名するのだ！

  　他人を疑い、自分が疑われながら、一人ずつ仲間を脱落させる。それが歌劇学園的ケードロの醍だい醐ご味みであーる！

  　そして、諸君らの日常生活は合計八台のカメラによって常に監視されていることを忘れるな。この家で起こったすべての出来事は、絶え間なく録画され、作為的に編集され、エンターテインメントドキュメンタリー番組として全国放送される！

  　互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、隣人を疑いの目で監視して、言い争いや仲たがいを繰り返し、裏工作や駆け引きで足を引っ張りあい、相手を蹴け落おとす陰険で陰湿な陰謀を繰り広げることで、視聴者を心から楽しませてくれることを我が輩は期待している！

  　仲間を蹴落として勝利を掴つかめ！　学園カゲキ的ケードロ、ゲームスタート！』
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  「……ケードロってこんなゲームだっけ？」

  　ナレーション終了後。最初に口を開いたのは杏子だった。

  「今さらですが、歌劇学園のやり方は悪趣味としか言いようがありませんね」

  　ボヤきを口にした雅弥の言葉の端々からは、これまで悪趣味な企画を幾つも体験してきた彼の苦労が窺うかがい知れた。雅弥と仲のいい杏子が苦笑いを浮かべながら彼に同意する。

  「そうだねぇ。歌劇学園にもいろんな人がいるけど、さっきのふざけたナレーションも含めて、この企画の関係者は間違いなく性格悪いやつばかりだね」

  『我が輩は台本通り喋しやべっているだけであーる。これは仕事なのだと理解してほしいのであーる』

  「ナレーションが言い訳してきた!?」

  　テレビから申し訳なさそうな合成音声が聞こえてきて、杏子は椅い子すに座ったまま派手にずっこけた。

  　どうやらナレーション担当者は杏子たちの会話をリアルタイムで聞いているらしい。散々な言われように、弁明せずにはいられなかったようだ。

  「私たちの悪口を気にするなんて、喋り方は偉そうなのに、案外肝っ玉の小さいナレーションなのね」

  『ナレーションではない。我が輩は〝天の声〟であーる』

  「訂正するのそこなんだ」

  　ナレーション改め〝天の声〟との噛かみ合わない会話に憮ぶ然ぜんとする杏子は、隣に座る雅弥にそっと耳打ちする。

  「ねえ、ナレーションのくせにキャストにツッコミを入れるのってどう思う？」

  「杏子先輩を見ているとツッコミを入れずにはいられなかったのでしょう。その気持ちはよくわかります」

  「わかるんかい」

  　杏子が不満げに下唇を突き出していると、それまでイマイチ影の薄かった亘がいきなりリビングの中央に躍り出て、大おお仰ぎような身振りでテレビを指差した。

  「やいやい！　天の声だか何だか知らないが、隠れていないで姿を見せやがれ！　それともこの俺に恐れをなしたか！」

  『では本題に入ろう』

  「無視された！」

  「がーん」という擬音が頭上に見えそうなほど露骨にショックを受ける亘。そんな落ち込み度ＭＡＸの亘に、雅弥は淡々と声をかける。

  「亘の言動は絡みづらいのだろう。その気持ちはよくわかる」

  「わかるのかよ！」

  『我が輩は台本通りに進行したいだけであーる。もともとアドリブは苦手なのであーる』

  「天の声のくせに言い訳が多すぎる！」

  　天の声との不毛なやり取りに、亘はリビングの中央で頭を掻かき毟むしる。このままでは埒らちがあかないと思ったのか、玉緒はテレビに向かって穏やかに声をかけた。

  「唐木さんにいちいち構わなくて結構ですから、天の声さんはどうぞお話を続けてください」

  「何気に酷ひどっ！」

  　とどめを刺された亘を無視して、意外と人間的だった天の声が俄然テンションを上げて番組を進行する。

  『諸君！　テーブルを見るのであーる！』

  　言われるままテーブルを見た玉緒は、中央に置かれた五個のシュークリームと、その脇わきに置かれた一枚の封筒を目に留めた。

  「これは何でしょうか？」

  　封筒を手に取った玉緒は、差出人の欄に斜めに傾いた独特の字体で「歌劇学園的ケードロ実行委員会」と印字されているのを目に留めた。封がしっかりと糊のり付づけされていることを確認した玉緒が皆に声をかける。

  「どなたか、ペーパーナイフを持っていませんか？」

  　だが、残念ながら刃物を持っている者は一人もいない。仕方なく雅弥が手で封を破ると、封筒の中からプリペイドカードよりも一回り大きな厚紙が出てきた。厚紙には、黒い文字で次のように記されている。

  

  　　犯人は以下六名の中の

  　　誰かである。

  　　高屋敷里見、水無月杏子、

  　　由井玉緒、加賀雅弥、

  　　唐木亘、小旗真白。

  

  『カードには犯人を捜し出すためのヒントが記されている。これらのヒントを頼りに、諸君らは犯人を見つけ出すのだああああ！』

  「ハイテンションで喋しやべりつづけなきゃいけないなんて、バラエティ番組のナレーションも案外大変だよね」

  　ナレーションの仕事ぶりに同情的な杏子であった。

  『……ナレーションではない。〝天の声〟であーる』

  　そしてしっかりと訂正する天の声であった。

  『それでは諸君！　明日の夜九時までに誰を犯人にするか決めておけ！　審判のときにまた会おう！　さらばであーる！』

  　天の声がリビングに轟とどろき、直後にテレビの電源はＯＦＦになった。賑にぎやかだった部屋が突然静かになって一同はしばし言葉を失う。

  　気まずさにも似た空気を最初に打ち破ったのは、ヒントカードを手にした玉緒だった。

  「犯人を捕まえた人が主役になれる……。ですが困りましたね。この情報だけを頼りに犯人を捜し出せと言われても……」

  　不安な思いを隠し切れない玉緒。そんな彼女に、口数の少ない文学少女が声をかけた。

  「天の声は『日々与えられるヒントから犯人を見つけ出せ』と言っていた。これからも何らかの形でヒントが送られてくるはずだ」

  「それらのヒントを頼りに犯人を特定しろ、ということですか」

  　里見の推測を受けて、雅弥が感心したように頷うなずく。

  「とはいえ、一日に一度は犯人を指名しなければいけないルールですから、のんびりと構えているわけにもいきません。早めに犯人を特定しなければ」

  「ですが、もしも早まって犯人じゃない人物を指名したら、その人は主役争いから脱落してしまうのでしょう？　犯人捜しは慎重に行う必要があると思います」

  　雅弥のつぶやきに真白が言葉を重ねる。未知のゲームを前に不安を隠せない真白の肩を、玉緒はそっと抱き寄せた。

  「逆に言えば、一回目の指名で犯人を見つけ出せれば、残った全員が勝者になるということです。犯人を除いた五人が主役に抜ばつ擢てきされるのがベストな結末でしょう」

  「番組的には一番つまんない結末だけどね」

  　茶化すように杏子が口を挟み、そこで全員の会話が一旦途切れた。

  　誰も口に出して言わないが、「犯人は誰なのか」と各人が疑いの目で隣人を見ていることは容易に想像がつく。疑ぎ心しん暗あん鬼きの空気に包まれた中、最初に自分の意見を口にしたのは……杏子だった。

  「よし、わかった！　ここは灰色の脳細胞の持ち主である水無月杏子に任せてもらおうか！」

  　立ち上がった杏子が、自信たっぷりに胸を叩たたきながら卓越した推理力を披露する。

  「必ずどこかにヒントがあるはず。例えば……犯人はお菓子をつまみ食いするような意地汚い人間だ。このメンバーの中で、盗み食いしそうな意地汚い人間と言ったら誰かな？」

  　全員が杏子を見た。

  「うん。視点を変えてみよう」

  　杏子は顎あごに手を当てて考える仕草を見せると、さらに卓越した推理力を発揮する。

  「ポイントは『犯人はどうやって私たちに気づかれることなくシュークリームを食べたのか』だね。そんなチャンスがあった人物は一人しかいない。シュークリームを取りに一人でキッチンへと入った……玉緒！　あなたが犯人よ！」

  「私ですか？」

  　きょとんとした表情で玉緒が応じる。

  「ですが、私がキッチンに入ったのはほんの一瞬です。あの短い間にシュークリームを食べてしまうのは不可能だと思うのですが」

  「なるほど、一理あるわね。つまり犯人は、シュークリームを一瞬でぺろりと平らげてしまうような食い意地の張った人物。このメンバーで一番食い意地の張った人物といえば……」

  　全員が杏子を見た。

  「うん。視点を変えてみよう」

  　杏子は顎に手を当てて考える仕草を見せると、さらに卓越した推理力を発揮する。

  「そうか、もう一人犯行が可能な人間がいたわ。それは、里見、あなたよ！」

  「……」

  　杏子が里見の眼前に人差し指を突き出すが、当の里見は「またバカなこと言ってる」とでも言いたげに目を細めるばかりだった。だが、里見の冷たい視線に怯ひるむことなく、杏子は熱く持論を展開する。

  「犯人は誰にも見られることなくシュークリームを食べた。そんなことが可能な人物は一人だけよ。つまり、最初にこの家に到着した里見だけが、誰にも見み咎とがめられずにつまみ食いできた！」

  「……」

  「そのときの光景が目に浮かぶようだわ。誰よりも早くこの家に到着した里見は、キッチンに甘味堂のシュークリームがあるのを発見した。甘い物に目がない里見は、いけないと思いながらもついついパクリと……」

  「……」

  「里見～。お願いだから何か言ってよ～。寂しいじゃないのよ～」

  　意外と寂しがりやだった杏子が、反応の薄い里見にすがりつく。返答を強要された里見は無表情のまま杏子を睨にらみつけた。

  「一つ聞きたい。杏子は、どうして私がこの家に一番乗りしたことを知っているのだ？」

  「へ？」

  「杏子がここに来たとき、リビングには私とそこの男の二人がいたはずだ。なのに杏子はそこの男ではなく、私が最初に家に到着したと言い切った。なぜ後から到着した杏子がその事実を知っているのだ？」

  　どうやら雅弥のことは絶対に名前で呼びたくないらしい。雅弥を指さしながら「そこの男」呼ばわりする里見は、舌ぜつ鋒ぽう鋭く杏子を糾弾する。

  「本当は、杏子が一番初めに到着していたのではないか？　そこで食い意地の張っている杏子はつまみ食いをしてしまい、『ばれたら怒られる』と思って一旦家の外に出た。その後、私とそこの男が家に入るのを確認してから何食わぬ顔で現れた。そうすれば、後から来た杏子がシュークリームをつまみ食いしたとは誰も思わないからな」

  「ちょ、ちょっと待ってよ。遅刻常習犯の私が待ち合わせ場所に最初に到着するわけないじゃん。里見は時間に厳しいタイプだから、なんとなく『今日も一番に来たんだろうな』って思っただけで、今の発言に深い意味は……」

  　一転して疑われる立場になった杏子が、しどろもどろになりながら弁明する。ずっと「あの男」呼ばわりされている雅弥は、両者の言い分を聞きながら大おお仰ぎように頷うなずいた。

  「どうやら推理合戦では里見先輩に一いち日じつの長があるようですね。何しろ里見先輩といえば……」

  「そう言うお前も怪しいな」

  　雅弥の言葉を遮さえぎって、里見が断固とした口調で言い切る。いきなり容疑者扱いされて言葉を失う雅弥へ、里見は淡々と根拠を述べた。

  「お前は隙すきがなさ過ぎる。怪しいところが何もない。それゆえに疑わしい。これが二時間もののサスペンスドラマなら、一番怪しくない人物が犯人というパターンだ。あと雰囲気がなんとなく犯人っぽい」

  「さっきまではまともな推理だったのに、どうして俺のときだけ印象論なんですか」

  「いいや、私にはわかる。お前が犯人だ。間違いない」

  　どうしても里見は雅弥を犯人にしたいらしい。明らかに敵意剥むき出しの里見へ、雅弥は返す言葉も見つからない様子だ。

  「で、でもさあ、『一番怪しくない人間が犯人』って理屈なら、真白も容疑者にならない？」

  　何の落ち度もないのに問い詰められている雅弥が不ふ憫びんに思えたのか、見かねた杏子が横から口を挟んできた。屁へ理屈で真白を容疑者扱いする杏子に、里見は鋭い眼光を向ける。

  「いいや。真白よりもそこの男の方が、顔が犯人っぽい」

  「顔の差ですか」

  　外見がなんとなく犯人っぽいと判断された雅弥。憮ぶ然ぜんとした表情で里見を睨にらみ返すが、彼は普段からこんな表情なのでいまいち不機嫌さが伝わらないのが残念だった。

  「私、里見さん、杏子さん、雅弥さん、真白……誰も彼もが容疑者なのですね」

  　疑ぎ心しん暗あん鬼きになる仲間たちを見て、心優しい玉緒が吐息を漏らす。彼女の背後では、すっかり存在を忘れられている亘が「俺の名前、抜けてる」と懸命にアピールしていたが、残念ながら誰も気づいてはくれなかった。

  　亘以外の全員が疑惑の目で互いを監視する中、雅弥は重々しく言葉を吐き出す。

  「やめましょう。ここで憶測を並べても埒らちがあきません。実際に犯人を指名するのは明日からのようですから、今日のところはもう休みませんか」

  　先ほど、ナレーションは『明日の夜九時までに犯人を決めておけ』と言っていた。つまり、最初の犯人指名は明日の午後九時である。「急いで犯人を決める必要はない。明日の午後九時までに犯人を捜し出せばいい」と提案する雅弥に、真っ先に賛同したのは杏子だった。

  「さんせーい。他にも決めなきゃいけない大切な案件が二つもあるし、とりあえず面倒なことは後回しにしようよ」

  「決めなければいけない大切な案件？　それは何ですか？」

  　雅弥の質問に、杏子は腰に手を当てながら偉そうに胸を張る。

  「ズバリ！　一つ目は、食事当番を誰にするか！　下手な人が当番になったら、ぶっちゃけ命に関わるからね」

  「命に関わることは滅多にないと思いますが」

  「甘いよ雅弥！　私の料理の腕前を知らないからそんなことが言えるんだ！」

  「自分のことでしたか」

  「それじゃ、自分は料理上手だと思う人、手を上げて！」

  　美お味いしい料理を求める杏子の呼びかけに、玉緒以外の全員が――一斉に目を逸そらした。

  「……え、玉緒以外は誰も料理できないの？　ちょっと～、みんな一人暮らししてるんだから料理ぐらいできて当然でしょ。普段何食べて生きてるのよ～」

  「お前が言うな」

  　里見が杏子を罵ば倒とうして、玉緒は何事か思いついたように両手を「ぱん」と合わせた。

  「それでは公平に、食事当番は交代制にしましょう」

  「私にも料理させる気!?」

  　料理下手を散々アピールしてきた杏子が猛反発する。が、いつもマイペースな玉緒は血相変える杏子を気にも留めず、さっさと当番の割り当てを考え始めた。

  「朝食と夕食、それに休日は昼食が加わりますから……。とりあえず明日の朝食は、里見さんにお願いしてもよろしいですか？」

  「……わかった」

  　不機嫌そうに答えた里見が、文庫本片手に席を立つ。

  「疲れた。私は部屋に戻る」

  　横柄な態度で言い捨てた里見は、テーブルに置かれていたシュークリームを一つ手に取ると、足早にリビングを出て行き……かけて、杏子に腕を掴つかまれた。

  「……手を離せ」

  「いやよ。何さりげなくシュークリーム持っていこうとしてるのよ」

  　里見の視線を真っ向から受け止めながら、杏子は二つ目の「決めなければいけない大切な案件」を口にする。

  「シュークリームは五個しかないんだよ！　誰が食べるのか公平に決めるべきでしょ！」

  「それが大切な案件ですか」

  　食い意地の張った杏子の発言に、雅弥は頭を抱える。シュークリームを離そうとしない里見と、彼女の腕を離そうとしない杏子の睨にらみ合いを眺めながら、雅弥は至極冷静につぶやいた。

  「わかりました。俺がシュークリームを辞退しますから、皆で仲良く食べてください」

  　率先して貧乏くじを引こうとする雅弥。そんな彼に、心優しい玉緒が反応した。

  「いいえ。それならば私が辞退します。雅弥さんこそ遠慮なく食べてください」

  　率先して貧乏くじを引こうとする玉緒に、今度は真白が反応した。

  「お姉さまが遠慮する必要はありません。私が辞退します」

  　かくして「俺が辞退します」「ここは私が」「いいえ私が」と、三者三様の譲り合いが始まった。完全に存在を忘れ去られている亘が、ハッとして大慌てで会話に割って入る。

  「何言ってるんだ！　ここは俺が我慢するぜ！　みんなは遠慮なくシュークリームを食べてくれ！」

  「そうか、すまないな」

  「ありがとうございます、唐木先輩」

  　雅弥と真白が遠慮なくシュークリームを手に取る。トリオ芸人の定番ギャグのような扱いを受けた亘は、「ぐはぁ」とうめきながらその場に崩れ落ちた。

  　一拍遅れて杏子もシュークリームに手を伸ばし、解放された里見は自分のシュークリームを持ったままリビングを後にする。二階へ向かう里見を見送りながら、玉緒は思ったことをそのまま口に出していた。

  「里見さんはとてもマイペースな方ですね」

  「里見も玉緒に言われるとは思ってなかっただろうよ」

  「では里見さんの次は杏子さんを食事当番にしましょうか」

  「あわわわ」

  　玉緒と杏子が漫才をしている横で、幸せそうにシュークリームを頬ほお張ばっていた真白は、険しい顔をしている雅弥の存在に気がついた。

  「雅弥先輩、どうかしましたか？」

  「いや、里見先輩とあまり話ができなかったのが残念でね。どうも先輩に避けられている気がするのだが……」

  「里見先輩に嫌われるようなことでもしたのですか？」

  「身に覚えはないが」

  　つぶやく雅弥の背後で、力無くうな垂れていた亘の耳がピクりと動いた。やおら亘は立ち上がると、声高らかに宣言する。

  「みんな聞いてくれ！　俺はこういうシチュエーションで一度言ってみたかった台詞せりふがあるんだ。今からリビングを出ていくから、雅弥は『どこへ行くつもりだ』と俺に声をかけてくれ！」

  「面倒臭い男だな」

  　呆あきれる雅弥をよそに、甦よみがえった亘は軽やかなステップでリビングを飛び出し、二階へと続く階段を駆け上る。仕方なく、雅弥は棒読み調で亘に声をかけた。

  「亘。どこへ行くつもりだ。今は皆と一緒にここに残って……」

  「この中の誰かが犯人なんだろ！　殺人犯なんかと一緒にいられるか！　俺は一人で部屋に戻る！」

  「お前、それは死亡フラグ……」

  　雅弥のつぶやきをよそに、推理ドラマなら間違いなく次に殺されるであろう決め台詞を吐いた亘は、充実した表情のまま二階へと消えていった。
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  ○隠しカメラ【二階廊下】

  

  　リビングを出た里見が、無表情のまま階段を上っている。やがて階段を上りきった里見は、左右に三つずつ、合計六つの扉が並ぶ二階廊下に立った。

  　それぞれの扉には平仮名で「さとみ」「きょうこ」「たまお」「まさや」「わたる」「ましろ」と書かれた木製のプレートがぶら下がっている。里見は迷うことなく「さとみ」と書かれた扉に向かった。

  「里見先輩！」

  　階段から男の声が聞こえてくる。ドアノブに手をかけたまま里見が振り返ると、階段を駆け上がった唐木亘が現れた。

  「里見先輩に折り入って話があります」

  「このシュークリームは私のものだ」

  「誰も狙ねらってませんから」

  　甘い物大好きな里見のもとへ、軽く息を弾ませながら亘が近づく。

  「里見先輩は加賀雅弥のことが嫌いなんですか？」

  　亘の一言に、それまで無表情を貫いていた里見の頬ほおがピクリと反応した。

  「実を言うと、俺と雅弥は宿命のライバル同士なんですよ。だから俺も雅弥にだけは負けたくないし、機会があればやつをギャフンと言わせて……」

  「用件を言え」

  　少ない言葉の中にたっぷりの威圧感を込めて、里見が亘を問い質ただす。尊大な物言いで詰め寄られた亘は、薄笑いを浮かべながら提案した。

  「俺と手を組みませんか。俺たちの手で雅弥をこのゲームから脱落させるんです」

  「……面白そうだな」

  　亘の提案を聞いて、里見は眼鏡の奥でギラリと瞳ひとみを輝かせた。

  

  　どこからともなく、天の声が響き渡る。

  『果たして甘味堂のシュークリームを食べたのは誰なのか？　彼らは無事に犯人を見つけ出せるのか？　歌劇学園的ケードロ、続きを乞うご期待なのであーる！』



  


  幕間①　二日目の昼　～学食にて～

  

  「一人とは珍しいな。今日は九く月がつと一緒じゃないのか？」

  　ありふれた平日の昼休み。歌か劇げき学園の食堂で昼食をとろうとしていた雅まさ弥やは、テーブル席を占有する一人の男子生徒に声をかけた。声をかけられた男子生徒――二年Ａ組出席番号一番、歌劇学園で最も平凡な男こと会あい澤ざわ拓たく海みは、読みかけの文庫本から顔を上げて「やあ」と明るく手を振った。

  「九月ならドラマの撮影中だよ」

  　文庫本に栞しおりを挟みながら、拓海は恋人である二年Ａ組出席番号十番、橘たちばな九月の行方について説明する。

  　話を聞きながら、雅弥は何の断りもなく拓海の向かいの席に腰を下ろした。二人にとってともに昼食をとることは、酸素を吸って二酸化炭素を吐き出すのと同じくらい当たり前の行為なのである。

  「ところで、熱心に何を読んでいたのだ？」

  　雅弥に尋ねられた拓海は、表紙が見えるように文庫本を片手で持ち上げて見せた。

  「ちょっと興味があってね、むかしの小説を読んでいたんだ」

  「むかしの小説？」

  「今読んでるのは、孤島に集まった男女がマザーグースの歌詞になぞらえて一人、また一人と殺されていくっていう……」

  「その本なら俺も読んだことがある。古典推理小説の傑作だな。ちなみに犯人が誰かというと」

  「お願いだから言わないでね」

  　無表情のまま「冗談だ」とつぶやいて、雅弥は割り箸ばしを手に取った。

  「しかし拓海が推理小説好きとは知らなかった」

  「別に好きってわけじゃないよ。変な噂うわさを聞いたから、今のうちに予習しておこうと思って」

  「変な噂？」

  　拓海はここぞとばかりに身を乗り出すと、「杏きよう子こ先輩が話してたんだけど」と前置きしてから、もったいぶった口調で語り始めた。

  「近々、この小説を題材にした番組が行われるらしいんだ。歌劇学園の生徒を一軒の家に集めて、犯人当てのゲームをさせるんだとか。犯人を見つけられないと、一日に一人ずつ生徒が消えていくんだって。怖いよね～」

  「そういう話はもっと早くに聞きたかったな」

  「え？　どういう意味？」

  　そうやって顔をつき合わせて話し込んでいたから、二人はテーブルに近づく人影があることに、まるで気づかなかった。

  「お二人はいつも仲がいいですね」

  　耳慣れた声に反応して雅弥が即座に背筋を伸ばす。拓海が顔を上げると、テーブルに歩み寄る玉たま緒おと真ま白しろの姿が目に入った。どうやら生徒会長である玉緒の声を聞くと、副会長である雅弥の背筋は自然と真っ直ぐになるらしい。

  「会長。それに真白も。今日は二人一緒に昼食ですか？」

  「はい。宜よろしければ相席させていただこうかと思ったのですが……。ひょっとしてお邪魔でしたか？」

  「いえ、構いません」

  　答えてから、雅弥は正面に座る拓海の顔色を窺うかがう。親切心の塊である拓海は、雅弥の厚意に笑顔で頷うなずいていた。

  　テーブル席は詰めれば六人は座れるスペースがある。十分な余裕を持って、玉緒は雅弥の隣に、真白は拓海の隣に腰を下ろした。

  「それにしても、お二人はいつも仲がいいですね」

  「当然です。親友ですから」

  「まあ♪」

  　そう言いきれる関係が羨うらやましいのか、即答する雅弥を見て玉緒は嬉しそうに笑みを零こぼす。

  　かたや、真白とはあまり面識がない――しかし真白の正体は知っている――拓海は、いかにも喋しやべり難がたそうに愛想笑いを浮かべていた。

  「真白……さんは、いつも学食でお昼を食べてるの？」

  「いいえ。普段は下宿の大家さんがお弁当を作ってくれるのですが、今朝は事情があって……」

  　ちらりと、真白は玉緒に目線でパスを送る。パスを受けた玉緒は雅弥に目線を送り、パスをたらい回しされた雅弥はしぶしぶ重い口を開いた。

  「拓海には話していなかったが、実は、俺たちは昨日から……」

  「おーっ！　いい場所はっけーん！　ねねね、ここ空いてる？　空いてないって言われても座っちゃうけど！」

  　測ったようなタイミングで乱入してきたのは、歌劇学園の歩く拡声器こと水無月杏子だった。喋り出しを見事に邪魔された雅弥は、杏きよう子こを睨にらみつけてやろうと視線を上げて……。

  　そこに、トレイを持ったまま無愛想に佇たたずむ里さと見みの姿を発見した。

  「杏子先輩と里見先輩が一緒に食事とは、珍しい組み合わせですね」

  「うん。里見と今後の傾向と対策を相談しようと思ってね」

  　無言の里見を背後に従えたまま、杏子は玉緒の隣へと勝手に腰を下ろす。自分のお尻しりで強引に座るスペースを確保した杏子とは対照的に、里見は料理を持ったまま「もっと詰めろ」と言わんばかりの眼力で拓海を睨みつけていた。

  　しかし温厚を絵に描いたような性格の拓海は、里見の鋭い視線を事もなげに受け流す。

  「こんにちは、里見先輩。お久しぶりです」

  「こ……こんにちは」

  　拓海からにこやかに挨あい拶さつされて、里見がぎくしゃくと身を強張らせる。異変を察知した雅弥が、小声で拓海に尋ねた。

  「今『お久しぶり』と言ったが、拓海は里見先輩と知り合いなのか？」

  「知り合いと言うか、前に先輩からサインを頼まれたことがあって」

  「サイン？」

  　雅弥と杏子の視線が里見へと向けられる。里見はさりげなく眼鏡めがねを指で押さえると、そっけない態度で彼らの疑問に答えた。

  「拓海くんはかっこいい、と思う」

  「拓海のファンなの？」

  　杏子の言葉に、里見はぎこちなく頷うなずいた。「へぇ～」と声を上げて杏子が感心する。

  「いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの里見が、実は拓海の大ファンで、わざわざサインを貰もらいに会いに行ってたなんてね。これは意外だな～」

  「今の説明にわざわざ『仏ぶつ頂ちよう面づら』とつける意図は何だ？　悪意か？」

  　杏子の感想に難癖をつけた里見は、そろそろ立っていることにも飽きてきたのか、空いている座席を探して……。

  「……真白」

  「はい。何ですか、里見先輩」

  「その場所、私に譲れ」

  　えもいわれぬ迫力で高みから命令されて、真白は慌てて席を立つ。こうして里見は、ちゃっかりと拓海の隣に腰を落ち着けた。さりげなく拓海に身を寄せる里見を見て、杏子が「やばい、面白い」と肩を震わせる。

  「いやぁ～、年上の美人にモテるなんて拓海もやるもんだね。これは九月には見せられない光景だね」

  「は？　な、何言ってるんですか」

  「いいからいいから。このことは九月には内緒にしておくから、拓海は安心して楽しむといいよ」

  「だから楽しむとかそういうことじゃなくて、僕はやましいことは何も……」

  「はいはい、わかってるって」

  　慌てる拓海をからかいながら、杏子は何気なく天井を見上げる。歌劇学園の学食にはテレビカメラが設置されており、昼休みになると生徒の食事風景が全国に生中継される仕組みになっていた。生中継の本来の目的は、ファンに生徒の素顔を見せることなのだが……。

  「ひょっとしたら、この学食中継を九月がどこかで見てるかもね。拓海が浮気してると思っちゃうかも。うひひひ」

  　杏子にからかわれて焦ったのか、純情な拓海が顔を真っ赤にしながらカメラを見上げる。それらのやり取りを横目に、雅弥は特に拓海を助けるでもなく黙々と食事を続けていた。この程度で拓海と九月の仲は揺らぎもしないことを、雅弥は身に染みて知っている。拓海と九月は学園一のバカップルなのだ。

  　そんな杏子が巻き起こす喧けん騒そうをよそに、食事を始めようとした里見は、テーブルに置かれた文庫本にふと目を留めた。

  「随分と古い本があるな」

  「あ、これですか？」

  　里見に話を振られて、拓海は文庫本の表紙を掲げて見せる。

  「最近読み始めたんです。里見先輩も推理小説に興味があるんですか？　僕が読み終わった後でよければ、本を貸しますけど」

  　人のいい拓海が彼らしい親切心を発揮する。だが、話を聞いていた雅弥は、拓海の台詞せりふに驚いて食事の手を止めてしまった。

  「拓海。お前は里見先輩が何者か知らないのか？　それほど有名な推理小説を、里見先輩が読んでいないわけがないだろう」

  「里見先輩が何者かって……どういう意味？」

  　本当に何も知らない親友へ、雅弥は彼らしい明瞭な物言いで説明する。

  「高屋敷里見先輩は、歌劇学園最大の部員数を誇る文芸部の部長であり」

  　背筋を伸ばした雅弥は、尊敬の眼差しを里見に向ける。

  「幾つもの推理ドラマ製作に関わってきた、歌劇学園ミステリ研究会の――初代会長だ」


  [image: ]


  


  二日目　～開幕の六人～

  

  　時刻は午前六時。冬の肌寒さを和やわらげる乳白色の朝もやと、人通りの少ない住宅街ならではの静せい謐ひつな空気で満たされた、平日の朝。

  　そんなありふれた冬の早朝に、とある一軒家の玄関でごそごそと不気味に動く影がある。蠢うごめく影の名は、加か賀が雅まさ弥や。彼はジャージ上下姿の上に薄手のジャンパーを着込み、黙々とスニーカーの紐ひもを結んでいた。

  「出かけるのか？」

  　背後から投げやりな声が聞こえて、雅弥は屈かがんだまま背後を振り返る。

  　靴紐を結ぶ雅弥に声をかけたのは、今時珍しいえんじ色のジャージ上下を着用した、アフロヘアも真っ青なほど髪の毛が大爆発している、テレビから這はい出る幽霊よろしく長い前髪で顔を隠した細身の人物だった。

  「……誰ですか？」

  「里さと見みだ」

  「里見先輩!?　そ、それはまた」

  　いつも冷静な雅弥が、思わず頭の天てつ辺ぺんから足の爪先までまじまじと相手を観察してしまう。それほどまでに、今の里見のだらしない格好は普段の理知的な容姿とかけ離れていた。

  「……本当に里見先輩ですか？」

  　疑惑の視線を向けられて、全身から「むかっ」という雰囲気を漂わせる怪奇ボンバヘッド女。彼女は無言のまま、片手で前髪を持ち上げる。里見自慢の立派なオデコを確認して、雅弥は表情を変えずに頷うなずいた。

  「失礼しました。あまりに髪の毛が膨張……ボリュームが増していたので、普段のイメージと一致しなかったのです」

  「朝はいつもこうだ」

  「ところで、その側面に白いラインの入ったえんじ色のジャージは里見先輩の普段着ですか？」

  「これはパジャマだ」

  「中学時代に体育の授業で使っていたジャージを『まだ使えるから』とそのまま普段着に使い回しているのですか？」

  「これはオシャレなパジャマだ」

  　断固として言い張る里見。噛かみ合わない会話が面倒臭くなったのか、雅弥はそれ以上深く追求するのを止やめた。雅弥を納得（？）させた里見が、のろのろと前髪から手を離す。途端に怪奇ボンバヘッド女へと逆戻りした里見は、玄関に佇たたずむ雅弥を凝視した。

  「どこかに出かけるのか？」

  「はい。早朝のランニングが日課なので、今から走りに行ってきます」

  「朝早くから大変だな」

  「心配していただいてありがとうございます。ですが日課ですから、もう慣れました」

  「図に乗るな。私がいつお前の心配をした。殺すぞ」

  　優しい言葉をかけられたと思った雅弥へ、里見は相変わらずの口の悪さで「お前を労いたわったわけではない」と断ずる。肩を竦すくめた雅弥は、爆発している里見の頭を再度見上げた。

  「里見先輩も随分と早起きですね。まだ登校するには早いと思いますが」

  「女は準備に時間がかかるからな」

  「この状態から普段の髪型にするのは相当時間がかかるわけですね。心中、お察しします」

  「お前ごときに私の心中を理解できるはずがない。口先だけの男が、いい加減なことを言うな。殺すぞ」

  「……俺には加賀雅弥という名前があります。『お前』と呼ぶのは止やめていただけませんか」

  「お前などお前で十分だ」

  　見下された雅弥は、キャッチボールでボールを投げ返してくれない里見との会話を打ち切ることにした。黙り込んだ雅弥は靴くつ紐ひもを結ぶことに専念する。

  「では、俺は走ってきますので」

  　ようやく靴紐を結び終えた雅弥が立ち上がり、振り返ったとき……怪奇ボンバヘッド女はすでに風呂場へと姿を消していた。

  「……行ってきます」

  　誰もいない廊下に挨あい拶さつして、雅弥は玄関の扉を開けた。



  [image: ]


  [image: ]


  

  ○隠しカメラ【一階廊下】

  

  　雅弥が早朝のランニングに出かけてから十数分後。

  「トントントン」とリズミカルな足音とともに、Ｔシャツ姿の真ま白しろが階段を下りてくる。寝起きの目を手の甲で擦こすりながら、真白は欠伸あくびまじりで一階の廊下を歩く。

  「シャワー……」

  　まだこの家に慣れていないのか、廊下の真ん中で立ち止まって風呂場の位置を確認する真白。寝ぼけ眼まなこのまま歩き出した真白は、そのままノックもせずに脱衣所の扉を開けた。たちまち脱衣所から廊下へ湯気が流れ出て……。

  「……湯気？」

  　前を向いた真白は、脱衣所の中を見て……その場で凍りついた。

  　たっぷり三秒後。脱衣所の中から落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

  「閉めろ」

  　大慌てで扉を閉める真白。自分は廊下に残ったまま「あわあわ」と唇を戦慄わななかせる。いったい真白は脱衣所で何を見たのか。色白だった真白の顔が、今はトマトよりも赤くなっていた。

  「あ、あの、申し訳ありません、里見先輩が入浴中だったとは知らなくて」

  「気にするな。鍵かぎをかけていなかった私の落ち度だ。それに女同士なら見られても問題ない」

  「え？　女同士？　いえ、あの、私は……」

  「真白も朝からシャワーか？」

  「は、はい、そうです」

  「そうか。一緒に入るか？」

  「いえ！　そんな！　わ、私はリビングにいますから、お風呂から上がったら声をかけてください！」

  　声を上うわ擦ずらせながら、真白はリビングへと逃げていく。人ひと気けのなくなった廊下に、脱衣所からのくぐもった声が響いた。

  「純情だな」

  　それは淡々としているのに、どことなく優しげな声だった。
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  「おっはよ～ん！　おっ、いい匂いがする！」

  　元気よくリビングに登場したのは、言わずと知れた能天気溌はつ剌らつ娘むすめ、水み無な月づき杏きよう子こである。

  「今朝の食事担当は里見だよね。ご・は・ん！　ご・は・ん！」

  　時刻は間もなく午前八時。リビングでは杏子以外の全員が登校する準備に入っていたが、最後に起きてきた杏子は引け目をまったく感じている様子もなく、手拍子で朝食を要求し始めた。

  　すぐに台所から里見が現れて、テーブルに一人分の朝食を並べ始める。メニューはご飯と味み噌そ汁しる、それに生卵と焼き魚がセットになっている純和風の朝食だった。

  「サンキュー里見！　制服の上からエプロンをするなんて、マニアックなツボを心得てるね！」

  「いいからさっさと食え。殺すぞ」

  　制服の上にエプロンをつけている里見が、口汚い罵ののしり声を残して台所に消える。食事よりも里見の衣装を褒ほめ称たたえた杏子は、満面の笑顔で「いただきます」と両手を合わせた。

  「（もぐもぐ）それにしても（もぐもぐ）みんな朝早いね（もぐもぐ）」

  「杏子先輩の起床が遅すぎるだけです」

  　雅弥が長なが椅い子すに座ったまま壁掛け時計を指し示す。言われるまま時計を見上げた杏子は、平然と焼き魚の頭にかじりついた。

  「そうかな？　あと十分ぐらい遅く起きても、全速力で走ればギリギリ間に合うと思うけど」

  「全速力とかギリギリとか言っている時点でアウトです」

  　卵ぶっかけご飯をぐっちゃぐっちゃと箸はしで掻かき回す杏子へ、雅弥が冷静にツッコミを入れる。

  　ちなみに、リビングにはメンバー全員の姿があったが、玉たま緒おは低血圧のため目の焦点が定まっておらず、真白はなぜか赤い顔でカチコチに緊張しており、亘わたるは雅弥を横目で見ながら延々と含み笑いを続けていた。つまり、この場で杏子にツッコミを入れる余裕がありそうなのは、雅弥だけであった。

  　そんな孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする雅弥をサポートするように、エプロンを外はずした里見が台所から現れる。

  「杏子は時間にルーズすぎる。もっと規則正しい生活を心がけろ」

  「はいはい。里見はそういうところキッチリしてるもんね。遅刻なんて絶対しなさそうなタイプだよね」

  「遅刻はしないのが普通だ。それが社会常識だ」

  　正論を述べられて、杏子は「べー」と舌を出しながらテレビのリモコンに手を伸ばす。

  「私だって規則正しい生活してるよ。朝は必ず占いの結果を見てから学校に行くんだから。これぞ日本人のあるべき姿！」

  　そんな朝の星占いを求める杏子の手から、雅弥は問答無用でリモコンを奪い取る。

  「杏子先輩には緊張感が欠けています。もっとシャキッとしてください。この家にはいたるところに隠しカメラが仕掛けられているのですよ？　そんなだらしない姿を全国ネットで晒さらすつもりですか」

  「あ、そうだ！　隠しカメラで思い出した。ねえ、玉緒？」

  「は、はい。何ですか？」

  　低血圧でウトウトしていた玉緒が、名前を呼ばれて慌てて顔を上げる。見るからに本調子とはほど遠い玉緒へ、杏子は卵かけご飯をぐっちゃぐっちゃと掻かき回しながら尋ねた。

  「玉緒はもうトイレに行った？」

  「は？　え、ええ。今朝、トイレに行きましたが……」

  　雅弥たち男子の目を気にしながら、素直な玉緒が正直に答える。玉緒の返答を聞いた杏子は、安心したように頷うなずいた。

  「そっか。なら大丈夫だね」

  「大丈夫とは、どういう意味ですか？」

  「だから、当然トイレに隠しカメラがないことを確認してから使ったんでしょ？　これで私も安心してトイレを使え……」

  　杏子の話を聞いていた玉緒の顔から、さーっと血の気が引いていった。

  　トイレに隠しカメラが仕掛けられているなどと考えもしなかったらしい玉緒は、真っ青な顔のまま助けを求めるように周囲を見回す。動揺する玉緒に救いの手を差し伸べたのは、彼女の部下でもある生徒会副会長の雅弥だった。

  「いくら何でもトイレに隠しカメラは仕掛けないでしょう。そこまでいくと犯罪です」

  「生徒のプライベートを隠し撮りして全国放送する時点で、犯罪も何もあったもんじゃないよ」

  「それはそうですが、さすがにトイレはやりすぎ……」

  「わっかんないよ～。学園カゲキは平然と酷ひどいことをやるからね～」

  「ちょ、ちょっとトイレを調べてきます！」

  　すっかり目の覚めた玉緒が、彼女らしからぬ慌ただしさでリビングを飛び出す。玉緒の後ろ姿を見送った雅弥は、どこかから聞こえてくる囁ささやき声に気がついた。

  　見れば、さっきまで赤面していた真白が、今は顔がん面めん蒼そう白はくになって何やらつぶやいている。

  「まさか今朝のアレも撮影されて……。いえ、あれは不可抗力です。私は別に自分の容姿を利用してお風呂を覗のぞいたわけでは……。た、確かにいろいろと見えてしまいましたが、あれはあくまで偶然……。でもでも、このままでは私のイメージが……」

  　どうやら真白も隠しカメラの存在に怯おびえているらしい。雅弥は一つため息をつくと、卵かけご飯を掻かき込んでいる杏子に声をかけた。

  「安心して生活するには、まず隠しカメラを全部見つけ出す必要がありそうですね」

  「そこまで目くじら立てなくてもいいんじゃない？　私が欲望の赴おもむくままに生きてることはみんな知ってるからね。今さら私生活を見られても困らないよ」

  「杏子先輩が困らなくても他の人が困るんです。と言うか、杏子先輩も少しは困ってください」

  「へーい」と答えながら音をたてて味み噌そ汁しるをすする杏子。緊迫感に欠けることこの上ない。

  「今日から犯人捜しが始まるのですから、少しは気を引き締めてください」

  「気を引き締めろって言われてもねぇ」

  　杏子は肩の力を抜いたまま、入り口付近にあるコルクボードへと視線を向ける。本来なら写真を飾るためのコルクボードに、今は一枚のカードが貼はられていた。

  　それは初日に封筒で届けられた、犯人の正体を示すヒントカード。

  「今のところ、ヒントは『犯人は六人のうちの誰かである』っていう一枚だけだよ？　これじゃ、犯人を特定しようがないって」

  「それはそうかもしれませんが、全員が主役になるには一回目で犯人を見つけなくてはならないのです。犯人を捜す努力ぐらいしてもバチは当たらな……」

  「黙れ」

  　杏子と雅弥の会話に、唐突に里見が割り込んできた。口数の少ない里見が無言でテーブルの隅を指さす。そこには『歌劇学園的ケードロ実行委員会』と印字された封筒が置かれていた。

  「新しいヒントだ」

  　里見の指摘を受けた雅弥は、封筒を手に取り、慎重に封を開ける。やがて封筒の中から出てきたのは……。

  

  　時は流れて。

  　朝食を終えた六人が登校して、リビングから人ひと気けが消える。やがて窓から差し込む光が西へと傾いたところで、ぽつりぽつりと入居者が帰宅し始める。ある者は授業を終えて真っ直ぐに帰宅。ある者はドラマの撮影のため再び外出……。そうして時間は流れ、時計の針は間もなく午後五時に差しかかろうとしていた。

  「ただいま戻りました」

  　生徒会の仕事を終えた雅弥が、生徒会長である玉緒と一緒に帰宅したとき、リビングでは杏子があられもない喘あえぎ声を上げていた。

  「ああん、いい。そこ、すごくいい。気持ちいいよぉ♥」

  　どこから引っ張りだしてきたのか、杏子はマッサージチェアに座って肩、背中、腰を入念に揉もみしだかれていた。

  「いやぁん、極楽ぅ～♥」

  「スーパー銭湯を訪れた中年おばさんのような反応はやめてください。まったく、見た目は美少女なのに、どうして杏子先輩からは女性としての魅力が感じられないのか」

  「いいじゃないですか、杏子さんらしくて」

  　こめかみを押さえる雅弥へ、玉緒が和なごやかに相あい槌づちを打つ。雅弥は隠しカメラの存在を蚊ほども気にしない自じ由ゆう奔ほん放ぽうな杏子から目を逸そらすと、リビングにいる面子メンツを見渡した。

  　長なが椅い子すでは亘わたるが横になって寝息を立てている。ソファでは里見が熱心に雑誌を読んでいる。雅弥は『男の料理』というタイトルの雑誌を見て、里見に声をかけた。

  「なぜ料理の本を読んでいるのですか？　毒殺のアイデアでも考えているのですか？」

  「お前に話す義理はない」

  　気分を害したのか、それともこれが普通の反応なのか。里見が不機嫌な顔で即答する。雅弥が返す言葉に詰まっていると、玉緒が里見の肩にそっと手を置いた。

  「まあ、これは美お味いしそうなお料理ですね。私にも後で見せていただけますか？」

  「ああ、構わない」

  「ですが、どうして急に料理本を読み始めたのですか？」

  「今晩の献こん立だてを考えていた」

  「今晩？　今日の夕食は杏子さんが当番だったはずですが」

  「杏子が『里見の作るご飯はすごく美味しい。こんな美味しい料理が食べられるなんて幸せ。夕食も里見の料理が食べたい』としつこかったから。それならしょうがないと思って当番を代わってやった」

  　雅弥が小声で「騙だまされてますよ」と忠告するが、その声には無反応な里見だった。

  　自分の扱いの低さにがっかりしながら、雅弥はマッサージ中の杏子に声をかける。

  「ところで、真白はまだ戻っていないのですか？」

  「まあああだあああ」

  　マッサージの振動で喉のどを震わせながら、杏子は「まだ真白は帰宅していない」と訴える。

  「そうですか。では、真白抜きで始めましょう」

  　雅弥は眠っている亘の腹筋に鞄かばんを落とすと、その場で玉緒に目配せをした。頷うなずいた玉緒がよく通る声で皆に告げる。

  「何としても今日中に犯人を見つけ出しましょう。そうして全員がドラマの主役に抜ばつ擢てきされて、隠しカメラだらけの家から一刻も早く脱出するのです！」

  　最後にちょっとだけ本音を滲にじませた玉緒だった。

  　目を覚ました亘が鞄を抱えて睨にらみつける中、雅弥はボードに貼はられた二枚のカードに視線を移す。

  　一枚目のカードは昨日の夜に届いたもの。書かれている内容は、参加者六人のうちの誰かが犯人であることを示している。

  　そして二枚目のカードは今朝届いたもの。カードに書かれている内容は――。

  



  犯人は


  「私が犯人です」と


  書かれた紙を


  持っている。


  

  「犯人は証拠となる品物を普段から身につけている」

  　二枚目のヒントカードを示しながら、雅弥が冷静に解説する。

  「容疑者六人のうちの誰かが『私が犯人です』と書かれた紙を持っている。それを見つけ出せれば、おのずと犯人の正体も明らかになる」

  　雅弥の言葉に里見は頷うなずき、杏子は「あああ～」と喉のどを震わせて賛意を表わす。直後、玉緒はにこにこと微笑ほほえみながらマッサージ機のコンセントを引き抜いた。

  　それまで黙って話を聞いていた亘が、寝起きとは思えないほど元気よく右手を上げる。

  「はい！　俺に犯人を見つけ出すいい考えがあるぜ！」

  「言ってみろ」

  「ようするに、誰がその紙を持っているか確認すればいいわけだろ？」

  　そう言って、亘はねっとりと粘りつくような視線で美少女三名の全身を――流れる髪を、整った顔を、細い首筋を、鎖骨のくぼみを、胸のふくらみを、腰のくびれを、丸みを帯びたヒップを、スカートから覗のぞく柔らかな太ふと腿ももを――上から下まで舐なめ回すように観察する。

  「へへ……。身体検査をしようぜ」

  　途端に杏子と玉緒の表情が凍りつき、里見に至っては悪寒に身を震わせた。

  「おっと、勘違いしないでくれよ！　俺は邪よこしまなことなんか考えちゃいないぜ。これは犯人を見つけ出すために仕方なく提案してるだけだ。俺はいやらしいことなんて何も考えちゃいない。だから安心して全員服を脱いで、俺の手で綿密なボディチェックを……」

  　口調は熱く、鼻の舌は伸ばしながら、亘がクネクネと両手の指を不気味に蠢うごめかせる。

  　身体検査の必要性を熱心に説く亘へ、玉緒は穏やかに言った。

  「では、女は女同士で調べましょう。杏子さんと里見さんは私と一緒に脱衣所へ移動してください。亘さんは、雅弥さんの体を念入りに調べてください」

  　そのまま、美少女三名はぞろぞろとリビングを後にする。勢いよくうねっていた亘の指がたちまち元気を失っていく……。雅弥は哀愁漂う亘を慰なぐさめるように、彼の肩に優しく手を置いた。

  「では、俺たちも身体検査を始めようか」

  「嫌だ！　何が悲しくて雅弥の体を入念に調べなきゃいけないんだ！」

  「お前が言い出したことだ。俺に当たるな」

  「俺は、俺は、美少女の身体検査をしたかったんだぁぁぁ！」

  「邪な思いが声に出ているぞ」

  「くそっ！　こうなったら、雅弥！　俺と一緒に脱衣所を覗のぞきに行こうぜ！」

  「いいから服を脱げ」

  「嫌だ！　寄るな痴漢！　変態！」

  「誰が変態だ」

  　錯乱する亘の服を、問答無用で脱がせにかかる雅弥。亘も懸命に抗あらがうが、普段から体を鍛えている雅弥とはいかんせん腕力が違いすぎる。抵抗空しく上着を剥はぎ取られて……。

  　とそこへ、遅れて帰宅した真白がリビングに現れた。

  「こんばんは。ただいま戻りまし……た……」

  　帰宅した真白の瞳ひとみに映るのは、力ずくで服を脱がせる雅弥と、服を剥ぎ取られまいと泣きながら抵抗する上半身裸の亘。

  　制服姿のまま凍りつく真白に、半裸の亘は血走った目を向けた。

  「こうなったらお前でいい！　脱げえええええ！」

  「いやああああ！」

  　襲いかかる半裸の野獣。絹を裂くような悲鳴がリビングにこだまする……。

  

  　十分後。

  　脱衣所での身体検査を終えて、女性陣がリビングに戻ってきた。なぜか一人だけホクホク顔の杏子を見つけて雅弥が声をかける。

  「どうでしたか？」

  「うん。二人ともとっても柔らかかったよ」

  　でへへへ、と口元を緩めながら涎よだれをふく真ま似ねをする杏子。彼女の背後では、いったい何をされたのか、里見があからさまにげんなりしていた。
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  「……俺は『犯人の手がかりはあったのか』と尋ねたのですが」

  「ああ、そっちね。特に怪しい物は見つからなかったよ。男子の方は？」

  「こちらも何も見つかりませんでした」

  　雅弥が淡々と答えると、落ち込む里見の頭を撫なでながら玉緒が会話に入ってきた。

  「では五人とも犯人ではないということですね。あと調べていないのは真白だけですが……」

  「真白ならそこに」

  　雅弥が部屋の隅を指さして、女性陣三名は一斉に振り返る。三人の目に映ったのは、無理矢理脱がされた制服を抱き締めて部屋の隅でうずくまっている真白の小さな背中だった。

  「……真白？」

  「はっ！」

  　玉緒の声に反応して真白の体がビクンと震える。おずおずと振り返った真白は、三人を見て耳まで真っ赤に染めた後、目に涙を浮かべながら立ち上がった。

  「ご、ごめんなさい！」

  　泣きながらリビングを飛び出した真白が、一目散に階段を駆け上がる。直後に亘は爽さわやかな笑顔を浮かべると、女子三人の前でこれ見よがしに自分を指さした。

  「安心してください！　真白の身体検査なら俺がやっておきました！　嫌がる真白の服を無理矢理脱がせてすっ裸にひん剥むいた後に、この指で体の隅々まで念入りに調べ尽くし――」

  　ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ。

  　目め尻じりを吊つり上げた里見が、亘の胸倉を捕まえて往復ビンタを繰り返す。ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ……。

  「で、結局、真白は証拠を持ってたの？」

  「いいえ。『私が犯人です』と書かれた紙は持っていませんでした」

  　往復ビンタされている亘を尻目に雅弥が報告を続ける。調査結果を受けた杏子は、険しい表情で考え込んだ。

  「結局、誰も証拠は持ってなかったってことか。さてさてどうしたものかねぇ」

  「そうですね。とりあえず……」

  　ぐう～。雅弥の発言を遮るように、杏子のお腹が鳴った。

  「……とりあえず夕食にしよっか」

  　つぶやいて、杏子は今夜の料理当番である里見を見た。

  　ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ、ビンタ……。
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  ○隠しカメラ【台所】

  

  　エプロン姿の里見が、流し台の前で自分の手のひらを見つめている。

  「……痛い……」

  　ビンタしすぎたせいで、右の手のひらが赤く腫はれ上がっている。このままでは包丁を握るのもままならない。とそこへ、神妙な面持ちの雅弥が現れた。

  「里見先輩。一人で大丈夫ですか？」

  「お前に心配されることは何もない」

  　言い捨てて、里見は冷蔵庫の前へと移動する。雅弥はバツが悪そうに頭を掻かくと、里見の背中に声をかけた。

  「俺も料理を手伝います」

  「私に恩を売るつもりか」

  「そうじゃありません」

  「では何を企たくらんでいる」

  　雅弥に背を向けたまま、里見は冷蔵庫から次々と野菜を取り出す。暗に「お前の手は借りない」と言われているように感じたのか、雅弥は疲れ気味に肩を落とした。

  「……正直に言うと、会長に頼まれたのです」

  「玉緒に？」

  「はい。里見先輩一人で六人分の料理を作るのは大変だろうから、手伝ってあげなさいと言われました」

  「そうか、玉緒が……。わかった。手伝え」

  「会長の言うことは素直に聞くんですね」

  　つぶやきながら、雅弥は野菜を運ぶのを手伝おうと里見に近づく。だが、里見は雅弥を無視するかのように野菜を抱えたまま彼の脇わきをすり抜けた。

  「もたもたするな。さっさとエプロンをしろ」

  　命令口調で注意された雅弥が、壁に掛けられていた予備のエプロンを手に取る。エプロンを首から下げて、水道の水で手を洗いながら、雅弥は里見の腫れた右手を横目で見た。

  「里見先輩は包丁を使わない方がいいですね。野菜は俺が切りますから、まな板と一緒に置いておいてください」

  「私が包丁の扱いでお前に劣ると言うのか。なめるなよ下げ衆すが」

  「そうではありません。俺は里見先輩の手を心配しているのです」

  　雅弥に諭されて、里見は思い出したように自分の腫れた手のひらを見つめる。

  「……わかった。野菜はお前に任せる」

  　流し台に野菜を並べた里見は、そのまま鍋を探しに戸棚へと歩き始めた。里見のすげない対応に肩を竦すくめながら、雅弥は包丁を準備する。

  　ざくっ。ざくっ。リズミカルとは言い難がたい野菜を切る音が、しばし台所に響く。

  　鍋が見つからないのか、里見は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま戸棚を次々に開閉して……不意に、この映像を見ている『あなた』と目が合った。どうやら戸棚に仕掛けられた隠しカメラの存在に気づいたらしい。目つきも悪くカメラのレンズを睨にらみつけた里見は、戸棚を閉じると何事もなかったように鍋探しを再開した。

  「まったく、女が四人もいるのに、なぜよりにもよってこの男が私の手伝いを……」

  　高慢な口調で里見が愚痴を零こぼす。「お前と二人きりで料理をするのは不本意だ」とでも言わんばかりの態度に、雅弥は包丁を持つ手を止めて……。

  「ん？　女が『四人』？」

  　怪け訝げんそうに目を細めた雅弥が、鍋を探す里見の後ろ姿を眺める。

  「なるほど。そういう勘違いをしていたから、右手が腫はれるほどのビンタ地獄を亘に食らわせたのか。頭がいいようでいて、意外と抜けたところのある人だ」

  　ざくっ、ざくっ、と包丁を動かしながら雅弥がこっそりとほくそ笑む。そのためか、雅弥はこのとき里見が漏らしたつぶやきを聞き逃してしまった。

  「ここは我慢だ。私がこいつを足止めしている間に、裏工作は着々と進んでいるはず。あと少しだけ辛抱すれば、この家にこいつの居場所はなくなる……」

  　ようやく鍋を見つけた里見が、ちらりと流し台を振り返る。そのまま里見は素知らぬ顔でガスコンロへと歩き出した。

  　野菜を切る音と、ガスコンロの炎の音だけが、しばし台所に響く。
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  ○隠しカメラ【二階廊下】

  

  「お二人に折り入って話があります」

  　二階の廊下。六つの個室が並ぶ通路の片隅で、亘が二人の女性に何事か訴えている。亘の熱心な言葉に、女性の一人である由井玉緒は不思議そうに首を傾かしげていた。

  「お話ならばこんなところではなく、リビングで行いませんか？」

  「いえ、リビングだと台所にいる雅弥に聞かれる恐れがあるので」

  「雅弥には内緒の話ってこと？　雅弥に聞かれたくない話ってどんな話よ」

  　もう一人の女性である水無月杏子に尋ねられて、亘は「ふっふっふっ」と悪徳商人が黄金色の菓子折りを出すような賢さかしい笑みを浮かべた。

  「杏子先輩は、いつもクールな雅弥が無様に慌てふためくところを見たくありませんか？」

  「あの雅弥が慌てふためく……。それは面白そうな話ね」

  　亘にそそのかされた杏子が、「くっくっくっ」と黄金色の菓子折りを受け取った悪代官のように邪よこしまな笑みを浮かべる。かくして意思の疎通に成功した悪人二名だが、唯一、玉緒だけは話を聞いて露骨に表情を曇らせていた。

  「つまり、これは雅弥さんを騙だまして罠わなに陥おとしいれる相談ですか？」

  「騙すなんてとんでもない！　視聴者に番組をより楽しんでもらうため、人気者の雅弥に見せ場を作ってやろうという親切心ですよ！　これは雅弥にとっても美お味いしい話なんです！」

  「ですが、雅弥さん本人は望んでいないのでは……」

  　なかなか誘いに乗らない玉緒の肩に、杏子が馴なれ馴れしく腕を回す。

  「そう言わずにさぁ、話だけでも聞いてみようよ。答えは話を聞いた後でもいいでしょ？」

  「まあ、話を聞くだけなら……」

  　しぶしぶながら説得に応じる玉緒。杏子はこっそり親指を立てると、玉緒に聞こえないように顔を背けながら囁ささやいた。

  「玉緒って、基本的に友達の頼みを断れない性格なのよね～」

  　かくして亘は胸を張って自らの作戦を――加賀雅弥を脱落させるための共同作戦を説明する。それは、成功すれば雅弥が慌てふためくこと間違いなしの計略だった。

  「ふっふっふっ。加賀雅弥の天下も今日で終わりだ！　これからは俺の時代！　正月特番の主役は、この唐から木き亘様が手に入れてみせる！」

  　作戦の概要を語り終えた亘が、廊下の真ん中で自信たっぷりに拳こぶしを突き上げる。

  　……だが、自己陶酔に浸る彼は大切なことを見落としていた。

  　廊下に並ぶ個室のうち、扉の一つがわずかに開かれている。室内にいる何者かが、彼らの話を盗み聞きしている。その事実に、亘は気づいていなかった。
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  「お味み噌そのいい匂いがする～」

  　二階から下りてきた杏子が、味噌の香りにふらふらと吸い寄せられる。リビングに入った彼女は、テーブルに用意されている野菜たっぷりの鍋に目を奪われた。

  　鍋の傍かたわらには、お玉を持った里見が無愛想な顔で座っている。

  「冷蔵庫に野菜がたくさんあったから、鍋にした」

  「いいねいいね。やっぱり冬は鍋だよね。鍋パーティ、サイコー！」

  　杏子の歓喜の叫びが聞こえたのか、他の面々も続々とリビングに集まってくる。部屋に入った玉緒は、甲か斐い甲が斐いしく皿を並べる雅弥を見て優しく笑みを零こぼした。

  「里見さんにこき使われているようですね」

  「はい。里見先輩は口だけでなく人使いも荒い方です」

  「無駄口を叩たたくな」

  　里見がお玉で雅弥に指示を飛ばす。時刻は間もなく夜の八時。雅弥が台所とリビングを何往復もして、ようやく遅い夕食が幕を開けた。

  　――一時間後。

  「やっぱ大人数のときは鍋だよね～。満腹じゃ～」

  　食後。鍋を片付ける里見に、杏子がお腹をさすりながら労ねぎらいの言葉をかける。

  「あれ？　でも里見が読んでいた料理本に鍋の作り方なんて書いてあった？」

  「本に載っていた料理はどれも面倒で、愛情がないととても作れそうになかった。だから手間のかからない鍋料理にした」

  「え～。その言い方だと、まるで里見は私への愛情がないみたいじゃない」

  「みたいじゃなくて、ない」

  　パッパーパラパッパパパー！

  　杏子と里見の会話を遮さえぎるように、いきなりテレビからファンファーレが鳴り響いた。ラッパの音に驚いた杏子が「重賞？」とつぶやきながらテレビを見ると、いつの間に電源が入っていたのか、画面には白い文字で「ジャッジメントタイム」と表示されていた。

  『ぶるあ～！　我が輩は天の声であーる！』

  　機械で加工された声がテレビのスピーカーから流れ出る。声に驚いたのか、台所で洗い物をしていた雅弥がエプロン姿のままリビングに駆け込み、慌てて壁掛け時計を見上げた。

  「しまった。もう犯人を指名する時間になったのか」

  　リビングでは食事を終えた杏子、玉緒、真白、亘が席につき、鍋を持った里見が中腰の姿勢で硬直していた。これにエプロン姿の雅弥を加えた六名が、今回の犯人候補だが……。

  『審判の時は来た！　誰を犯人に指名するか、今ここで決断するのだ！』

  　いちいち大おお仰ぎような天の声のトーンに、雅弥は戸惑いながら一同を見渡す。

  「困りましたね。鍋をつつくのに夢中で誰を犯人に指名するか決めていませんでした。すぐに話し合いを……」

  「その必要はないっ！」

  　声を張り上げながら立ち上がったのは、短い手足を目一杯に動かして懸命に存在感をアピールする亘だった。

  「この場を借りて俺は提案する！　誰を犯人にするか、多数決で決めようじゃないか！」

  「多数決？　亘にしては珍しく真っ当な意見だな」

  「珍しくって言うな！　いいか、合図をしたら全員で『こいつが犯人だ』と思う相手を指さすんだ。一番多く指をさされた者を犯人として指名する。これぞ民主主義！」

  　椅い子すの上で立ち上がり、大おお袈げ裟さなアクションを交えながら多数決のルールを説く亘。反対意見がないことを確認して、調子に乗った亘は椅い子すの背もたれに片足をかけた。

  「指名された人間は、たとえ真犯人じゃなかったとしてもその場で脱落が決定する！　それが歌劇学園的ケードロのルール！　すなわち、みんなから『お前が犯人だ』と難癖をつけられた挙あげ句く、家からも追い出されて、ドラマの主役になる権利を失うってわけだ。惨めだよなあ！　無様だよなあ！　こんな仕打ち、屈辱以外の何者でもないよなあ！」

  「お前は何が言いたいんだ？」

  　椅子の上で高笑いする亘に、雅弥が冷めた声で問いかける。そんな雅弥の疑問に答えたのは、意外にも里見だった。

  「多数決で勝利するには事前の根回しが重要だ。特に、絶対に負けたくない相手がいる場合にはな」

  　遠回しに「すでに根回しがされている」と説明された雅弥は、驚きの表情で里見を見て、それから亘を睨にらみつけた。椅子の上の亘は勝者の余裕で悠然と雅弥を見下している。

  「ふっふっふっ。加賀雅弥の天下も今日で終わりだ。これからは俺の時代が始まるのさ！」

  「浅はかなことを。どうやら里見先輩を味方につけて調子に乗っているようだが、二人だけでは多数決に勝てない……」

  　亘に忠告しようとした雅弥が、何かに気づいてハッとする。見れば、杏子がニヤニヤと不敵な笑みを雅弥に向けていた。

  「まさか、杏子先輩まで懐かい柔じゆうしたのか」

  「あの……申し訳ありません」

  　遠慮気味に、玉緒がおずおずと手を上げる。これにはさしもの雅弥も動揺を隠し切れず、亘の高笑いはさらに勢いを増した。

  「どうだわかったか！　俺はすでに四人分の票を手に入れている！　六人中四人だ！　過半数だ！　もはやお前に勝ち目はない！」

  　勝利を目前にして亘が天高く拳こぶしを突き上げる。一通り感慨に耽ふけった後、亘は全員を見下ろしながら宣言した。

  「さあ、多数決を始めるぞ！　みんな！　こいつが犯人だと思うやつを指さして――」

  「待ってください」

  　亘が号令をかけようとした、そのとき。それまで黙って事態を見守っていた真白が、落ち着き払った声で多数決を中断させた。

  「一つだけ確認させてください。皆さんは『この人が犯人だ』と思う相手を指さすのですよね？」

  「その通りだ」

  　答えたのは、里見だった。真白が里見の顔を見つめ、里見は咄とつ嗟さに目を逸そらす。

  「だが、現状では誰が犯人なのかまったくわからないからな。手がかりのない状況では、誰が誰を指名しようとそれは各人の判断に任せ……」

  「では、この人が犯人だという確証があれば、皆さんはその人物を指名するのですね？」

  　自信に満ちた物言いで、真白が告げる。

  「皆さん、想像してみてください。もしも皆さんが犯人の立場だったら、多数決の前にどんな行動を起こしますか？」

  「多数決の前に？」

  　つぶやいた杏子が、大おお袈げ裟さな身振りで腕を組む。

  「そうだなあ……。まずは自分が犯人だと指名されないように、裏で根回しするかな？」

  「具体的にどのような根回しを？」

  「具体的に？　うーん。例えば自分以外の誰かが犯人として指名されるように、仲間を騙だまして票を操作す……る……」

  「そうです。自分の身を守るために、無実の人に罪をなすりつける。そうやって裏でこそこそ動いている人物こそ真犯人なのです！」

  　叫びながら、真白が亘の顔をびしっと指さす。椅い子すの上でポーズを取っていた亘は、皆の注目を浴びて見苦しくも慌てふためいた。

  「ちょ、ちょっと待て！　俺は犯人じゃない！」

  「犯人はみんなそう言います」

  「違う！　本当は俺が真犯人で、自分の身を守るためにわざと雅弥を犯人に仕立て上げたとか、そんな事実はこれっぽっちもない！　みんな信じてくれ！　俺は犯人じゃない！　犯人じゃないんだ！」

  「連呼されると余計に怪しく感じるなぁ」

  　冷ややかな目で、杏子が亘を睨にらみつける。その威圧的な瞳ひとみは「よくも私を騙してくれたね」と亘に無言の圧力をかけていた。

  　一転して針の筵むしろ状態に陥おちいった亘。そんな彼の前で、雅弥の眼鏡めがねのレンズがキラリと光った。

  「粗そ忽こつ者ものの亘に忠告してやろう。ムキになって否定しては逆効果だ。こういう場合、落ち着いて笑顔で説明すれば皆も話に耳を傾けてくれる」

  「笑顔か！　わかったぜ！」

  　雅弥のアドバイスを素直に受け入れて、亘は精一杯の作り笑いを浮かべた。ニ、ニタァ～。

  「へ、へへ。何言ってるんだよみんな。いやだなぁ、俺が犯人なわけないだろ。そもそも俺が犯人だなんて証拠があるのかよ。証拠があるんだったら見せて欲しいよなぁ。へ、へへへ」

  　状況証拠だけで犯人扱いするな、と亘は胡う散さん臭くさい笑顔で訴える。見かねた里見が、呆あきれ果てた声でつぶやいた。

  「見るからに、追い詰められて見苦しく開き直った犯人役だな」

  「え？」

  　言葉を失っている亘をよそに、雅弥は低音のよく通る声で宣言する。

  「それでは多数決を始めましょう。皆さん、犯人だと思う人物を指さしてください。せーの！」

  　号令一下、亘以外の五名が一斉に、最も疑わしい人物を指さした。全員に指をさされてだらだらと冷や汗を流す亘を眺めながら、雅弥は粛しゆく々しゆくと結果を報告する。

  「決定した。満場一致で、俺たちは唐木亘を犯人として指名する」

  『承知！』

  　待ち構えていた天の声が、意気込んで返答する。

  　即座にテレビの画像が切り替わり、臨場感を掻かき立てるドラムロールの音がスピーカーから鳴り響いた。やがて画面一杯に映し出されたのは……「ハズレ」という巨大文字。

  『残念！　唐木亘は犯人ではない！　したがってゲームは続行！　唐木亘は今日をもって脱落であーる！』

  「うわあああああん!!」

  　涙ながらにリビングを飛び出す、敗者・唐木亘であった。

  　どうにか危機を乗り切った雅弥が、憐あわれみの目で敗者を見送る。

  「他人を陥おとしいれようとして自分が疑われるとは、どこまでも不運な男だ」

  「単に自滅したようにも見えたけどね～」

  　杏子が率直な意見を述べる。どうにか首の皮一枚で生き残った雅弥は、すぐさま今回の功労者である真白に頭を下げた。

  「ありがとう、真白。君のおかげで俺は命拾いしたようだ」

  「気にしないでください。別に雅弥さんのためにやったわけではありませんから」

  　澄み切った青空のように晴れ晴れとした笑顔で、真白は清らかに答える。

  「ただちょっと、カメラの見ている前で私の服をひん剥むいてその指で執しつ拗ような身体検査を行った唐木亘先輩を、地獄へ叩たたき落としたくなっただけですから」

  　にっこり。爽さわやかな笑顔で復ふく讐しゆうを口にする真白。雅弥はしばし言葉を失った後、助けを求めるように玉緒へと目線を送った。真白とは幼おさな馴染なじみの間柄である玉緒が、穏やかに微ほほ笑えみを返す。

  「真白はむかしから、可愛かわいい悪いた戯ずらをしては皆を楽しませる子供でしたから」

  　杏子が小声で「可愛くない可愛くない」とつぶやくが、玉緒と真白はニコニコと微笑ほほえむばかりで否定も肯定もしなかった。

  

  　天の声が、テレビから鳴り響く。

  『二年Ａ組出席番号四番、策士・唐木亘。策に溺おぼれて初しよっ端ぱなに脱落、であーる』
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  二日目の夜と三日目　～受難の五人～

  

  ○隠しカメラ【洗面所】

  

  　唐から木き亘わたるが泣きながら家を追い出された夜。

  　明かりの消えた洗面所に何者かが現れた。その人物は鼻歌を歌いながら、手探りで洗面所の電気を点つける。間もなく白熱電球のオレンジがかった光が、洗面所の人影を――私服姿の真ま白しろを照らし出した。

  「お洗濯♪　お洗濯♪」

  　上機嫌の真白が、洗濯物の入った籠かごを両手で運ぶ。どうやら真白は、洗面所にある洗濯機で服を洗濯するつもりらしい。洗面台の鏡の前を通り過ぎた真白は、迷うことなく洗濯機の蓋ふたを開けた。

  「うん？」

  　洗濯機に衣類を放り込もうとした真白が、何かに気づいて動きを止める。籠を床に下ろすと、真白は身を乗り出して洗濯機の水槽を覗のぞき込んだ。

  「誰かの洗濯物でしょうか？」

  　洗濯機に手を突っ込んだ真白が、水槽に残っていた洗濯物を持ち上げる。どうやら真白は、洗い残しの衣類をまじまじと観察しているようだ。

  「！」

  　何かに気づいた真白が、慌てて持っていた洗濯物を水槽に戻した。そのまましばし硬直した後、真白は恐る恐る洗濯機を覗き込む。

  「あわわわっ」

  　慌てて顔を引っ込めた真白は、うろたえたように洗濯機の前を右往左往し始めた。

  「と、とにかく本人に知らせないと」

  　慌てて洗面所を飛び出す真白。誰もいなくなった洗面所には、蓋の開いた洗濯機と、持ち主のいなくなった洗濯籠だけが取り残された。
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  　食事当番の里さと見みが台所の後片付けを終えたとき、リビングでは玉たま緒おがマッサージチェアで恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

  「これは極楽ですね～♥」

  　絶妙な力加減で肩と腰を揉もみしだかれて夢見心地の玉緒。台所からリビングへと戻った里見は、幸福感に満たされた友人の姿を発見して仏ぶつ頂ちよう面づらのままつぶやいた。

  「玉緒が杏きよう子こに毒されていく……」

  　ちなみにマッサージチェアを勝手に持ち込んだ張本人の水み無な月づき杏子は、食事を終えるなり、さっさと二階の自室にひきこもっていた。癒いやされている玉緒に呆あきれながら、里見も自室にひきこもろうと出口に向かいかける。

  　里見は歩きながら、出口付近にあるコルクボードと、ボードの前に佇たたずむ雅まさ弥やの姿を目に留めた。ボードには今日までに届いた二枚のヒントカードが貼はり出されている。

  「……」

  　ボードを一いち瞥べつした里見が、無言でその場を素通りしようとする。だが、雅弥が胸ポケットから赤いサインペンを取り出したことで、里見は思わず足を止めてしまった。

  　コルクボードの横にある窓には家の間取り図が貼り出されている。雅弥はそこに赤ペンで何やら書き込んでいた。間取り図に記入された赤い×印を見て、里見は眉まゆ根ねを寄せる。

  「何をしている」

  「はい。隠しカメラを幾つか発見したので、仕掛けられていた場所を間取り図に書き込んでいました」

  　里見の接近に気づいていたのか、雅弥は突然の質問にも冷静さを崩さない。落ち着いた声で雅弥が説明した通り、窓に貼られた間取り図には、一階廊下、二階廊下、玄関の三か所に×印が記入されていた。どうやら雅弥は、この三か所で隠しカメラを発見したらしい。

  「隠しカメラの在あり処かを調べてどうするつもりだ」

  「単純に気分の問題です。四六時中監視されていると思うと息が詰まりますから。せめて隠しカメラの場所がわかれば、多少は気楽に生活できるのではと思いまして」

  　住人たちが生活しやすくなるように、隠しカメラの所在を書き加えていた雅弥。だが、説明を聞いた里見は目つきも悪く間取り図を睨にらみつける。

  「昨日聞いた天の声の話では、カメラは全部で八台あると言っていた。なのに見つけたのは三か所だけか？　この程度で安心とは片腹痛いな」

  「……ごもっともです」

  　難癖をつけられた雅弥が、神妙な顔で頷うなずく。里見は雅弥の持っているサインペンを奪い取ると、仏頂面のまま台所に×印を書き込んだ。

  「隠しカメラを見つけたら印をつけておくよう、皆に周しゆう知ち徹てつ底ていしておけ。一人では無理でも全員が力を合わせれば――」

  　高飛車な態度で命令しながら雅弥の胸ポケットにサインペンをねじ込んだ里見は……。彼が自分を見ていることに気づいて不機嫌そうに顔を顰しかめた。

  「何だ。私に言いたいことがあるなら言ってみろ」

  　喧けん嘩かを売るような里見の態度に、雅弥はあくまでも冷静に言い返す。

  「里見先輩は口が悪いですが、心根は優しい方なのですね。杏子先輩のために料理当番を代わってあげたり、真白のために本気で怒ったり、今だって……」

  「お世辞を言って私に取り入ろうという魂胆か」

  　不機嫌さを隠そうともしない里見が、ぎすぎすとした物言いで強引に口を挟む。

  「この際だ、はっきり言っておく。私はお前と馴なれ合うつもりはない。お前は私の敵だ」

  　明確な敵対宣言に、雅弥が何か答えようとした……そのとき。何者かが血相を変えてリビングに駆け込んできた。

  「あのっ、すみません！」

  　雅弥が振り返ると、頬ほおを桜色に染めた真白がリビングの入り口に立っていた。

  「どうした真白。何かあったのか？」

  　声をかけられた真白は「ええと」と不自然に言葉を濁らせてから、急いで室内を見回して……マッサージチェアで恍こう惚こつの表情を浮かべている玉緒を発見した。

  「お姉さま！」

  「はい？　どうしたのですか、そんなに慌てて」

  　真白から「お姉さま」と呼ばれている玉緒が、肩かた揉もみのスイッチを切りながら返事をする。マッサージチェアに駆け寄った真白は、あたふたしながら事情を語り始めた。

  「あ、あの、洗濯機の中にお姉さまの洗濯物が残っていたので。それで、私も洗濯をしたいので取り出していただけないかと」

  「まあ、それは失礼しました、すぐに取り出しますね」

  　穏やかな物腰で応じると、玉緒はすぐに席を立った。

  「それにしても、よく私の洗濯物だとわかりましたね」

  「それはその、中を見たら女物だったので……」

  「ですが、杏子さんや里見さんの物かもしれないでしょう？」

  「そ、それは、あの二人よりもサイズが大きかったので……」

  　答えながら、真白はお姉さまと慕したう女性の胸元をちらりと見た。視線に気づいた玉緒は、得心したように笑顔で頷うなずく。

  「なるほど、真白はブラジャーを見つけたのですね。それで胸のサイズから私の物だと判断したわけですか。まあ、いやらしい子♪」

  　玉緒から茶目っ気たっぷりに額を小突かれて、真白は「あわあわあわ」と慌てふためく。見ていて気の毒になったのか、顔を真っ赤にする真白のために雅弥が横から助け舟を出した。

  「会長。早く洗濯物を取り出した方がよくありませんか？」

  「そうですね。いつまでもブラジャーを入れっぱなしにはできませんね」

  「ブラジャー」と連呼しながら、玉緒はほんわかとした雰囲気を纏まといつつリビングを後にする。途端にどっと疲れが出たのか、真白は倒れ込むような勢いでマッサージチェアにもたれかかった。

  　一連のやり取りを眺めていた里見は、気苦労の絶えない真白に「お疲れ様」と同情的な言葉をかけてリビングを去ろうとする。が、

  「やっほ～ん！　里見いる～？」

  　……いきなり現れた杏子に出口を塞ふさがれた。

  　リビングに現れた杏子は、手に洗面器と着替えを持ち、頭に折り畳んだタオルを乗せていた。見るからに入浴する気まんまんだ。

  「あ、いたいた。ねえ、里見。一緒にお風呂入らない？」

  「嫌だ」

  「即答かよ。いいじゃん、一緒に入ろうよ。二人で体の洗いっこしようよ」

  「死んでもお断りだ」

  「し、死んでも……。いいも～ん。玉緒を誘うも～ん」

  　バストサイズが一番大きい美少女との入浴を声高に表明する杏子。どんな入浴シーンを妄想しているかは不明だが、杏子のニヤけた顔つきと、手の指をくねくねもみもみと動かす様からは、極大のいかがわしさしか感じられない。

  「杏子。貴様……揉もむつもりだな」

  「当然でしょ！　乳は揉まれるためにあるのよっ！」

  「乳って言うな」

  「美少女と一緒にお風呂に入はいれて、しかも柔肌が触り放題なんて！　ほんと、女に生まれて良かったと思うよ！」

  　男が言ったらそれだけで逮捕されそうな発言を、嬉き々きとして語る水無月〝可愛かわいい女の子大好き〟杏子。と、そこで彼女は、疲れ果てた顔でマッサージチェアによりかかる真白を発見した。杏子のニヤけ顔がいかがわしさから悪いた戯ずらっ子のそれへと変へん貌ぼうする。

  「ねーねー真白」

  「は、はい。何ですか？」

  「私はこれから玉緒とお風呂に入るけど、真白も一緒に入る？」

  「は!?　い、いえ、あの、私は、その」

  「あははは。冗談だよ。真っ赤になっちゃって、かーわいい！」

  　純情な反応を返す真白に手を振って、杏子はリビングを後にする。からかわれたと悟った真白は、ずるずるとマッサージチェアに崩れ落ちた。

  「お風呂……」

  　つぶやきながら、真白の視線は自然と里見に向けられた。今朝、脱衣所で風呂上がりの里見とばったり出くわした真白が、じっと彼女の体を見つめている。

  「……何？」

  　顔を上げた里見と目が合って、途端に真白は耳まで真っ赤になった。

  　マッサージチェアの上で身み悶もだえする真白を眺めながら、雅弥は呆あきれ気味に息を吐くと、窓ガラスに貼はられた間取り図へと視線を戻す。

  「どこで撮影されているかわからないというのに、この家に集まった人たちはどうしてこんなに自由すぎるのか」

  　雅弥の独り言に里見は一瞬反応する素振りを見せた後、結局何も言わずにリビングを出て行った。

  

  　杏子と玉緒が風呂場に消え、里見と雅弥が二階の自室にひきこもった後。

  　洗濯が終わるまでリビングで時間を潰つぶすつもりなのか。一人残った真白はフカフカのソファに腰を埋うずめて、台所で発見したサラダ煎せん餅べいを頬ほお張ばりながら、テレビのバラエティ番組をのんびりと視聴していた。

  　そうやって真白が、テレビから聞こえてくる中年女性のわざとらしい笑い声を聞き流していると、

  「いや～、いいお湯だったわ～」

  　風呂上がりの杏子がリビングに現れた。――バスタオル一枚の格好で。

  　白いバスタオルを体に巻いただけの杏子は、胸のふくらみから上と太ふと腿もものふくらみから下を惜しげもなく外気に晒さらしていた。湯上がりの肌は桜色に上気しており、長い黒髪が湿り気を帯びたまま左右に揺れている。真白の視線を感じたのか、杏子は胸の谷間に指を入れると無造作にバスタオルの位置を直した。
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  「喉のど渇いちゃった。ねえ、飲み物ある？」

  　固まっている真白に声をかけながら、バスタオル姿の杏子が裸足はだしのまま台所へと移動する。サラダ煎せん餅べいを口に咥くわえたままの真白は、唖あ然ぜんとしながらも、しっかりと杏子の後ろ姿を目で追いかけていた。

  　バスタオル一枚の格好で、杏子は前まえ屈かがみになって冷蔵庫の中を覗のぞき込む。

  「おっ、牛乳があるじゃない。やっぱり風呂上がりは牛乳だよね」

  　杏子は食器棚からコップを出すと、牛乳パックから白い液体をなみなみと注ぎ始めた。そのまま腰に手を当て、ごくごくと喉を鳴らしながら流し込む。桜色の頬ほおが膨らみ、音にあわせて喉が前後に脈動する。

  　湯上がりの杏子の喉の動きに見とれていた真白は、バリッと音を立てて煎餅を噛かみ砕いた。

  「……って、き、杏子先輩！　そんな格好でうろつかないでください！」

  「あれあれ～？　ひょっとして照れてるの？」

  　顔を真っ赤にした真白に、杏子は含み笑いを浮かべながら歩み寄る。歌劇学園でも指折りのスタイルの良さを誇る杏子がバスタオル一枚で迫って来て、真白は大慌てて目を逸そらした。

  「照れているとか、そういう問題ではありません。杏子先輩はとてもお綺き麗れいなのですから、そういうはしたない行為は控えてください」

  「ま。綺麗だなんて嬉うれしいこと言ってくれるじゃない。そんないい子には、ご褒ほう美びをあげないとね」

  　石せつ鹸けんの香りを感じた真白が恐る恐る目線を上げると、間近に迫っていた杏子が人さし指を胸の谷間に差し入れていた。バスタオルの結び目を指でつまんで、杏子は――。

  「ねえ。バスタオルの下、見たい？」

  「ひゃ？」

  　真白の声が裏返る。見ていて可哀かわい相そうに思えるくらい真白がしどろもどろになっていると、杏子は妖よう艶えんに微笑ほほえみながら、するすると衣きぬ擦ずれの音を立ててバスタオルを左右に広げた。

  「じゃーん」

  　杏子自身の手でバスタオルが外はずされる。真白は咄とつ嗟さに両手で顔を覆うが、これが悲しい性さがなのか、指の隙すき間まからしっかりと杏子の肢体を覗のぞき見ていた。

  　真白が目撃した杏子の肢体は……チューブトップのシャツとショートパンツを着用していた。早い話が、杏子は最初からバスタオルの下に服を着込んでいた。

  　バスタオルを左右に広げたまま、杏子は「ぷっ」と噴き出す。

  「真っ赤になっちゃって、真白は可愛かわいいなぁ！」

  「そ、そ、そういう冗談はやめてください！」

  　興奮しているのか、はたまた怯おびえているのか。唇を震わせながら真白が言い返す。しかし真白がムキになればなるほど、杏子は輪をかけてつけ上がった。

  「みんなから色気がないって言われる私だけど、まんざら捨てたものでもないねぇ。私って罪作りなオ・ン・ナ。うひゃひゃひゃ」

  「私で遊ばないでください！」

  「いいじゃない、役得だと思って喜んでおけば。それに視聴者サービスにもなったでしょ？」

  　どうやら杏子は日常生活が隠し撮りされていることを自覚して、番組を見ている視聴者にサービスのつもりで行動していたらしい。そんなくだらない理由でからかわれたとわかって、真白は今にも泣き出しそうだ。

  「真白はほんとに可愛かわいいね～」

  　再びバスタオルで体を隠した杏子が、楽しそうに真白の頭を撫なで回す。かたや真白は半泣きのまま、サラダ煎せん餅べいをばりぼりと噛かみ砕いていた。

  　そこへ、タイミングがいいのか悪いのか、二階にいた雅弥が階段を下りてきた。リビングに足を踏み入れた雅弥は、バスタオル一枚の杏子が真白の頭を撫で回す様を目撃する。

  「はしたないですよ。そんな格好でうろつくのはやめてください」

  　黒縁眼鏡めがねを指で押し上げながら、雅弥が露出狂の先輩を窘たしなめる。だが当の杏子は反省するどころか、邪悪な笑みを浮かべて、過剰なまでに腰をくねらせながら雅弥ににじり寄った。

  「あら、私がどんな格好をしようが雅弥には関係ないでしょ。それとも、雅弥もバスタオルの下を見たいのかな？　そうねぇ、雅弥にだったら見せてあげても――」

  「どうせ下に服を着込んでいるのでしょう？　くだらない悪いた戯ずらをしている暇があるなら部屋に戻って宿題でもしてはいかがですか」

  「面白くなーい！　なんで下に服を着てるってわかるのよ。少しは動揺しろ！」

  「杏子先輩が風呂場に向かうとき、手に着替えを持っていましたから。着替えを持っている人がバスタオル一枚でうろつくはずがない。少し考えればわかることです。そんなくだらない悪戯に引っかかる愚か者は、この家には一人もいませんよ」

  　真白が煎餅を咥くわえたまま固まっていることに、雅弥は気づかない。

  　杏子は「つまんない雅弥つまんない」と連呼しながらリビングを出て行った。バスタオル姿で階段を上る杏子を下から見送って、雅弥は大きなため息を吐き出す。

  「まったく、杏子先輩の悪戯好きにも困ったものだ。真白もそう思わないか？」

  「え？　あ、はい。そうですね」

  　なぜか耳まで真っ赤にしながら相あい槌づちを打つ真白。即座に事情を悟ったのか、雅弥は頭を抱えるように片手でこめかみを押さえた。

  　アクシデント続きの真白へ、雅弥は同情心に満ちた声を絞り出す。

  「真実になかなか気づかない鈍感な人と、マイペースすぎて自分の行為に無自覚な人と、わかっていてあえてからかう人と……。いったいどれが一番タチが悪いのかな」

  　雅弥のつぶやきに、困惑気味の真白は苦笑いを返すことしかできなかった。

  

  「おっはよ～」

  　翌朝。全員がリビングで朝食を食べる中、最後に起きてきたのは案の定、杏子だった。

  「朝の占いは終わりましたよ」

  　朝食を食べながら、雅弥がテレビを示す。テレビではすでに、八時から放送されている朝の情報番組が始まっていた。

  　とうに朝食を食べ終えている里見が、膝ひざの上に鞄かばんを乗せたまま杏子を睨にらみつける。

  「今から食べていたら完全に遅刻だ。杏子は朝食を抜くべきじゃないか？」

  「大丈夫、大丈夫。遅刻したって死ぬわけじゃないんだから」

  　遅刻はしても朝食は抜かない主義らしい。平然と席につく杏子を見て説得するだけ無駄だと悟ったのか、里見は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま立ち上がった。

  「あれ？　里見はもう出るの？　そんなに急がなくても……」

  「私は八時十分のバスに乗ると決めている。もう出ないとバスに乗り遅れる」

  　新しい家に住み始めて二日目で、すでに朝のスケジュールが完成されているらしい。規則正しい毎日を心がける里見は、取り付く島もないまま足早にリビングを出て行った。

  「あの几き帳ちよう面めんさは異常だわ」

  　里見の姿が見えなくなると、杏子は呆あきれ顔で悪態をついた。

  　だが、食事を始めるなり杏子の機嫌はあっという間に回復する。なぜなら、本日の食事当番は誰もが料理上手だと認める玉たま緒おだったから。炊き立ての白いご飯とアサリの味み噌そ汁しる、そこへ色とりどりの小鉢が並べられるに至って、杏子の瞳ひとみは歓喜に輝く。

  「やっぱり同居するなら料理上手な美少女だよね！」

  　訳のわからない感想を述べながら、杏子は「いただきます」と元気よく手を合わせた。

  「もぐもぐ……それにしても……もぐもぐ……里見って……もぐもぐ……協調性に欠けると……もぐもぐ……思わない？」

  「食べるか喋しやべるか、どちらかにしてください」

  　雅弥からお約束の注意を受けて、杏子はテーブルの小鉢を引き寄せていた箸はし先さきを止め（寄せ箸）、味噌汁の露つゆが滴したたる箸を（涙箸）、お椀の上に橋をかけるような形で無造作に置いた（渡し箸）。ちなみにすべて典型的なマナー違反である。

  「里見って頭はいいんだけど、いまいちとっつき難いところがあるんだよね。もっと協調性を養うべきだと思わない？」

  「杏子先輩も協調性があるとは言い難いと思いますが」

  「私は協調性抜群だよ。ね、玉緒もそう思うよね？」

  「はい。杏子さんはクラスのムードメーカー的存在です」

  「トラブルメーカーの間違いじゃ……」

  　真白が小声で何事か囁ささやいている。その声が聞こえていないのか、あるいは聞こえていてわざと無視しているのか、杏子はあっさりと話題を切り替えた。

  「それにしても里見の几き帳ちよう面めんさは何とかならないかな？　バスを一台遅らせたぐらいで遅刻なんかしないっての。もっとみんなと親しん睦ぼくを深めることに時間を使えばいいのに」

  「ひょっとすると里見先輩は、杏子先輩と顔を合わせたくないのでは？　だから早めに家を出ているとか」

  「失敬な！　私はこんなに里見のことが大好きなのに！　里見はいつも綺き麗れいにノートを取ってるし、テスト問題の予想もよく当たるんだよ。試験期間が近づくと、いつも里見と協力してテストを乗り切るんだから！」

  「協力というのはお互いが力を出し合うことを言います。杏子先輩の場合、里見先輩に寄生していると言うべき……」

  　雅弥が失礼千万な台詞せりふを言いかけたところで、食事をしていた玉緒が朗らかに口を挟んだ。

  「ですが、『嫌いな人と一緒にいたくないから』という推測は当たっているかもしれませんね」

  　その場にいた雅弥、杏子、真白の三人が、一斉に玉緒の顔を見つめる。無意識に言葉に出ていたのか、注目された玉緒は慌てて自分の失言を言い繕つくろった。

  「あくまで一般論の話ですよ。誰だって好きな人とは一秒でも長く一緒にいたいと思うでしょう？　逆に、嫌いな人とは一秒でも早く離れたいと思うものです」

  　玉緒が自分の発言を補足する。説明を受けた雅弥は、胸に湧わいた疑問をそのまま口に出していた。

  「ひょっとして、里見先輩が嫌いな相手とは俺のことでは……」

  「わっ！」

  　雅弥の言葉を遮さえぎるように、真白がいきなり素すっ頓とん狂きような声を上げた。真白がテーブルの端を指さした先には、一通の封筒が置かれていた。

  「いつの間に」

  　つぶやきながら雅弥が封筒を手に取る。裏返すと、差出人の欄に独特の字体で『歌劇学園的ケードロ実行委員会』と印字されていた。用意しておいたペーパーナイフで封を開けると、中から出てきたのは……一枚のヒントカード。

  

  　　隠しカメラは「玄関」

  　　「一階廊下」「ベランダ」

  　　「台所」「洗面所」「階段」

  　　「二階廊下」に、それぞれ

  　　一台ずつ設置してある。

  

  「どうやら今度のヒントは、隠しカメラが仕掛けてある場所を教えているようですね」

  　カードの文章を全員に見せながら、雅弥は窓ガラスに貼はられた家の間取り図に注目する。間取り図には、一階廊下、二階廊下、玄関、台所の四か所に赤い×印が記入されていた。

  「ですが、私たちに隠しカメラの場所を教えて何の意味があるのでしょうか？」

  　玉緒が疑問を口にするが、その問いかけに答えられる者はいなかった。差出人の意図がわからないまま、それでも雅弥はカードを持って立ち上がる。

  「今までのヒントが犯人の手がかりを示していたように、このヒントにも犯人を特定する手がかりが隠されているはずです」

  　コルクボードに歩み寄った雅弥は、三枚目のヒントをボードに貼はり付けた。壁掛け時計を見上げた雅弥が、落ち着いた声で皆に告げる。

  「学校が終わったら、全員で隠しカメラを探しましょう。隠しカメラを調べれば、犯人の手がかりが掴つかめるかもしれない」

  

  　たちまち日が暮れて、時刻は間もなく午後の四時。

  　雅弥は薄暗いリビングで赤いサインペンを弄いじりながら、窓辺の間取り図を睨にらみつけていた。リビングには雅弥以外、人影は見当たらない。

  「ただいま～」

  　玄関から陽気な声が聞こえてきた。すぐに、ボストンバッグを小こ脇わきに抱えた杏子がひょっこりとリビングに顔を覗のぞかせる。

  「おかえりなさい、杏子先輩。遅かったですね」

  「ごめんごめん。着替えを取りに一度アパートに寄ったから」

  　ボストンバッグを叩たたきながら、杏子は照明のスイッチに手を伸ばす。たちまちリビングが明るくなって、雅弥は眼鏡めがねの奥で眩まぶしさに目を細めた。

  　杏子が「よっこいしょういち」と言いながら部屋の隅に荷物を下ろす。雅弥はパンパンに膨らんだボストンバッグを眺めがら、持っていたサインペンを胸ポケットにしまった。

  「随分と大荷物ですね。いったい何日分の着替えを持ってきたのですか」

  「全部で三日分だよ。一日に一人ずつ脱落するから、今日を除けばあと三日で決着がつく計算でしょ？」

  「最終日まで生き残る気まんまんですね」

  「当然。私は一日でも長くここでの生活を続けるつもりだよ」

  　自信たっぷりに胸を反そらしながら、杏子は雅弥が見ていた間取り図に目を向ける。窓ガラスに貼られた間取り図には、新たな赤い×印が書き加えられていた。

  「それで、隠しカメラは全部見つかったの？」

  「あと見つかっていないのは洗面所だけです」

  　答えながら、雅弥はコルクボードに視線を移す。ボードには今朝届いたばかりのヒントが貼られており、そこには玄関、一階廊下、ベランダ、台所、洗面所、階段、二階廊下に隠しカメラが仕掛けられていると記されていた。

  「今、真白と里見先輩の二人が洗面所を調査しています」

  「玉緒は？」

  「会長は用事があるとかで、今日は帰宅が遅れるそうです」

  「了解。私も着替えたら洗面所の調査に合流するよ」

  　答えながら、杏子は床に置いた荷物を「よっこいしょういち」と持ち上げる。どうやら荷物を二階の自室へ運ぶつもりらしい。

  「重そうですね。荷物は俺が運びましょうか？」

  「あー、いいよいいよ。それより雅弥は洗面所に行って里見を手伝ってあげて」

  　杏子から愛想よく指示されて、雅弥は言われるまま洗面所チームの手伝いに向かうことにした。

  　杏子を一人リビングに残して、部屋を出て、一階の廊下を進んで、洗面所の前に差し掛かったところで……雅弥の耳に「コツ、コツ」という硬質的な音が聞こえてきた。

  「何の音だ？」

  　つぶやきながら、雅弥が洗面所を覗のぞき込む。そこには洗面台の鏡にこめかみを押し付けて、ボールペンの先でコツコツと鏡面を叩たたいている里見の姿があった。

  「……何をしているのですか？」

  　鏡に頬ほお擦ずりしている里見へ、雅弥が冷静に声をかける。

  　コツ。

  　ボールペンの先を鏡に押し付けた里見が、無表情のまま雅弥を手招きする。洗面台に歩み寄る雅弥へ、里見はただ一言、

  「ボールペンの先端を見ろ」

  　とだけつぶやいた。

  　鏡に顔を近づけた雅弥が、押し付けられたボールペンの先端を観察する。鏡に頬擦りしている体勢の二人が、ボールペンを挟んで見つめ合う。

  「気づいたことを言ってみろ」

  「鏡にボールペンが映っています」

  「そうだな。それから？」

  「手に持っているボールペンの先と、鏡に映っているボールペンの先がピタリとくっついています」

  「それで？」

  「……」

  　言葉に詰まった雅弥は、目の前にある里見の顔をまじまじと見つめた。雅弥の視線に気づいていないのか、里見はペン先を凝視したまま質問を繰り返す。

  「どうした。他に気づいたことはないのか？」

  「……そうですね。間近で見ると、里見先輩の肌はとても綺き麗れいです」

  　どすっ。

  　雅弥の眉み間けんにボールペンが突き刺さった。

  　洗面所の床に、眉間を押さえた雅弥がうずくまる。里見が怒りの眼まな差ざしで、うずくまる二枚目の後頭部を見下ろす。そこへ、真白がばたばたと足音を響かせながら駆け込んできた。

  「里見先輩、言われた物を持ってきまし……何かあったんですか？」

  　しゃがみこむ雅弥と見下ろす里見を見て、真白が不思議そうに首を傾かしげる。真白の疑問に答えたのは、無表情のまま目に怒りの炎を燃え上がらせている里見だった。

  「この男にセクハラされたので報復した」

  「セクハラ？　はぁ、雅弥先輩も男だったということですか」

  「ち、ちが……」

  「それより真白。例の物は？」

  　わざととしか思えないタイミングで雅弥の弁明を遮さえぎる里見。雅弥が額を押さえながら顔を上げたとき、里見は真白から大きめの手鏡を受け取っていた。

  「私がいつもメイクするときに使っている鏡です。これで良かったですか？」

  「十分だ」

  　仏ぶつ頂ちよう面づらで答えながら、里見は持っていたボールペンの先端を手鏡の鏡面に押し付ける。

  「真白。鏡を見て気づいたことを言ってみろ」

  「気づいたことですか？　鏡にボールペンが映っていますが」

  「そうだな。それから？」

  「あとは……」

  　言葉に詰まる真白を見て、雅弥は額を押さえたまま手鏡を覗のぞき込む。

  「手に持っているボールペンと鏡に映るボールペンの間に、僅わずかに空間があります」

  　雅弥が指摘した通り、鏡に押し付けたボールペンの先端と、鏡に映るボールペンの先端はほんの少し離れた状態で静止していた。しっかりと鏡面にボールペンを押し付けているのに、なぜ実物と鏡像の間に隙すき間まが生じるのか。里見は淡々と説明する。

  「通常、鏡の表面には透明な薄いガラス板が貼はられている。そのため鏡にボールペンを押し当てても、ガラス板に邪魔されてペン先は鏡面に接しない。どうしてもガラス板の厚さの分だけ鏡面との間に隙間が生じてしまうんだ」

  「しかし、先ほど洗面台の鏡に触れたときは隙間なくくっついて……」

  　雅弥の言葉に頷うなずいた里見が、再びボールペンの先端を洗面台の鏡に押し付ける。今度は間に空間が生じることもなく、実物のペンと鏡に映ったペンの先端が隙間なく密着した。それは、鏡の表面に薄いガラス板が貼られていないことを意味していた。

  「ある種類の鏡は、『ガラス板の表面に薄い反射材を貼はり付ける』という特殊な作り方がされている。その場合、表面に邪魔なガラス板がないので、このような鏡の映り方になる」

  「ある種類の鏡？」

  「……マジックミラーだ」

  　里見が拳こぶしでコンコンと鏡を叩たたく。結論を聞いた真白の顔が、目に見えて青ざめた。

  「つまり里見先輩が言いたいのは、洗面台の鏡はマジックミラーで、鏡の裏側に隠しカメラが仕掛けてあるということですか？」

  「そうだ」

  　里見の答えを聞いて真白は絶句する。だが真白の過剰な反応にも気づかないのか、里見はボールペンを持ったまま淡々と解説を続けた。

  「マジックミラーを見分ける方法は他にもある。たとえば、暗い部屋で携帯電話の画面を鏡に近づけてみるといい。『鏡』と『表面に貼られたガラス板』の両方が光を反射するから、携帯の画面が二重に映って見えるはずだ。これがマジックミラーなら、表面にガラス板が貼られていないので画像が重なって見えることはない」

  　里見の説明を聞いていた雅弥が「ほう」と感嘆の声を上げる。その声が気に触ったのか、里見は目つきも悪く雅弥を睨にらみつけた。

  「何だ。文句があるなら言ってみろ」

  「いえ、さすがはミス研の会長だと感心していたのです。普段は口数の少ない里見先輩も、推理を披露するときは饒じよう舌ぜつになるのですね。感服しました」

  「それは喧けん嘩かを売ってるのか？」

  「褒ほめているつもりですが」

  　雅弥に感心された里見は、ことさら不機嫌そうに「ふん」と鼻を鳴らした。

  「お前に褒められる謂いわれはない。どんな謎なぞにも全力で挑む。こと推理に関しては妥協などしない。それは私にとって当然の行為だ」

  「なるほど。里見先輩にとって推理とは、己のプライドを賭かけた真剣勝負なのですね。実にミス研の会長らしい、素晴らしい姿勢です」

  「それは喧嘩を売ってるのか？」

  「褒めているつもりですが」

  　雅弥の褒め言葉がどうしても嫌味に聞こえるらしい里見は、憮ぶ然ぜんとした表情のまま彼から目を離した。そうして里見は、床に手をついてがっくりとうな垂れている真白を発見する。

  「どうした。何を落ち込んでる」

  「いえ、マジックミラーだったことがあまりにショックで……」

  「ショック？　なぜだ？」

  「だって鏡の裏にカメラが仕掛けられていたんですよ？　私は毎朝、あの鏡の前でメイクをしていたんです。全国の視聴者に化粧中の顔を見られていたかと思うと死にたくなります」

  　真白が悲痛な思いを訴える。傍かたわらで話を聞いていた雅弥は、真白に同情するように重々しく頷うなずいた。

  「確かに、真白はメイクや身だしなみでいろいろと誤ご魔ま化かしている部分があるからな。すっぴんの、それも寝起きの顔など見られたら、ファンは幻滅しかねな……」

  　どすっ。

  　雅弥の眉み間けんにボールペンが突き刺さった。

  　額を押さえてうずくまる雅弥を、里見は指先でくるくるとボールペンを回しながら冷ややかに見下ろす。

  「このうつけ者が。口を慎め。真白の乙おと女め心ごころがお前にはわからんのか」

  「ま、真白は乙女では……」

  「黙れ。殺すぞ。まったく、どうしてこんなデリカシーのない男が私と……」

  「やっほ～！　隠しカメラはもう見つかったかにゃ？」

  　里見が何事か言いかけたところで、遅れてきた杏子がひょっこりと姿を現した。能天気な人物の登場に里見は言葉を失い、代わって雅弥が額を押さえながら質問に答える。

  「ええ、最後の隠しカメラを見つけました」

  「てことは、ヒントに書いてあった全部の場所から隠しカメラが見つかったわけだね」

  　そう言って、杏子はふっと表情を曇らせる。

  「んーと、それでだねぇ。さっきリビングで、こんな物を見つけちゃったんだけど」

  　モゴモゴと言いづらそうに唇を動かしながら、杏子は後ろ手に隠していた物を差し出す。杏子が手にしていたのは……。

  　新たな情報が記された、四枚目のヒントカードだった。

  

  　遅めの夕食を終えた後。リビングに集まった五人は、テーブルを囲む形で椅い子すに座った。

  　沈黙の中、時計の針の音だけが虚むなしく響く。時刻は間もなく午後九時を迎えようとしていた。

  　椅子の背もたれに寄りかかった杏子が、仰のけ反るようにして後方を眺める。視線の先にあるコルクボードには、これまでに届いた四枚のヒントカードが貼はり出されていた。

  　一枚目のヒントは、参加者六名の中に犯人がいることを示している。

  　二枚目のヒントは、犯人が証拠となる紙を持っていることを示している。

  　三枚目のヒントは、家に仕掛けられた隠しカメラの存在を示している。

  　そして新たに届いた四枚目のヒントには、ただ一言、次のように記されていた。

  



  犯人は男である。


  

  「それじゃ、そろそろ誰を犯人に指名するか決めようか」

  　背もたれに体重を預けたまま杏子が提案する。杏子が体勢を戻すのと同時に、待ち構えていた里見が真っ先に意見を述べた。

  「悩む必要などない。そこの男が犯人だ」

  　雅弥を睨にらみつけながら、里見が自信たっぷりに犯人を指摘する。すぐさま反論したのは、もちろん犯人呼ばわりされた雅弥である。

  「言いがかりです。里見先輩は、単に俺のことが嫌いで、俺を脱落させたいだけではないのですか」

  「それこそ言いがかりだ。私はお前のことなどこれっぽっちも意識していない。あくまで冷静に分析した結果、お前が犯人だと確信しただけだ」

  　意識していないと言いながら、里見は明らかに感情的な口調で雅弥を攻撃する。

  「いいか、犯人は男だ。そして私たちの中に男は一人しかいない。つまりお前が犯人だ」

  　自信たっぷりに雅弥犯人説を唱える里見。だが他の面々は苦笑いを浮かべたり、心持ち視線を逸そらしたりと、一様に微妙な反応だった。煮え切らない四人の態度が癇かんに障さわったのか、里見は不快感を露あらわにする。

  「なぜ誰も何も言わないんだ。私たちの中に男は一人しかいないのだから、こいつが犯人に決まって――」

  「それがさぁ。実は一人じゃないんだよね」

  　里見の怒声を遮さえぎる形で、杏子が横から口を挟む。台詞せりふを中断させられた里見は、怒り心頭といった面持ちで杏子を睨みつけた。

  「杏子は何を言っている。言ってる意味がわからん」

  「だから、雅弥だけじゃないんだよ」

  「何が？」

  「男が」

  「……」

  　しばし黙り込む里見。たった今杏子と交わした会話を吟味して、熟考して……。そして何かに気づいたのか、里見は驚きに両の眼を見開いた。

  「ま、まさか！　杏子は男だったのか！」

  「待て」

  「なるほど、そう言われれば心当たりがある。杏子の言動がいちいちオヤジ臭かったこと。杏子が可愛かわいい女の子大好きなこと。それらはすべて、杏子の正体が男だという伏線だったのか。私としたことがまるで気づかなかった」

  「待て」

  　自分の推理に興奮するあまり聞く耳持たない里見を、杏子が窘たしなめる。杏子に「誰が男だ」と目で訴えられた里見は、キョトンとしながら「ちがうの？」と小首を傾かしげた。

  　そんな二人の以心伝心を横目に見ながら、真白がおずおずと手を上げる。

  「あ、あの、里見先輩」

  「うん？　どうした真白。手なんて上げて、言いたいことでもあるの……か……」

  　上から目線で真白を見ていた里見が、何かに気づいたのか、徐々に瞳ひとみを見開いていく。そのまま里見は、見開いた目で杏子を睨にらみつけた。

  「まさか、そうなのか？」

  「そうなんだよ」

  「いや、それはない！」

  「現実を見ようよ」

  　受け入れ難い現実を前に、里見は杏子との押し問答を繰り返す。だが思い当たる節があったのだろう。里見は「そういえば私の裸を見たときの反応が」とか「真白は男子と一緒に身体検査を」とか「メイクでいろいろ隠していると言っていた」などとつぶやいて、ついにはどんよりと暗い雰囲気を漂わせたまま黙り込んでしまった。顔がん面めん蒼そう白はくになった里見の肩へ、杏子が軽薄に腕を回す。

  「やっと気づいたみたいだね。良かった良かった。いつバレるかと思って毎日ヒヤヒヤしてたんだから」

  「杏子は真白の正体を知っていたのか？」

  「もちろん」

  「どうして私に黙っていたんだ？」

  「その方が面白いから」

  　杏子に往復ビンタしてやろうと里見が手を上げる。そんな里見の手首を捕まえて、杏子は相手の攻撃を受け止める。攻める里見と防ぐ杏子。力で押し合う二人の、一進一退の攻防が始まった。ぐぐぐぐ……。

  「とりあえず二人はこのままにして、私たちだけで話を進めましょうか」

  　美少女二人の迫力ある力比べを無視して、玉緒が和なごやかに議事を進行する。

  「間もなく九時になります。誰を犯人に指名するか、早く決めてしまいましょう」

  「ですが……」

  　答えながら、雅弥はちらりとコルクボードを眺める。そこに貼はられた四枚目のヒントカードには、はっきりと「犯人は男である」と記されていた。

  「あのヒントが真実なら、容疑者は二人しかいないことになりますが」

  「そうですね。『犯人は男』ですから、おのずと……」

  　玉緒が、雅弥と真白の顔を見比べる。玉緒から疑惑の眼まな差ざしを向けられた雅弥と真白は、すぐさま声高に反論した。

  「俺は犯人ではありません！」

  「私も違います！」

  「困りましたね。二人とも犯人ではないと主張されては判断のしようがありません。どうやって今夜の犯人を決めれば良いのか……」

  「多数決だ」

  　さっきまで力比べをしていた里見が、杏子を突き飛ばして涼しい顔で提案する。

  「多数決をして、より多くの人に指名された方を犯人にすればいい」

  　意見を述べながら、里見はきつい目つきで雅弥を睨にらみつけた。

  「ただし、二人のうちどちらが犯人かと問われたら、私は迷わずお前を指名するがな」

  「里見先輩はどうしてそんなに俺を目の敵かたきにするのですか」

  「お前は自意識過剰だな。私は目の敵になどしていない。ただ、お前の存在そのものをこの世から抹殺したいだけだ」

  「目の敵にされている方がまだマシだ……」

  　不毛なやり取りが交わされる中、会話に割り込むように杏子が勢いよく手を上げた。

  「はいはーい！　私もどちらか一人を選べと言われたら、雅弥を犯人に指名するよ！　だって想像してみてよ。雅弥がいなくなれば私は、里見、玉緒、真白の三人に囲まれて暮らすことになるんだよ？　ハーレムじゃん！　ウハウハじゃん！」

  「そんなオヤジ臭い理由で俺を犯人にしないでください」

  　ハーレムを夢想してニヤける杏子へ、雅弥が冷静にツッコミを入れる。その間に、里見は話の矛ほこ先さきを玉緒に向けていた。

  「玉緒も多数決に異存はないな？」

  「ですが、私は真白と雅弥さんのどちらか一方を選ぶなんてできません」

  「玉緒は優しいな。だが迷う必要などない。素直に雅弥を指名すればいい」

  「里見先輩。それは脅迫ですか？」

  　雅弥に咎とがめられた里見が不服そうに睨にらみ返す。二者択一を求められた玉緒は、しばし沈黙した後、沈痛な面持ちで喉のどの奥から声を絞り出した。

  「では、私は真白を犯人に指名します。ごめんなさい、真白。でも私は、雅弥さんにもう少しだけこの家にいてほしいのです」

  「会長……」

  　玉緒の言葉を聞いて、いつもポーカーフェースな雅弥がかすかに表情を緩める。

  　だが、玉緒の応援を得たところで雅弥が不利な状況は変わらない。現状は二対一で雅弥が不利。彼が生き残るには、杏子と里見のどちらかを仲間に引き込む必要があった。「この二人を説得するのか」と苦々しげにつぶやいて、雅弥はまず里見に向き直った。

  「里見先輩。よく考えてください。俺と真白を並べて『男はどちらだ』と問われれば、誰もが俺を選ぶでしょう。ですが、それではあまりに短絡的すぎると思いませんか？」

  「回りくどいな。何が言いたい」

  「これは加賀雅弥を犯人に仕立て上げようという、何者かの策略ではないでしょうか」

  「真犯人がお前を狙ねらって罠わなにはめたと言いたいのか？」

  「そうです。だとしたら、俺も里見先輩も犯人の手のひらで踊らされていることになる。犯人の思い通りに踊らされるなんて、俺はそんな屈辱には耐えられない」

  　雅弥が負けず嫌いな気性を見せたことで、里見も何かしら感じ入る部分があったようだ。真正面から雅弥を見据えると、里見は誰にともなくつぶやいた。

  「そういうプライドの高さは、嫌いじゃない」

  　里見の一言に雅弥が喜んだのも束の間。里見はすぐに険しい表情で「だが」と言葉を付け足した。

  「雅弥の論拠は感情に拠よるところが大きすぎる。それではとても納得などできない。状況から判断して、雅弥が第一容疑者なのは動かしようのない事実だ」

  　お前の推理は単なる感情論だ、と里見が雅弥を一喝する。雅弥は怯ひるんだように背を反らした後、ふっと肩の力を抜いた。

  「そういえば里見先輩は言っていましたね。どんな謎なぞにも全力で挑む。こと推理に関しては妥協などしない。それがあなたのプライドだと」

  「その通りだ」

  「では、俺を指名するのは公平に判断した結果なのですね。俺が憎いから指名するわけではないのですね」

  「当然だ。私を見くびるな」

  　客観的に考えて雅弥が一番怪しいと判断した。里見は胸を張ってそう明言する。

  「……わかりました。それならば文句はありません」

  　大人しく雅弥は引き下がる。ミス研会長のプライドを認めた雅弥は、片手で顔を隠しながら、誰の耳にも届かないかすかな声で囁ささやいた。

  「里見先輩が俺のことを『雅弥』と呼んでくれただけで、この場は良しとしましょう」

  　そして雅弥は、もう一人のキーパーソンである杏子に向き直った。里見の説得に失敗した今、雅弥が生き残るには杏子を説き伏せる以外に道はない。

  　だが、無情にもここでファンファーレの音が鳴り響いた。テレビの電源がＯＮになり、画面にでかでかと「ジャッジメントタイム」の文字が表示される。

  『皆さんお待ちかねえええ！　審判の時間であーる！』

  　ハイテンションな天の声が聞こえてきて、「何度聞いても慣れないな」と雅弥は呟つぶやいた。

  『我が輩、第一話の収録後にプロデューサーから「お前は天の声のくせに喋しやべりすぎだ、もっとサクサク進行できないのか」とダメ出しされたので、今日は余計なことをせずにサクサク進めるのであーる！』

  「その言い訳が余計だな」

  『審判の時は来た！　誰を犯人に指名するか宣言するのだ！』

  　雅弥のツッコミを鮮やかにスルーした天の声が、サクサクと議事を進行する。天の声に急せかされて、なぜか上機嫌の杏子は勢いよく椅い子すから身を乗り出した。

  「多数決を始めるよ！　みんな準備はいい？　せーの、で犯人だと思う人を指さしてね！」

  　いつの間にか場を仕切っている杏子が、ノリノリで右手を上げる。

  「いくよ！　せーの！　犯人はお前だ！」

  　杏子の声に重ねて、全員が一斉に犯人だと思う人物を指さした。

  　五人の多数決による結果、犯人に指名されたのは――。

  

  　今夜の犯人が決定した。

  　多数決の結果を受けて、テレビ画面に新たな文字が表示される。

  　――ハズレ。

  『残念だが小こ旗ばた真白は犯人ではない！　したがって、小旗真白は脱落決定であーる！』

  　天の声が高らかに結論を告げる。

  　多数決の結果、犯人に指名されたのは……真白だった。

  　リビングにいる五人のうち、犯人として雅弥を指名したのは、杏子と里見の二名だけ。対して真白を指名したのは、雅弥と玉緒、それに真白を加えた三名だった。結果、三対二で真白が犯人に指名されたわけだが……。

  「えーっと。どうして真白が自分を指名してるのかな？」

  　自分自身を指さしている真白に、杏子がもっともな疑問をぶつける。問われた真白は自分を指さしたまま顔を伏せ、体をふるふると小刻みに震わせると、やおら勢いよく立ち上がった。

  「わ、私！　これ以上、皆さんとの共同生活に耐えられないんです！」

  　わあっと泣きながらリビングを飛び出す真白。そのまま階段を駆け上がり、二階へと消えて行く。

  「……この家で真白は散々な目にあってきたからな」

  　雅弥の言葉に思い当たる節でもあったのか、玉緒、杏子、里見の三人は一斉に視線を逸そらした。

  

  『一年Ａ組出席番号五番、永遠の美少女・小旗真白。風呂に入ろうとして湯上がりの女性と遭遇したり、帰宅するなり裸にひん剥むかれて体中をまさぐられたり、洗濯機を開けたらお姉さまのブラジャーが入っていたり、バスタオル一枚の美少女に弄もてあそばれたリ、寝起きのすっぴん顔で女装メイクしている姿を連日盗撮されたりした挙句、自分自身を犯人に指名して脱落、であーる』
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  四日目　～疑惑の四人～

  

  　真ま白しろが泣きながら家を出て行った翌日。

  　よく晴れた日曜日の午前十一時。Ｔシャツ姿の杏きよう子こが、「ふわあああ」と大おお欠伸あくびをしながらリビングに現れた。明らかに、たった今目覚めたばかりである。

  「おはよ～」

  「杏子さん、もうすぐお昼ですよ」

  「あ、そうなの。こんちわ～」

  　玉たま緒おに注意されて、杏子は寝ぼけ眼まなこのまま挨あい拶さつを言い直す。玉緒が小声で「そういう意味で言ったわけでは……」とつぶやくが、わが道を行く杏子はまるで聞いちゃいなかった。

  「おなか空いた～。今朝の食事当番は誰だっけ？」

  「俺です。杏子先輩の朝食なら台所に用意してあります」

  「さすが雅まさ弥や。気が利くね」

  　朝食当番の雅弥にウインクをして、杏子は欠伸を噛かみ殺しつつ台所に向かう。すぐに台所から戻って来た杏子は、長なが椅い子すに座ってテレビを見ている雅弥の後頭部に問いかけた。

  「ねえ。台所には割り箸ばしとカップ麺めんしか見当たらないんだけど」

  「お湯ならポットに入っています」

  「そういうことじゃなくて。私の朝食はどこかって聞いてるの」

  「それが朝食です」

  「朝からカップ麺かよ！　もっとちゃんとした物を食わせろ！」

  　誰よりも遅く起きてきたくせに、誰よりも偉そうな杏子。どう答えたものかと雅弥が思案していると、ソファで読書に耽ふけっていた里さと見みがおもむろに声を上げた。

  「嫌なら食べなければ？　もうじき昼だから、それまで待てばいい」

  「いやだ！　私は今すぐごはんが食べたいんだ！」

  「わがまま……」

  「だいたい、みんなどうして休日なのに早起きしてるのよ！　休みの日は昼まで眠るのが学生のあるべき姿でしょ！」

  　杏子の暴論に、雅弥は相手を振り返りもせずに言い返す。

  「インスタントが嫌なら自分で作って食べてください」

  「むかっ、雅弥の癖に生意気な！　いまに見てろよ。いつかぎゃふんと言わせてやる！」

  　肩を怒らせながら台所へと引き返した杏子は、ぶつぶつと文句を垂れながらカップ麺にポットのお湯を注ぎ始めた。「結局食べるのか」と呆あきれる雅弥をよそに、文庫本を読んでいた里見が台所にいる杏子へと声をかける。

  「そんなに目くじらを立てる必要はないぞ。どうせ雅弥は、今夜にも家を追い出される運命だからな」

  　杏子を宥なだめているつもりなのか、それとも単なる嫌がらせなのか、里見が雅弥と目を合わせずに憎まれ口を叩たたく。雅弥が出口付近にあるコルクボードを見ると、ヒントカードの一枚に「犯人は男である」と記されているのが目に入った。

  　視線を戻した雅弥は、リビングに集まった面々を順に観察する。

  　玉緒は、ソファに座ったままニコニコとテレビを眺めている。里見は、ソファに座ったまま黙々と読書に勤いそしんでいる。杏子は、お湯の入ったカップ麺めんを持って雅弥と同じ長なが椅い子すに腰を下ろしていた。

  「……確かに、俺以外に男がいるとは思えないな」

  「何か言いましたか？」

  「いえ、何でもありません」

  　このままでは今夜にも犯人に指名されるであろう雅弥は、玉緒の問いかけにに答えながら……。ふと、何かに気づいたように三人の顔を眺めた。由よし井い玉緒、高たか屋や敷しき里見、水み無な月づき杏子――。

  「そういえば三人とも三年Ａ組の生徒ですね。残った四人のうち、三人が同じクラスとは奇妙な偶然です」

  　雅弥の何気ない疑問。それに答えたのは、カップ麺を睨にらみつける杏子だった。

  「たぶん、実力はあるけど主役経験のない人間を集めたらこうなったんだろうね。三年Ａ組は努力しても報むくわれない女子生徒が多いから」

  「三人ともドラマで主役を務めた経験がないのですか？　杏子先輩はともかく、会長や里見先輩は知名度も実績も申し分ないでしょう。それなのに主役経験がないとは正直意外です」

  「今、さらっと私のこと馬鹿にした？」

  　杏子が睨みつけるが、雅弥はまったく動じない。代わって雅弥の疑問に答えたのは、いつでもにこやかな笑顔を崩さない玉緒だった。

  「三年Ａ組には天才が一人いますから。彼女と比べられると、私たち凡人は霞かすんでしまうのですよ」

  「三年Ａ組に所属する天才とは、姫ひめ儀ぎ千ち里さと先輩のことですか？」

  「ご名答」

  　玉緒が笑顔で答える。話の続きを、杏子がカップ麺の蓋ふたを剥はがしながら引き継いだ。

  「姫儀千里。通称『姫』。三年連続で学園カゲキの主役に抜ばつ擢てきされた、歌劇学園のカリスマヒロイン。姫と同じクラスになったが最後、連ドラの主役の座は諦あきらめるしか……むっ、まだ硬かったか」

  　ずるずると音を立てて麺をすすった杏子は、三分には早すぎたことを悟り、カップ麺をいったんテーブルに戻す。物欲しそうな目でカップ麺を眺める杏子に、玉緒は柔らかな笑みを送る。

  「そういえば杏子さんは、姫さんと三年間ずっと同じクラスなのでしたね」

  「そうなのよ！　そのせいで私はいつだって端は役やくばかり！　このままじゃ活躍できないと思った私は、違う学年のドラマにも積極的に出演するようになったのよ！」

  「杏子先輩が俺たち二年生のドラマにも率先して出演するのには、そのような理由があったのですか。何も考えていないように見えて杏子先輩も案外苦労されていたのですね」

  「いちいち引っかかるのよね」

  　雅弥を睨にらみつけた杏子は、「もう大丈夫かな？」とでも言いたげに箸はしで麺めんを掻かき回す。

  「ま、そういうわけだから、今回の企画は千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなわけよ。私が『学園カゲキ！』の主役に抜ばつ擢てきされる、これが最後にして最大のチャンスだろうからね」

  　ずるずるずると麺をすする杏子。今度は程よい硬さだったらしく、ご満悦と言わんばかりに目元口元が緩んでいく。

  「もっとも、三年Ａ組の女子生徒はみんな似たような境遇だけどさ」

  　カップ麺を食べながら、杏子は玉緒の優しい笑顔を見つめる。

  「玉緒が生徒会の役員になったのは、姫と同じクラスになって『このまま待っているだけでは活躍できない』と危機感を抱いたからでしょ？」

  「さあ、どうでしょう」

  　玉緒の穏やかな微笑ほほえみに、負の感情は一切見られない。杏子は麺をすすりながら、読書中の里見へと視線を向けた。

  「そういえば、演技では姫に敵かなわないと思い知らされて、役者から脚本家に転進した人もいたよねえ」

  「失敬だな。私は役者の道を諦あきらめたわけじゃない。最初から、役者と同じくらい脚本家にも情熱を傾けていただけだ」

  「それは失礼。……まあ、そういうわけだからさ。私たち三人は是が非でも主役になりたいわけよ。それこそどんな手を使ってでも、ね」

  　飄ひよう々ひようと答えながら、杏子はゴクゴクと喉のどを鳴らしてスープを飲み干す。杏子の豪快な食べっぷりに感心しながら、雅弥は改めて三人の顔を見回した。

  「諦めかけていた主役の座が、在学三年目の冬にようやく手に入ろうとしているわけか。なるほど、それは気合いも入って当然だ」

  　つぶやきながら、何気なく雅弥はテーブルに視線を落とす。

  　果たしていつからそこにあったのか。テーブルの片隅に、「歌劇学園的ケードロ実行委員会」と署名の入った封筒が置かれていた。

  

  　休日でも、時の流れは変わらない。

  　ランチタイムを終えた面々は、ある者は撮影に出かけ、ある者は部屋にひきこもるなど、それぞれの日常を謳おう歌かしていた。――ただ一人、リビングに居残った雅弥を除いて。

  　コルクボードの前で、雅弥は難しい顔をしながら腕を組んでいる。雅弥はボードに貼はられたヒントを一枚ずつ眺め、ボードから離れてヒント全体を眺め、再びボードに近づいて一枚ずつ眺め……という行為を延々と繰り返していた。

  　人ひと気けのないリビングで雅弥が不毛な動作を続けていると、足音を響かせて何者かが階段を下りてきた。一階に下りた人影はそのままリビングに入ろうとして、入り口付近にいた雅弥に道を塞ふさがれる。雅弥はコルクボードに集中していたため、人影の接近に気づいていなかった。

  「どけ。目め障ざわりだ」

  　冷たい声で邪魔者扱いされて、雅弥は反射的に入り口を振り返った。

  「里見先輩？　ああ、これは失礼しました。考え事をしていたので……。そういえば里見先輩は一日中部屋にこもっていましたが、いったい部屋で何を――」

  「どけ。殺すぞ」

  　道を開けようとしない雅弥へ、里見が二度目の警告を発する。不穏当な発言で命令された雅弥が大人しく道を譲ると、里見は仏ぶつ頂ちよう面づらのままリビングを素通りして台所へと姿を消した。

  「飲み物でも取りに来たのか？」

  　独り言をつぶやくと、雅弥は気を取り直して再びコルクボードに向き直る。集中している雅弥は、ボードの前でしばし直立不動の姿勢を維持し続けた。

  「おい」

  　唐突に、間近から声が聞こえた。慌てて雅弥が振り返ると、両手にマグカップを持った里見が湯気の立ち上るココアを彼に突き出していた。

  「ココアだ。甘い物は脳を活性化させる」

  「…………俺に？」

  　思いがけない差し入れに、雅弥は動揺しながらカップを受け取る。マグカップから漂う甘い香りに、思わず「毒？」とつぶやく雅弥。

  「それで、何が気になるんだ？」

  　恐る恐るマグカップに口をつけた雅弥は、里見から声をかけられたことに驚き、戸惑い、返事をするのも忘れてしまった。

  　――雅弥が沈黙したまま、たっぷりと五秒経過。

  「……邪魔したな」

  　雅弥からの返事がないことを受けて、里見がリビングを出て行こうとする。雅弥は慌てて里見の腕を掴つかみ、彼女を引き止めた。

  　ギロリ。眼鏡めがね越しに睨にらまれて、雅弥はすぐさま里見から手を離す。

  「申し訳ありません。無視するつもりはなかったのですが、里見先輩が俺を気にかけてくれたことが意外だったので……」

  「お前を心配したわけじゃない。そんなところで馬鹿面下げて突っ立っていたから、気になって思わず声をかけてしまっただけだ」

  　相変わらず口の悪い里見。それでも雅弥は嫌な顔一つせず、僅わずかに頭を下げる。

  「ココア、ありがとうございます。実は、今朝届いた五枚目のヒントに関して悩んでいました」

  　謝罪と感謝を立て続けに行った雅弥は、マグカップ片手にコルクボードを指し示す。ボードにはこれまで届けられた五枚のカードが貼はり出されていた。

  　一枚目のヒントは、六人の中に犯人がいることを示している。

  　二枚目のヒントは、犯人が「私は犯人です」と書かれた紙を持っていることを示している。

  　三枚目のヒントは、隠しカメラが仕掛けられている場所を示している。

  　四枚目のヒントは、犯人が男であることを示している。

  　そして、今日届いた五枚目のヒントは――。

  



  封書で届いた


  ヒントのうち、


  一つは嘘うそである。


  

  　――これまでに届いた五枚のカードの中に、一枚だけ嘘の情報が混ざっていることを示していた。

  「先に届いた四枚のうち、どれが嘘のヒントなのかと考えていました」

  　昼からずっと立ちっぱなしの雅弥が、甘いココアを飲みながら説明する。話を聞いた里見はボードに歩み寄ると、迷いなく二枚目のヒントを指さした。

  「全員の身体検査をしたが誰も紙を持っていなかった。だから、このヒントが嘘だ」

  　そのまま、里見は四枚目のヒントへと人さし指を移動させる。

  「つまり、『犯人は男』というヒントを含めて、残りはすべて真実だ」

  「里見先輩はどうしても俺を犯人にしたいようですね」

  　残ったメンバーの中で唯一の男子である雅弥が、里見に異議を唱える。雅弥は里見の隣に並び立つと、彼女と同様に四枚目のヒントを指さした。

  「犯人は男だというこのヒントが、嘘だとは思いませんか？」

  「往生際が悪いな」

  「俺は犯人じゃありません」

  「犯人はみんなそう言う」

  　冷ややかに言い切って、里見は素っ気ない態度で雅弥に背を向ける。

  「どうせ九時になれば、雅弥が犯人かどうかはっきりする」

  　里見の言葉は、今夜九時に雅弥が犯人として指名されることを意味していた。雅弥を指名すれば、彼が犯人かどうか結果はすぐに明らかとなる。

  「俺は犯人じゃありません」

  　弱々しい雅弥の声を聞き流しながら、里見は出口に向かって歩き、マグカップに口をつけて……。

  「……カードが五枚？」

  　そうつぶやいて、はたと足を止めた。

  　立ち止まったまま、里見は何事か思案するように甘いココアを口に含む。そのまま里見は雅弥の顔を一いち瞥べつすると、彼の背後にあるコルクボードを睨にらみつけた。

  　コルクボードには、五枚のヒントカードが貼はられていた。

  「……雅弥に尋ねるが」

  「はい。なんですか」

  「私たちがこの家に来てから、今日で何日目だ？」

  「日数ですか？　初日に全員が集まって、二日目に亘わたるが脱落、三日目に真ま白しろが脱落したから、今日で四日目ですね」

  「そう、今日で四日目だ。そしてヒントは一日一枚ずつ届いているから、カードは全部で四枚になるはず」

  　里見がコルクボードを指さす。

  「……どうして五枚あるんだ？」

  　問われた雅弥は、五枚あるヒントカードの中から、隣り合った二枚のカードを手で示した。

  「この二枚は三日目に届きました。この日だけ、一日に二枚のヒントが届けられたのです」

  「どうしてこの日だけ二枚も届いたのかな？」

  「さあ？　ですが、一日に一枚ずつヒントが届くと明言されたわけではありませんから。そういう日があってもおかしくないのでは？」

  　雅弥の憶測を聞いた里見は、コルクボードに歩み寄ると、示された二枚のカードを指先で撫なで始めた。

  「何をしているのですか？」

  「二枚のカードの紙質を比べている」

  「紙質を？　何のために？」

  「この二枚のうち、どちらかが偽物かもしれないからだ」

  　どちらかは偽のヒントかもしれない。そう語った里見は、だがすぐにカードから指を離して天を仰いだ。

  「……考えすぎだな。カードは簡単に作れたとしても、ケードロ実行委員会の署名入り封筒までは偽造できない。ヒントカードは毎回、署名入りの封筒で届けられている。封筒と署名を偽装できない限り、第三者が偽のカードを紛れ込ませるのは不可能だ」

  「封筒は偽装できない？　偽のヒントを紛れ込ませる？」

  　里見の思いつきを理解したのか。雅弥はマグカップを持ったまま、おもむろに一枚のカードを指さした。

  「里見先輩、思い出してください。このカードだけは封筒で届けられていません。このヒントだけ、カードが剥むき出しの状態で見つかっています」

  　一枚のカードを示したまま、雅弥は隣に立つ里見の目を見る。

  「おそらく里見先輩の推理は正しい。このヒントは、真犯人が俺たちを撹かく乱らんするために作った偽物です」
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  ○隠しカメラ【一階廊下】

  

  　外出していた玉緒が帰宅した。

  　玄関で「ただいま」と言いかけたところで、玉緒は何かに気づいて立ち止まる。玉緒が息を潜ひそめると、リビングから話し声が聞こえてきた。

  「ココアだ。甘い物は脳を活性化させる」

  　それは感情の起伏に欠ける里見の声。何を思ったのか玉緒は慎重に靴を脱ぐと、足音を忍ばせながらリビングに近づいた。

  　リビングから里見と雅弥の話し声が聞こえてくる。どうやら二人きりで話をしているようだ。玉緒はかすかに微笑ほほえみながら、階段の陰に身を潜めた。

  　最初は言い争っていた二人が、やがてどちらからともなく近づき、互いの意見をぶつけあう。険悪だったはずの二人が一致団結して、ついに一つの結論を導き出す。

  「おそらく里見先輩の推理は正しい。このヒントは、真犯人が俺たちを撹乱するために作った偽物です」

  　雅弥が強く訴えて、里見が賛同する。一連のやり取りを盗み聞きしていた玉緒は、物陰に身を潜めたまま意味深な笑みを浮かべた。

  「こうも上う手まくいくなんて……」

  　呟つぶやくと、玉緒は二人に姿を晒さらすことなく、その場から立ち去った。
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  　夕食を終えて、玉緒、杏子、里見、雅弥の四名がリビングに集結する。杏子が時計を見上げると、時刻は間もなく午後九時を示そうとしていた。

  「じゃ、そろそろ今日の生いけ贄にえを決めようか」

  　杏子が音頭を取って、誰を犯人にするかの四者会談が幕を開ける。真っ先に意見を表明したのは杏子だった。

  「ま、考えるまでもないよね。何しろ私たちの中に男は一人しかいないんだから」

  　見解を述べながら、杏子は仰のけ反るようにしてコルクボードを眺める。ボードには、これまでに届けられた四枚のヒントカードが貼はり付けられていた。

  「ん？　四枚？」

  　杏子がつぶやいた瞬間、雅弥が手のひらをテーブルに叩たたきつけた。ガラスのテーブルが割れんばかりの衝撃に、余よ所そ見みをしていた杏子が慌てて前を向く。雅弥が叩きつけた手の下には、『犯人は男である』と記されたヒントカードがあった。

  「このヒントは、杏子先輩が捏ねつ造ぞうしたものですね？」

  　冷淡な声色で雅弥が杏子を問い質ただす。だがカードを突きつけられた杏子は、しれっとした態度で雅弥に応じた。

  「捏造？　何のことだかわからないんだけど」

  「しらばっくれるのはやめてください。このヒントカードは、杏子先輩が俺たちを騙だますために作った偽物です」

  「へぇ～、面白いことを言うね。そんな言いがかりをつけるくらいだから、もちろん証拠はあるんだろうね？」

  　まるで動じた様子もなく、杏子はいけしゃあしゃあと言い返す。余裕の態度を崩さない杏子に、雅弥と――そして里見が反論を開始した。

  「最初に違和感を覚えたのは、三日目だけヒントが二枚も届いていたことだ。他は一日に一枚ずつなのに、どうしてこの日だけ二枚も届いたのか。私たちは納得のいく理由を考えた」

  「そして俺たちは気づいたのです。ひょっとすると三日目に届いた二枚のうち、一枚は偽物ではないかと」

  　里見の解説を雅弥が補足する。前もって打ち合わせでもしていたかのように、二人は交互に推理を語る。

  「三日目の夕方。私たちは家に仕掛けられた隠しカメラを探していた」

  「あの日、大きな荷物を抱えて帰宅した杏子先輩は、俺に里見先輩を手伝うよう指示して、一人でリビングに残りました」

  「その後、ヒントカードを持った杏子が洗面所に現れた」

  　二人の推理を聞いていた杏子が「ふうん」と余裕の態度で相あい槌づちを打つ。

  「なるほどね。私なら『リビングで見つけた』と言って偽のカードを持ち込むチャンスがあったわけだ。でも、それって全部状況証拠だよね？　それだけで私がカードを偽造したなんて言いがかりも甚はなはだしい……」

  「では杏子先輩にお尋ねしますが」

  　シラを切り続ける杏子を、雅弥は冷静に問い詰める。

  「カードが入っていた封筒はどうされましたか？」

  「……封筒？」

  「そうです。これまでのヒントはすべて『歌劇学園的ケードロ実行委員会』の署名が入った封筒で届けられています。杏子先輩が見つけたヒントも、署名入りの封筒に入っていたはずです。そのときの封筒はどこにありますか？」

  「えーと、封筒ね。どうだったかなぁ。いらないと思って捨てちゃったかも……」

  「見苦しいぞ、杏子。封筒はいつも複数の人がいる所で発見されている。杏子一人しかいない場所にヒントが届けられるなどありえない。それくらい少し考えればわかることだ」

  　里見と雅弥の二面攻撃を受けて、杏子は両手を広げると、「あーあ」と残念そうに声を上げた。

  「はいはい。わかったわよ。そのヒントは私が作った偽物です。認めますよーだ」

  「どうしてこんな真ま似ねをしたのですか？」

  　雅弥に睨にらまれて、杏子は悪びれもせずに言い返す。

  「どうして？　そんなの決まってるじゃない。私が――」

  「真犯人だからですね」

  　杏子の言葉を遮さえぎるような格好で、それまで黙っていた玉緒が唐突に口を挟んだ。

  「杏子さんが真犯人だから、自分から目を逸そらさせるために『犯人は男』という偽の情報を流したのですね」

  「え？　ちょっと待って。私、犯人じゃないよ？」

  「とぼけるのはやめてください。杏子さんが真犯人なのは、もはや誰の目にも明らかです」

  「いやいやいや、明らかじゃないって。確かに私は偽のカードを作ったけど、だからって真犯人ってわけじゃ……」

  「杏子さん、往生際が悪いですよ。他人に罪をなすりつける以外に、偽のヒントを作るどんな動機があると言うのですか」

  「そんなの決まってるじゃない！　雅弥を追い出して憧れのハーレム生活を手に入れるためよ！　だって想像してみてよ。真白、玉緒、里見との共同生活だよ？　可愛かわいい女の子に囲まれてウハウハのハーレム生活だよ？　触り放題だよ？　揉もみ放題だよ？　誰だってロマンを感じるでしょ！」

  「触らせる気も揉ませる気もない」

  　里見にぴしゃりと言い切られて、杏子が涙目で「いけずぅ」とつぶやく。

  　そんな杏子の熱弁を聞いた雅弥は、呆あきれ気味に頭を抱えた。

  「杏子先輩。嘘うそをつくならもっとマシな嘘をついてください。そんなくだらない理由で、こんな手のこんだ真似をする人がどこにいるんですか」

  「ここ、ここ」と自分を指さす杏子を無視して、雅弥は呆れ気分最高潮のまま過去を振り返る。

  「考えてみれば、怪しい節は以前からありました。学食で拓たく海みが言っていたのです。杏子先輩から『古典ミステリを題材とした番組』の話を聞いたと。つまり、杏子先輩は収録が始まる前から今回の企画を知っていた。杏子先輩は最初からすべて知っていたのです」

  「そ、それは噂うわさを聞いただけであって、そのときはまさか自分が関わるなんて夢にも……」

  「杏子さん。往生際が悪いですよ。素直に自分が犯人だと認めたらどうですか？」

  　食い下がる杏子を玉緒が優しく諭さとす。天使のような玉緒の微笑ほほえみに何を感じたのか、杏子の顔から見る見る血の気が引いていった。

  「ま、まさか。玉緒が……」

  　杏子が何事か訴えようとしたそのとき。突然、テレビからファンファーレの音が鳴り響いた。慌ててテレビ画面を見た杏子の目に「ジャッジメントタイム」の文字が飛び込んでくる。

  『呼ばれてえええ飛び出てえええこんにちはあああ！　我が輩は天の声であーる！』

  「テンション高っ」

  　スピーカーから聞こえてきた合成音声の張り切り具合に、杏子は露骨に眉まゆを顰しかめる。

  「天の声はいつも無駄に元気だね」

  『恐縮なのであーる』

  「あ、そうだ。ちょうどいいから聞くけど、天の声は誰が犯人だと思う？　やっぱり――」

  『我が輩に聞かないでほしいのであーる』

  「みんなは私が犯人じゃないかって疑ってるんだよ。酷ひどいと思わない？　だって犯人は――」
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  『さっさと多数決をするのであーる』

  　杏子の発言をことごとく遮さえぎる天の声。杏子と天の声の漫才が途切れた頃を見計らって、雅弥が椅い子すから立ち上がる。

  「では、いつものように多数決を取りましょう。皆さん、俺が合図をしたら一斉に杏子先輩を指さしてください」

  「ちょ、ちょっと待って、雅弥。その指示はおかしいでしょ！」

  「いきます！　せーの！」

  　雅弥が力強く号令を発する。直後、決断した全員の手が一斉に誰かを指さした。

  　……杏子は、玉緒を指さしていた。

  　そして、それ以外の全員が杏子を指さしていた。

  「決まりました。俺たちは杏子先輩を犯人として指名します！」

  　雅弥の宣言と同時に、テレビからドラムロールが鳴り響く。臨場感が最高潮に達したところで、テレビ画面に大きな文字で結果が表示された。

  　……ただ一言、「ハズレ」と。

  

  『三年Ａ組出席番号十八番、可愛かわいい女の子大好き・水み無な月づき杏子。欲望の赴おもむくまま行動した結果、返り討ちにあい脱落、であーる』


  


  幕間②　五日目の昼　～学食にて～

  

  「拓たく海みはまだその小説を読み終わっていないのか？」

  　多くの生徒が行き交う昼休みの学食で、雅まさ弥やは定食ののったトレイを運びながら、親友の拓海に声をかけた。

  　ここは歌か劇げき学園の学生食堂。収容人数百名余を誇るこの大食堂で、雅弥と拓海はいつものようにテーブルを挟んで昼食を取ろうとしていた。

  「ここ最近は忙しくてね。なかなか本を読む時間が取れないんだ」

  　読みかけの小説をテーブルに置いた拓海が、彼らしい穏やかな物言いで答える。テーブルに置かれた文庫本は、彼が四日前の昼休みに読んでいたのと同じ古典推理小説だった。

  「忙しい？　また変な企画にでも巻き込まれたのか？」

  「そういうわけじゃないよ」

  　クールに心配する雅弥へ、拓海が明るく説明する。彼の身に降りかかった大いなる異変。それは――。

  「実はね、我が家にテレビが来たんだよ」

  「……何？」

  「だから、僕の住んでいる家に大画面の液晶テレビがやってきたんだ」

  「それは事件なのか？」

  「もちろん大事件だよ！」

  　力説する拓海を見て何かを思い出したのか、雅弥は納得したように大きく頷うなずいた。

  「そういえば、拓海はテレビのない家庭で育ったと言っていたな」

  「そうそう。歌劇市に引っ越してきたときも、居候先の叔母さんがテレビを見ない主義の人でさ。歌劇市に暮らしていて家にテレビがないなんて信じられる？」

  「そのテレビ嫌いの叔母がテレビを買ったのか？」

  「正確には『新しいテレビを買った友達から古いテレビを譲ゆずってもらった』ってことらしいよ。とにかくテレビのある生活なんて初めてだから、毎日が新鮮でたまらないんだ！」

  「それでテレビばかり見ているから、本を読む暇もない？」

  「うん、そう！」

  「平和だな」とつぶやきながら、雅弥はスープを口に運ぶ。

  「そういえば雅弥の出てる番組も見たよ。六人で共同生活するやつ」

  　スプーンを口に運んだ体勢のまま、雅弥の動きがピタリと止まった。

  「……五日前に収録が始まったばかりなのに、もう放送が始まっているのか」

  　鉄てつ面めん皮ぴを貫いたまま嘆きの言葉を口にする雅弥。そんな心の準備ができていなかった友人に、拓海は一視聴者として率直な感想を伝えた。

  「ああいうイロモノ企画にも率先して参加するなんて、さすがは雅弥だね」

  「イロモノ……率先……」

  　普段と変わらぬ落ち着いた表情のまま、雅弥は「心外だ」と言わんばかりの苦々しい雰囲気を醸かもし出す。そんなわかりづらい落ち込み方をする雅弥へ、何者かが声をかけてきた。

  「お二人とも、随分と楽しそうですね」

  　聞き覚えのある柔らかな声音に反応した雅弥は、すぐにテーブルへと近づいてくる二つの人影を発見した。

  「会長。それに里さと見み先輩も。お二人も学食で昼食ですか？」

  「見ての通りだ」

  　相変わらずの上から目線で里見が答える。間髪容れず、里見は「相席させてもらう」と勝手に申告して、返事を待たずに拓海の隣に腰を下ろした。

  「すみません、里見先輩。後から九く月がつが来るので、僕の隣の席は空けておいてもらえますか？」

  「気にするな。私も気にしない」

  　有無を言わさぬ口調で、しっかりと拓海の隣を確保する里見。根が優しい拓海は、強く言い返せずに困り果てている。

  　雅弥は席を詰めながら、天井にある学食カメラを見上げた。食堂に備え付けられたテレビカメラは、今日も生徒たちの昼食風景を全国の視聴者に生々しくお届けしている。

  「九月が来るのか。今日は修羅場が全国生中継されるかもしれないな」

  　ぽつりとつぶやいた雅弥の声は、どうやら誰にも聞こえなかったらしい。玉たま緒おは雅弥の隣に腰を下ろすと、斜はす向むかいに座る拓海の手元に目を留めた。

  「その本は前も読んでいませんでしたか？」

  「これですか？　僕は本を読むのが遅いので、読み始めてから一週間になるのにまだ読み終わっていないんですよ」

  「拓海くんは推理小説に興味があるのか？」

  　本のタイトルを遠目に眺めながら、ミス研会長の里見が拓海に問いかける。ちなみに他の人は呼び捨てなのに、拓海だけ「くん」付けなのは彼女の仕様である。

  「そうですね。推理小説は結構好きですよ」

  「もし他の推理小説にも興味があるならミス研に来るといい。私がおすすめの本を見み繕つくろってやる。こんなところで雅弥の妄もう言げんを聞いているよりは、有意義な時間を過ごせるはずだ」

  　愛想笑いを浮かべながら話を聞いていた拓海は、さりげなくテーブルに身を乗り出して雅弥に耳打ちをした。

  「雅弥って、里見先輩に嫌われてるの？」

  「どうやらそうらしい」

  「里見先輩は優しい人だよ？　何を怒らせるようなことをしたの？」

  「怒らせるようなことをした覚えはない。それから、里見先輩が優しい人という意見には全面的に意義を唱える」

  「男二人が顔を突き合わせて何の相談だ？」

  　内緒話をする男二人を、里見が不機嫌そうな声で咎める。咎とがめられた拓海は話を逸そらそうと考えたのか、同席している三人を見回してわざとらしく手を叩たたいた。

  「そういえば、ここにいる三人って歌劇学園的ケードロの参加メンバーだよね。そうか、それで雅弥と里見先輩はこんなに仲良くなったんだね」

  「拓海くんには私と雅弥が仲良く見えるのか？」

  　あからさまに不満を訴える里見は、すぐに何かに気づいて、まじまじと拓海を見つめた。

  「なぜケードロのことを知っている？」

  「はい。昨日、ＫＡＧＥＫＩチャンネルで放送されていたのを見たんです。さっきまで雅弥とその話をしていたんですよ」

  　そう言って、拓海は昨日見た番組について楽しそうに語り出す。

  　拓海の説明によれば、日曜日に放送されているバラエティ番組の一コーナーとして、ケードロの放送が始まったとのこと。ただし初回は「プロローグ」と題して、一軒家に六人が集まったところまでで放送が終わったらしい。

  「六人がリビングに集結した姿をかっこよく画面に映して、『犯人を捜し出せ』って天の声が喋しやべったところで『第一話につづく』で終わったんだよ」

  「天の声？」

  　話を聞いていた雅弥が、五日前の出来事を思い出すようにうっすらと目を細める。

  「これからってところで終わったから、早く続きが見たいんだよね。ねえ雅弥、収録はどこまで進んでるの？」

  「すでに亘わたる、真ま白しろ、杏きよう子こ先輩が脱落して、今はここにいる三人で共同生活を送っている」

  「亘や杏子先輩が脱落？　そっか、犯人として指名された人は家を出るルールだもんね。てことは、今まさに雅弥は、玉緒先輩と里見先輩の美女二人に囲まれてハーレム生活を送ってるわけだ」

  「拓海に話がある。昼食が終わったら校舎裏に来い」

  「目が怖いよ……」

  　雅弥に睨にらまれて、目に見えて萎い縮しゆくする拓海であった。

  　だが、すぐに何かを思いついたのか、拓海は天井を見上げながら誰にともなくつぶやく。

  「まだ収録が続いてるってことは、犯人は見つかってないんだよね？　いったい誰が犯人なのかなぁ？」

  　そう言うと、拓海は興きょう味み津しん々しんの体ていでテーブル上に身を乗り出した。

  「ねえ。僕も一緒に推理したいから、もっと詳しい話を教えてくれないかな？」

  「拓海が他人のことに首を突っ込むとは珍しいな」

  「そうかな？　そんなことないと思うけど。あ、ひょっとしたらミステリ小説にはまってるせいかもしれないね」

  　犯人捜しに行き詰まっている三人にしてみれば、助力が多すぎて困ることはない。玉緒と里見の了解を得て、雅弥は現状を拓海に語って聞かせることとなった。

  「俺たちが受け取ったヒントの中に一つだけ嘘うそがある。まずはどのヒントが嘘なのか一緒に考えてくれ」

  　生徒手帳を取り出した雅弥がメモ欄に何やら書き込み始める。手帳を覗のぞき込んだ拓海、玉緒、里見の三名は、自然と雅弥に顔を近づける格好になった。

  「今までに届いたヒントの内容を箇条書きにした。拓海はどれが嘘だと思う？」

  　手帳に走り書きをした雅弥が、順番にヒントの内容を読み上げる。手帳の一行目に書かれたヒントは「犯人は六人のうちの誰かである」という内容だった。

  「うーん。これがもし嘘なら『犯人はいない』ってことになるよね。犯人がいないなんてあり得ないから、このヒントは真実じゃないかな」

  「同感です。一つ目のヒントは真実でしょう」

  　話を聞いていた玉緒が相あい槌づちを打つ。続けて雅弥は二行目に書かれたヒントを示す。それは「犯人は紙を持っている」という内容だった。

  「これは調べればわかるんじゃないかな。証拠となる紙を持っている人がいれば真実で、持っている人がいなければ嘘うそ」

  「全員の身体検査をしたが、それらしい紙は見つからなかった。したがって、このヒントは嘘である可能性が高い」

  　話を聞いていた里見が相あい槌づちを打つ。続いて雅弥は三行目に書かれたヒントを示す。それは「家に仕掛けられた隠しカメラ」に関する内容だった。

  「これも調べればわかるよね。ここに書いてある場所に隠しカメラがあれば、このヒントは真実ってことだから」

  「そうだ。そして、ここに書かれている場所から実際に隠しカメラが発見された。このヒントは真実だ」

  　雅弥の説明を聞きながら、さらに手帳を覗のぞき込んだ拓海は、ヒントが三つで終わっているのを見て小首を傾かしげた。

  「ヒントはこの三つで終わりなの？」

  「これに『ヒントの一つは嘘である』を含めた四つが、今日までに届いたヒントのすべてだ」

  「なるほどね。でも、これだと嘘の可能性があるのは二番目のヒントだけだよ？」

  「だが二番目のヒントが嘘だと仮定すると、犯人を特定する情報が減るだけで俺たちには何のプラスにもならない。それでは八はつ方ぽう塞ふさがりも同然だ」

  　雅弥が行き詰まっている現状を解説する。苦境を訴える雅弥に、仏ぶつ頂ちよう面づらの里見が横から口を挟んできた。

  「ヒントはこれで終わりじゃない。今日と明日もヒントが届くはずだ。そのどちらかに嘘のヒントが混ざっているかもしれない」

  「なるほど。今までのヒントはすべて真実で、明日届くヒントが嘘かもしれないわけですか」

  　里見の発想に雅弥が唸うなる。思案する雅弥はそのまま黙り込んで……その手を何者かに握られてはたと我に返った。

  　雅弥の手を握ったのは、真正面に座っている拓海だった。

  「話を聞いて思ったんだけど」

  　雅弥の顔を見ながら、拓海は手帳の三行目に記された隠しカメラに関するヒントを指さす。

  「このヒントには何の意味があるのかな？」

  「意味？　どういうことだ？」

  「ええと、何て言えばいいのかな。つまり、他のヒントはすべて犯人に繋つながる手がかりなのに、このヒントだけどうでもいい内容なんだよ。だってそうでしょ？　隠しカメラの場所がわかっても、犯人を見つけ出す手がかりにはならないよね？　犯人捜しとは無関係な情報を、どうしてわざわざヒントにして届けたんだろう？」

  「確かに、このヒントだけ犯人を捜す手がかりになっていない……」

  「だが、ヒントが無意味ということはないはずだ」

  　やり取りを聞いていた里見が、確信を込めて手帳の三行目を指さす。

  「一見無関係とも思える文面に、犯人を捜す手がかりが隠されているに違いない」

  　隠しカメラのヒントに隠された真の意味を見つけ出したとき、犯人の正体に一歩近づける。力強い里見の言葉からは、謎なぞと対たい峙じするミス研会長の興奮がひしひしと伝わってきた。

  「それともう一つ」

  　興奮する里見をよそに、拓海が遠慮がちに手を上げる。

  「嘘うそのヒントがどれかって話だけど、四つ目のヒントが嘘ってことはないのかな？」

  　拓海の指摘を受けて、雅弥はすぐさま手帳に書かれたヒント一覧を読み返す。だが、手帳には三つのヒントしか書かれていない。つまり四つ目のヒントとは――。

  「『一つだけ嘘がある』というヒントそのものが、嘘だという可能性は？」

  　雅弥の手を握ったまま、拓海が訴える。傍かたわらでは里見が真剣な目で二人の会話に耳を傾けている。ただ一人、玉緒だけが距離を置いて彼らを眺めていた。決して口を挟まずに、妖よう艶えんに微ほほ笑えみながら、玉緒はただ黙って雅弥たちを見つめていた……。
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  五日目　～和解の三人～

  

  　五日目。

  　学校から帰宅した里さと見みは、着替えることも忘れてコルクボードを睨にらみ続けていた。

  　いったい何を考えているのか。眼鏡めがねの奥で目を細め、眉み間けんに皺しわを寄せたまま、里見は微動だにしない。普段から他人を寄せ付けない空気を纏まとっている里見だが、今夜はいつにも増して刺とげ々とげしい雰囲気を撒まき散らしていた。

  　……そんな刺々しい雰囲気の里見に、声をかける男が一人。

  「里見先輩。ココアはいかがですか？」

  　声をかけたのは外ほかでもない。里見に嫌われていることを重々自覚している雅まさ弥やだった。

  　里見は横目でちらりと雅弥を見て、それから彼の手にある湯気の立つマグカップを見て、ふっと眉間の皺を緩ゆるませた。

  「ありがとう」

  　礼を言ってマグカップを受け取る里見。そのままココアに口をつけようとして……雅弥がまじまじと彼女を見つめていることに気がついた。

  「何だその目は。何か言いたいことでもあるのか？」

  「いいえ。ただ、里見先輩にお礼を言われるとは思っていなかったので、驚いただけです」

  「私にだって感謝の気持ちぐらいある」

  　片手で眼鏡の位置を直しながら、里見はマグカップ片手にコルクボードへと向き直る。さりげなく里見の隣に並び立った雅弥は、自分もココアを飲みながら四枚のカードを眺めた。

  「気になることでもあるのですか？」

  　四つのヒントを見比べながら、雅弥が何気ない口ぶりで尋ねる。対する里見も、そうすることが当たり前のように自然な口ぶりで答えた。

  「拓たく海みくんの話が少し気になっている」

  「拓海の？　そういえば里見先輩は拓海の大ファンでしたね。そんなに拓海のことが気になりますか？」

  「私が誰を気にしようと、お前には関係ない」

  「……ごもっとも」

  　雅弥の返答にも眉まゆ一つ動かさず、鉄面皮の里見は自分のマグカップに口をつける。

  「雅弥は、昼休みに拓海くんが話していた内容を覚えているか？」

  「無論です。拓海はテレビを見るのに忙しくて、なかなか小説を読み終わらないと嘆いていました。読みかけの推理小説を一週間も放置していると言っていましたから、よほどテレビが面白い――」

  　ギロリ。里見に流し目で睨まれた雅弥は、目を逸そらしながら自分のココアを口に含む。

  「冗談です。今日の昼休みに学食で会ったとき、拓海は二つの点を気にしていました。一つ目は、隠しカメラの場所を知ることがどうして犯人捜しに役立つのか。二つ目は、『嘘うそがある』というヒントそのものが嘘うそなのではないか」

  「そうだ。特に一つ目は、なかなか面白い指摘だと思わないか？」

  　拓海の顔を思い出したのか、里見が満足そうに何度も頷うなずく。

  「この家に集まった当初は、誰も隠しカメラの位置を知らなかった。だが、もしも最初から隠しカメラの位置を知っていた人物がいたとしたら？　その人物はどうやって隠しカメラの位置を知ったのか」

  「隠しカメラの位置を知っていたのは番組関係者だけのはず。つまり、隠しカメラの位置を知っていた人物は、番組スタッフと裏で繋つながっていたことになる。即すなわち……」

  「そう。最初から隠しカメラの場所を知っていた人物がいたとしたら、間違いなくそいつが犯人だ」

  「なるほど。『三枚目のヒントで隠しカメラの場所を知った』ことではなく、『三枚目のヒントが届くまで誰も隠しカメラの場所を知らなかった』ことが手がかりになるわけですね」

  　感心する雅弥を一いち瞥べつしてから、里見は窓ガラスに貼はられている家の間取り図を見た。

  「そういえば、雅弥は随分早くから間取り図に隠しカメラの位置を書き込んでいたな」

  「それは暗に俺が怪しいと言っていますか？」

  　声に不機嫌さを滲にじませる雅弥。里見はマグカップを左右に振ることで、否定の意思を示す。

  「単なる可能性の話だ。お前が早い段階から隠しカメラを探していたことに不自然さはない。ただ、他に隠しカメラについて言及した者がいないから……」

  　里見は言い訳がましく言い繕つくろい、そこではたと口を閉ざした。マグカップを持ったまま直立不動の姿勢を取る里見の、黒目だけがせわしなく動く。

  「……雅弥」

  「はい。何ですか？」

  「覚えているか？　三枚目のヒントが届く前、杏きよう子こは平然と風呂に入っていた」

  「覚えていますよ。杏子先輩はバスタオル一枚でうろついて真白をからかって……。そうか、風呂場に隠しカメラがないことを確信していなければ、とても風呂になんて入れない。あの時点で、杏子先輩は風呂場に隠しカメラがないことを知っていたんだ」

  　なるほど杏子先輩が犯人か、と感心した雅弥は、ハッとして里見を睨にらみつけた。

  「ふざけないでください。杏子先輩はすでに脱落しています。犯人ではありません」

  「その通りだ。杏子は犯人じゃない」

  　里見は携帯電話を取り出すと、慣れた手つきでボタンを操作する。

  「ならば、杏子はなぜ風呂場に隠しカメラがないことを知っていたのか。たとえば、誰かから隠しカメラの話を聞いたとか……」

  　里見が通話ボタンを押した直後、最初の呼び出し音が鳴ると同時に、受話器から威勢のいい声が聞こえてきた。

  『やっほ～！　里見が私に電話なんて珍しいね。何か用？』

  　そばにいた雅弥にもはっきりとわかるほど電話の声は大きく、底抜けに陽気だった。昨日まで同居していた能天気な同級生――水み無な月づき杏子に電話をかけた里見は、受話器から若干耳を離しながら問いかける。

  「杏子に聞きたいことがある」

  『なーにー？』

  「……どうでもいいが、その気の抜けた喋しやべり方は何とかならないのか？　聞いていてイラッとする」

  『いきなりお説教？　用がないなら切るよ』

  　病的なほど几き帳ちよう面めんな里見と、病的なほど大らかな杏子では、なかなか会話が噛かみ合わないらしい。雅弥は里見の肩を叩たたくと、半ば奪い取るような形で携帯電話を取り上げた。

  「こんにちは、杏子先輩。加か賀が雅弥です。質問してもよろしいでしょうか」

  『なーにー？』

  「杏子先輩は隠しカメラがどこに仕掛けられているかわからない頃から、平然と風呂に入っていましたね。風呂場に隠しカメラがあるとは考えなかったのですか？」

  『考えなかったよ』

  　間髪容れずに答えた杏子は、遠い記憶を辿たどるようにたどたどしく言葉を続けた。

  『だって、「犯人は紙を持っている」ってヒントが出たときに、女子は脱衣所で身体検査をしたじゃない。それで脱衣所に隠しカメラがないことは確認済みなんだと思って、安心してお風呂にも入れたんだよね』

  　話を聞いた雅弥が里見と顔を見合わせる。杏子の大きな声が聞こえていたのだろう。里見は顎あごに手を当てて考え込むような仕草を見せた。

  「身体検査のとき、最初に『脱衣所へ行こう』と言い出したのは……」

  『玉たま緒おだよ』

  　受話器から明瞭な答えが返ってきて、雅弥と里見は再び顔を見合わせる。

  「そう言えば、玉緒はあんなに隠しカメラの存在に怯おびえていたのに、身体検査のときは率先して脱衣所を使うと言い出した」

  「つまり、会長は脱衣所に隠しカメラがないことを前もって知っていた？」

  「そうだ。犯人しか知り得ないことを玉緒は知っていた」

  　里見のつぶやきに雅弥は頷うなずき、受話器を耳に当てる。

  「杏子先輩。その記憶に間違いはありませんか？」

  『間違いないよ。そのことを思い出して、私は昨日の多数決で玉緒を犯人として指名したんだから』

  　玉緒を犯人だと確信したから、杏子は昨夜の指名で玉緒を指さしたのだと証言する。事実を知った雅弥と里見が黙り込んでいると、そこへ、足音も立てずに何者かが近づいてきた。

  「私がどうかしましたか？」

  　耳触りのいい柔らかな声に、雅弥はすぐさま携帯の通話ボタンを押おう下かする。杏子の『あ』という悲鳴にも似た声を最後に、通話は切断された。

  　雅弥が振り返ると、リビングの入り口に玉緒が立っていた。雅弥から携帯電話を渡された里見が、眼鏡めがね越しに玉緒を睨にらみつける。迫力ある里見の視線を軽々と受け流しながら、玉緒はにこやかに微ほほ笑えんだ。

  「お二人揃そろって推理ごっこですか？　仲がよろしいですね」

  　普段と変わらぬ和なごやかな立ち振る舞いに、雅弥はどう応じればいいかわからず戸惑っている。言葉が出てこない雅弥を庇かばうように、里見は一歩前へと踏み出した。

  「玉緒に聞きたいことがある」

  「はい。なんでしょうか？」

  「玉緒は私たち女性陣を脱衣所へ連れて行き、服を脱がせて身体検査をした」

  「はい。そんなこともありましたね」

  「あのとき玉緒は、どうして脱衣所に隠しカメラがないことを知っていたんだ？」

  　里見の追及を受けて、玉緒はにこやかに微笑みを返す。

  「まあ、里見さんはおかしなことをおっしゃいますね。脱衣所に隠しカメラがないことを証明してくださったのは、外ほかでもない里見さんではありませんか」

  「私がいつそんなことを言った。私を陥れるつもりなら、たとえ玉緒でも……」

  「陥おとしいれるだなんてとんでもありません」

  　それは誤解だと、悲しそうな表情で訴える玉緒。一見すると、里見が玉緒をいじめているようにも見える。そのためか、一年間玉緒の下で働いてきた雅弥は、自然と里見に厳しい視線を向けていた。

  「里見さん、よく思い出してください。私たちの中で、最初にお風呂を使ったのは里見さんですよ」

  「私が？」

  「はい。朝早くから里見さんがシャワーを浴びていたと、真ま白しろが言っていました。それを聞いたから、私は『風呂場に隠しカメラがないことは里見さんが確認ずみ』だと思ったのです」

  「それは……。確かに私は、二日目の朝早くからシャワーを浴びたが」

  「ひょっとして隠しカメラの確認はされていなかったのですか？」

  「していない。あの時点では、特に隠しカメラを意識していなかったから……」

  「まあ、そうだったのですか。そうですね。そういうこともあるでしょう。私が早とちりしたのがいけなかったのですね。申し訳ありませんでした」

  「いや、玉緒が謝る必要は……ない……」

  　穴の開いた風船のように、里見の全身から気迫が抜け落ちていく。追及の手を失った里見は、助けを求めるように雅弥を見て……。そこで、冷め切った瞳ひとみで里見を見つめる雅弥の姿を目まの当たりにした。

  「何だ。私に言いたいことでもあるのか」

  「いえ、里見先輩が気にされることではありません」

  　意味深に答えながら、雅弥はバツが悪そうに里見から目を逸そらす。

  「ただ、そういえば俺が間取り図に隠しカメラの位置を書き込んでいたとき、里見先輩は誰も知らなかった台所のカメラの場所を知っていたな、と思い出しただけです」

  「……私を疑っているのか？」

  「とんでもない。俺は事実を述べているだけです。隠しカメラの場所を誰も知らない頃から、里見先輩は平然とシャワーを浴び、俺に台所のカメラの位置を教えてくれた……。ただそれだけの話です」

  　目を合わせようともしない雅弥に何を感じたのか、里見は奥歯を噛かみ締めると、マグカップを持ったままその場で踵きびすを返した。

  「邪魔だ」

  　リビングの入り口に突っ立っている玉緒を押しのけて、里見はリビングを後にする。階段を上る里見を見送った玉緒は、申し訳なさそうに上目遣いになりながら雅弥の顔を覗のぞき見た。

  「せっかくお二人が仲良くなりかけていたのに、なんだか私が邪魔をしてしまったようですね。申し訳ありませんでした」

  「いいえ、ご心配には及びません。里見先輩が不機嫌なのはいつものことです」

  　落ち着いた声で応じながら、雅弥は持っていたマグカップに口をつける。どうやらココアは冷め切っていたらしい。期待していたのと違う味わいを感じたのか、雅弥は露骨に眉まゆを顰ひそめた。

  「……会長。一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

  　冷め切ったココアを眺めながら、雅弥は信頼している生徒会長に問いかける。

  「前々から疑問に思っていたのですが、里見先輩はどうして俺のことを毛嫌いしているのですか？」

  「さあ。私も理由は知りませんが……。でも、なんとなく想像することはできます」

  　普段と変わらぬ穏やかな声で、玉緒は複雑な乙おと女めの心理を語る。

  「きっと里見さんは、雅弥さんに嫉しつ妬としているのですよ」

  　その説明では抽象的すぎたのか。雅弥は「意味がわからない」とでも言わんばかりに首を捻ひねると、持っていたマグカップに口をつけて――苦々しく眉を顰めた。

  

  　夕食の時刻になり、ずっと部屋にこもっていた里見もようやく二階から下りてきた。

  　いつも通りの不機嫌な顔でリビングに現れた里見は、テーブルに並んだ豪華な食事を目にして足を止める。テーブル脇わきの長なが椅い子すには、背筋を伸ばした雅弥が姿勢正しく着席していた。

  「……今日は雅弥が料理当番だと思ったが」

  「はい。その通りです」

  「そのお前が料理も作らずにここで何をしている」

  「夕食が出来上がるのを待っています」

  　雅弥が淡々と返事をしたところで、両手に皿を持ったエプロン姿の玉緒が台所から現れた。

  「里見さん、もう少し待っていてくださいね。すぐに夕食にしますから」

  　普段のおっとり具合からは想像もつかない手際の良さで、おかずを並べていく玉緒。

  「なぜ玉緒が夕食を作っている」

  「はい。学校帰りにコンビニで三人分のお弁当とカップ麺めんを買おうとしている雅弥さんを発見したので、お願いして当番を代わってもらいました。いけませんでしたか？」

  「いや、賢明な判断だ」

  「俺も同感です」

  　間髪容れずに賛同する里見と、間髪容れずに追従する雅弥。かくして玉緒お手製の夕食を心ゆくまで堪能した雅弥たちは、満腹の幸福感に浸りながらリビングでくつろぐこととなった。

  　台所から聞こえてくる洗い物の音をＢＧＭにしながら、雅弥はさりげなく里見の横顔を盗み見る。ソファに座っている里見は熱心に文庫本を読み進めていた。

  「本……」

  　何気なくつぶやいて、雅弥はコルクボードへと視線を移す。

  「何か気になるのか？」

  　本を読みながら、里見が平坦な声で尋ねる。声をかけられた雅弥はコルクボードから目を離すと、何事もなかったように悠然と足を組んだ。

  「いいえ、たいしたことではありません。ただ、日本語は難しいものだと思っただけです」

  「どういう意味だ」

  　雅弥の発言に興味をそそられたのか、里見は文庫本に栞しおりを挟みながら顔を上げる。里見に話を促された雅弥は、片手でコルクボードを指し示した。

  「二枚目のヒントが『犯人は紙を持っている』となっていますが、この言葉では意味に幅があると思ったのです」

  「幅がある？」

  「はい。たとえば」

  　語りながら、雅弥は里見が持っている文庫本を指さす。

  「『その本なら俺も持っている』と言った場合、本を手に持っている場合でも、家の本棚に入っている場合でも、どちらも表現として間違いではないということです」

  「肌身離さず身につけていなくても『持っている』と言える……。そうか、身体検査だけでは不十分ということか」

  　つぶやいた里見が、思案するように文庫本のカバーを指で叩たたく。コツ、コツ、コツ、と爪の音がリズミカルに響いて、里見は勢いよくソファから立ち上がった。

  「雅弥。私をお前の部屋に入れろ」

  　いきなり雅弥の部屋に入りたいと申し出る里見。言葉足らずなのが彼女の持ち味なので、真意を掴つかみかねている雅弥は困惑するばかりだ。

  「ええと、里見先輩は俺の部屋に入って何をするつもりですか？」

  「家宅捜索」

  　断定口調で、彼女は「雅弥の部屋を隅々まで調べ尽くす」と宣言する。

  「もしもお前の部屋から『私が犯人です』と書かれた紙が見つかれば、それは『雅弥が紙を持っている』という意味にも取れる。つまり、雅弥が犯人だと断定できる」

  「そんなに俺を犯人にしたいのですか」

  「勘違いするな。調べるのはお前の部屋だけじゃない。玉緒の部屋も、私の部屋も隅々まで調べる。それで文句はないはずだ」

  「別に俺は里見先輩の部屋を物色したいわけでは……」

  「玉緒もそれでいいな」

  　女性の部屋を調べることに躊ちゆう躇ちよする雅弥を無視して、里見は台所へと声をかける。台所から顔を出した玉緒が「何ですか？」と朗らかに微ほほ笑えんだので、里見はまったく同じ説明をもう一度繰り返すこととなった。

  　熱意を込めて家捜しの必要性を説く里見。その熱心な姿を見て、雅弥は誰にともなく囁ささやく。

  「この積極性は里見先輩らしくないな。今のままでは里見先輩が第一容疑者だから、さすがに焦っているということか」

  　隠しカメラの一件があるため、今のままでは里見が犯人に指名される可能性が高い。どうあっても生き残りたい里見としては、今夜九時までに何としても真犯人を見つけ出したいのだろう。強引に家捜しを進める里見から目を逸そらした雅弥は、何気なくテーブルを見て……。

  　一通の封筒がテーブルの片隅に置かれていることに気がついた。

  　封筒の表には、楷かい書しよで「最後のヒント」と記されていた。

  「最後？」

  　つぶやきながら、雅弥は封筒を取り上げる。封筒の裏にはしっかりと、「歌劇学園的ケードロ実行委員会」の署名が印刷されていた。

  「雅弥さん。その封筒は？」

  　玉緒に声をかけられた雅弥は、持っていた封筒を掲げて見せる。

  「最後のヒントだそうです」

  　雅弥は用意してあったペーパーナイフで手際よく封を切ると、封筒を逆さまにひっくり返した。ストンと音を立てて、ガラスのテーブルにカードが落ちる。

  



  枠に囚とらわれない


  発想が必要。


  

  　カードにはただ一言、それだけが記されていた。

  「枠に囚われない？　どういう意味だ？」

  　枠という単語に引っかかるものでもあるのか。雅弥は何かを探し求めるように部屋の入り口を眺め、その近くにあるコルクボードを眺め、その隣にある――。

  「額面通りに受け止めるなら、『犯人を捕まえるには枠に囚われない発想が必要だ』という意味ですが」

  　雅弥の思考を遮さえぎるように、玉緒が唐突に意見を述べる。玉緒の意見を聞いた里見が、テーブルからカードを拾い上げた。

  「『持っている』という表現は、物を『掴つかむ』『携帯している』といった意味の他に、物を『所有』『保有』するといった意味でも使われる。おそらく、それが枠に囚われない発想だ」

  　里見は最後のヒントカードを手にしたまま、リビングの出口を――その先にある二階に続く階段を見た。

  「やはり今すぐに全員の部屋を調べるべきだ。『私が犯人です』と書かれた紙は、誰かが部屋に隠し持っているはずだからな」

  　こうして、里見主導による大掛かりな家宅捜索が始まった。

  　――五日目の午後九時まで、あと一時間弱。

  

  「どうぞ、お入りください」

  　最初に三人が訪れたのは玉緒の私室だった。最初に部屋に入った玉緒が、残る二人を招き入れる。里見は躊ちゆう躇ちよなく部屋に上がりこみ、後に残った雅弥は……扉の外に立ったまま、落ち着きなく黒縁眼鏡めがねを指で押し上げていた。

  「会長。やはり男の俺が女性の部屋を物色するのはまずいと思います。俺はここで待っていますから、お二人で部屋を調べて……」

  「気になさらないでください。見られて困るような物は何もありませんから」

  「どうせ後でお前の部屋も調べられるんだ。おあいこだと思って遠慮なく物色すればいい」

  　恥じらいを知らない女性二人に言い含められて、雅弥はしぶしぶ足を踏み入れる。初めて見る玉緒の部屋は、想像以上に殺風景な場所だった。

  　家具はベッドとタンスだけ。あとは手荷物や時計などの雑貨があるくらいで、年頃の女性の部屋とは到底思えないシンプルさだ。

  「この家で過ごすのは長くても一週間程度ですから、もともと必要最低限の荷物しか持ち込んでいないのです」

  　部屋の中央に立った玉緒が殺風景な理由を説明する。雅弥は綺き麗れいに掃除された床を見て、感心したように頷うなずいた。

  「見られて困るような物は、もとより持ち込んでいないわけですか」

  「はい。ですから、思う存分調べていただいて結構ですよ」

  　やましいところはないとばかりに、悠然と構える玉緒。部屋の主から許可を得た雅弥たちは、さっそく捜索を開始した。

  「里見先輩はタンスとベッドを調べてください。俺は手荷物を調べます」

  　さすがにタンスの中身を探るのは気が引けたのか、雅弥が里見との役割分担を申し出る。里見にも異論はなく、二人はそれぞれの持ち場を丹念に調べ始めた。

  　玉緒がにこやかに見守る中、家捜しは順調に進み……。

  「タンスは問題なさそうだ」

  　タンスを調べ終えた里見が、続いてベッドの探索を開始する。そこで里見は、枕もとに置かれている一冊の文庫本を発見した。

  「玉緒。この本は？」

  「それは私がいつも寝る前に読んでいる本です」

  　自分の愛読書だと主張する玉緒。里見は「ほう」と感心気味につぶやくと、枕もとにある文庫本を手に取った。

  「これが玉緒の愛読書か」

  　つぶやきながら、里見はパラパラとページを捲めくる。

  「！」

  　いきなり目を見開いた里見が、勢いよく文庫本を閉じた。がっちりと本を挟み込んだ手は心なしか震えているようで、顔色も幾分青ざめて見える。

  「なぜ……ＢＬ……」

  　つぶやいた里見は、雅弥に感づかれないよう足音を忍ばせながら玉緒に歩み寄った。玉緒の眼前に文庫本を突きつけて、里見は小声で器用に怒鳴る。

  「この本は何だ！　どうしてこんな物を持っている！」

  「どうしてと言われても、『私の好きな本だから』としか答えようがありませんが」

  「好き？　この本が？　この本は、いわゆる、その、ＢＬというやつだぞ？　ボーイズラブ、つまり男同士の恋愛を描いた――」

  「里見さんは、ＢＬはお嫌いですか？」

  　真顔で質問された里見が「あうあうあう」と意味不明な言語を口走る。突然の質問に動揺を隠し切れない友人を見て、玉緒は納得したように頷うなずくと、いつになく真剣な顔つきで里見に語りかけた。

  「みなまで言わなくともわかります。里見さんもお好きなのですね」

  「勝手に解釈するな」

  「ちなみに里見さんは、拓海×雅弥と雅弥×拓海のどちら派ですか？」

  「黙れ」

  「正直に言うと、私はどちらもアリだと思うのです」

  「いいから黙れ」

  　額に青筋を浮かべた里見に本気で叱しかられて、玉緒は寂しそうに人さし指を突き合わせる。いつの間にか同類扱いされていた里見は、持っていた文庫本を玉緒の手に押し付けた。

  「こういう物は人目につかないところに隠しておけ」

  　本を突き返された玉緒は、文庫本を見て、里見の顔色を窺うかがって、それから慈愛に満ちた優しい微笑ほほえみを浮かべた。

  「読みたいのならお貸ししましょうか？」

  「いらん！」

  　里見が玉緒の親切心を拒絶した、そのとき。部屋の調査を終えた雅弥が、馴なれ馴れしく里見の肩に手を乗せた。
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  「里見先輩。部屋を調べ終わ――」

  「私に触るな！」

  　いきなり憤ふん怒どの形相で叫ばれて、声をかけた雅弥が目に見えて怖おじ気けづく。

  「あ……いや、すまない。それで、怪しい物は見つかったか？」

  「いえ特には。しいて言えば里見先輩の様子が非常に怪しいですが」

  「そうか。では次の部屋へ行くぞ」

  　さっさと部屋を出て行こうとする里見に、雅弥が慌てて付き従う。にこにこと微ほほ笑えみながら文庫本を元の場所に戻した玉緒は、二人に遅れて悠々と部屋を後にした。

  

  「雅弥の部屋は本当に何もないな」

  「そうですね。面白味がありませんね」

  「家宅捜索に面白味を求めないでください」

  　雅弥の部屋に入った里見たちは、あまりの荷物の少なさに唖あ然ぜんとしてしまった。あっという間に物色を終えた三人が、何の収穫もないままぞろぞろと雅弥の部屋を後にする。

  「残るは里見さんのお部屋だけですね」

  　玉緒の言葉に、里見は険しい顔つきで頷うなずいた。

  　ここまでの調査は収穫ゼロと言っていい。完全に当てが外れた里見だが、ここまでやっておきながら二人の入室を拒否するわけにもいかない。部屋の前に立った里見は「入れ」と短くつぶやいて、ドアノブに手をかけた。

  　――里見の部屋は、無数の紙で埋め尽くされていた。

  　入居して五日目とは思えないほど散らかった部屋を、雅弥と玉緒が足場を探しながら慎重に歩く。床には雑誌やハードカバーの本がうずたかく積み上げられている。机には筆記用具と大学ノート、手帳サイズの電子辞書、それにノートパソコンとプリンタが設置されており、散乱した紙くずはプリンタから排出された用紙の束だと推測できた。

  「里見先輩は部屋で何をされているのですか？」

  　床に散らばるプリントの束を手に取った雅弥が、パラパラと紙をめくって中身を確認する。

  「脚本を書いている」

  　雅弥の手からプリントを取り上げた里見が、ぶっきらぼうな物言いで答えた。高校生の身でありながら二時間ドラマの脚本家としても活躍している里見に、雅弥はことさら感心してみせた。

  「なるほど。毎日夜遅くまでこの散らかった部屋で、えんじ色のジャージを着て度の強い眼鏡めがねをかけたぼさぼさ頭の里見先輩が黙々とノートパソコンをカタカタカタカタ叩たたいているわけですね。姿が目に浮かびます」

  「勝手な想像をするな。わりと当たっているだけに腹が立つ」

  　不機嫌そうに答えながら、里見は持っていた紙束をくしゃくしゃと丸めて潰つぶした。

  　雅弥はしかし悪びれた様子もなく、積み上げられた本の山を眺める。雑誌、文庫本、ハードカバー……小説以外にもノンフィクションやエッセイ集、果ては建築物の写真集まで、多種多様な本が雑多に山積みされていた。

  「ひょっとして、ここにあるのは脚本を書くための資料ですか？　一つの話を作るのにこれだけの資料を読み込むとは、さすがは里見先輩。努力家ですね」

  「才能のない人間は、人の何倍も努力するしかないだけだ」

  　本気なのか嫌味なのかわからない態度で、里見は丸めたプリントをゴミ箱に放り込む。円筒形のゴミ箱は、すでに紙くずで満杯になっていた。

  　散らかった部屋を感慨深そうに眺めていた玉緒が、一連のやり取りを聞いて優しい口ぶりで尋ねる。

  「里見さんが今書かれている脚本は、やはりミステリ物なのですか？」

  「そうだ。主人公が連続殺人事件のトリックを暴く、ミステリ仕立ての物語を書いている」

  　話を聞きながら、雅弥は床に転がっていた推理小説を手に取る。「ミステリ……」と消え入りそうな声でつぶやくと、雅弥は里見の顔を見た。

  「では当然、脚本の中には犯人が自供する場面もありますよね？　たとえば、殺人犯が『私が犯人です』と自白するような場面が」

  「……何が言いたい」

  　雅弥を見る里見の目つきが鋭くなる。だが、雅弥は怯ひるむことなく里見を睨にらみ返した。

  「書きかけの脚本と称して、里見先輩は『私が犯人です』と書かれた紙を隠し持っているのではありませんか？」

  　追及を受けた里見の目から感情の色が消え失せる。里見は雅弥たちに背を向けると、紙くずの詰まったゴミ箱を持ち上げた。

  「そんなに私を犯人にしたいなら、好きなだけ調べればいい」

  　ゴミ箱をひっくり返す里見。バサバサと音を立てて大量の紙が床にばら撒まかれる。露骨に不機嫌な態度を取る里見に、玉緒は僅わずかに表情を曇らせた。

  「これだけ大量に紙があると、九時までにすべて調べるのは不可能ですね」

  「そうですね。しかも調べるべき紙は他にもありますから」

  　そう言って、雅弥は部屋の隅に積み上げられた本の山を指さす。

  「里見先輩はミス研の会長ですから、推理小説も数多く持っています。その中に『犯人は私です』と書かれた小説があるかもしれません」

  　推理小説に犯人の自供は付き物。それは一冊の本を「たくさんの紙の集まり」と捉えた雅弥なりの推理だった。里見はゴミ箱を床に放り投げると、声に怒りを含みながら反論する。

  「小説を持っているのは私だけじゃない。玉緒だってＢ……小説を持ってる」

  　微妙に言葉を濁らせながら、里見は玉緒にも疑惑を向けさせる。里見の言にも一理あると思ったのか、雅弥は「なるほど」と頷うなずいて玉緒の顔色を窺うかがった。

  「里見先輩の言い分はもっともです。小説を持っているのは会長と里見先輩の二人だけ。会長の持っている小説に『私が犯人です』という文言がないとは言い切れません」

  　雅弥は散らかった紙束を避けながら、部屋の出口へと歩き出す。

  「では会長の本は俺が調べましょう。会長は里見先輩の本を調べてください」

  「待て。どこへ行く気だ」

  　部屋を出て行こうとする雅弥を里見が呼び止める。振り返った雅弥は、さも当然のように言い返した。

  「会長の部屋に戻って、枕もとにあった小説を調べてきます」

  「調べるとは、どうするつもりだ」

  「どうって……読んで中身を確認するつもりですが」

  「読むのか！」

  　なぜか焦った様子で声を荒げる里見。

  「お前、本気であの本を読むつもりなのか！」

  「読みますよ。読まなければ中身を確認できないでしょう？」

  「そ、それは道理だが……」

  　ちらりと、里見は玉緒の様子を窺う。玉緒は「何をそんなに騒いでいるのかしら」とでも言いたげな様子で、不思議そうに小首を傾かしげていた。

  「この期に及んで何をのほほんと……」

  「里見先輩、どうかされましたか？　俺が本を読むことに問題でもありますか？」

  「問題大ありだ。いいか、あの本は私が調べる。雅弥はこの部屋を気が済むまで調べていろ」

  「それはいけません。里見先輩は容疑者なのですから。自分が生き残るために、会長を犯人に仕立て上げようと嘘うそをつく可能性が……」

  「そんなことはしない。とにかく、雅弥は玉緒の本を読むな」

  「どうしてですか？」

  「乙おと女めのプライバシーだ」

  「意味がわかりません。もっと詳しく説明してください」

  「詳しく語れだと!?　何と破は廉れん恥ちな！」

  　噛かみ合わない二人の会話は、徐々に口くち喧げん嘩かの様相を呈してきた。当事者でありながらなぜか傍観者の立場で眺めていた玉緒が、二人の喧嘩を仲裁しようと右往左往する。

  「あの、里見さん？　私は別に、雅弥さんに本を読まれても気にしませんから」

  「気にしろ！　頼むから気にしてくれ！」

  　命令口調で懇願する里見。普段の物静かな佇たたずまいをかなぐり捨てて、里見は玉緒の肩をがっちりと掴つかみ、真っ直ぐに目を見ながら小声で訴える。

  「いいか、雅弥があの本を調べるということは、お前の趣味がテレビを通じて全国に晒さらされるということだ。それでは玉緒の清純なイメージが台無しになる。私は友人の恥を全国ネットで晒すような真ま似ねはしたくない」

  「別に私は恥だと思っていませんが」

  「ああ、うう、そうだな、趣味嗜し好こうは人それぞれだ。言い方が悪かった。とにかく友人が奇異の目で見られるようなことを、私は望まないと言いたくて……」

  　懸命に説得を続ける里見の姿に、玉緒はかすかな笑みを浮かべる。玉緒の反応に気づいた里見は、普段に輪をかけて仏頂面になった。

  「何だ。何が可お笑かしい」

  「気に触ったのなら申し訳ありません。ですが、里見さんが私に面と向かって『友人』と言ってくださったのは初めてなので、嬉うれしくてつい」

  「玉緒は私の友人だ。そんなこと改まって言うまでもない」

  「ええ、もちろんわかっています。けれど、わかっていてもはっきり口に出して言われると嬉しいものなのですよ」

  　くすくすと声を殺して笑っていた玉緒は、笑顔のまま雅弥に向き直った。

  「雅弥さん。ここは里見さんの言う通りにしていただけませんか。里見さんは友人に嘘うそをつくような方ではありませんから」

  「……わかりました。会長がそう言うのであれば」

  　大人しく引き下がる雅弥を見て、里見はぽつりとつぶやく。

  「お前、玉緒の言うことは素直に聞くんだな」

  「それはお互い様です」

  　里見と雅弥の剣けん呑のんなやり取りを眺めながら、玉緒はくすくすと声を殺して笑っていた。

  

  　時計の針は間もなく午後九時をさそうとしている。

  　里見の所有物である本と原稿をリビングに運び込んだ玉緒と雅弥は、時間ギリギリまで内容の確認を行っていた。長なが椅い子すに座って本を斜め読みしていた雅弥は、大きく息を吐き出しながら、持っていた小説をテーブルに置く。

  「九時までにとても全部は読みきれませんね」

  「そうですね」

  　プリントの束に目を通しながら、玉緒が淑しとやかに相あい槌づちを打つ。時間を確認しようと時計を見上げた雅弥は、リビングの入り口をくぐる人影を視界に捉えた。

  　……青ざめた顔をした里見が、げんなりとした様子で歩いている。

  「里見先輩、お疲れ様です。会長の本はもう読み終わったのですか？」

  「ああ。隅々まで読ませてもらった」

  「『私が犯人です』という文章は見つかりましたか？」

  「いや、見つからなかった」

  「……顔色がすぐれませんが、気分でも悪いのですか？」

  「気にするな。読み慣れないジャンルの本だったから、少し拒絶反応が出ただけだ」

  　水でも飲もうと思ったのか、里見が青白い顔のままふらふらと台所に向かう。里見の後ろ姿を心配そうに眺めながら、雅弥はそばにいる玉緒に声をかけた。

  「里見先輩をあそこまで疲ひ弊へいさせるとは。いったい会長はどんなジャンルの本を持ち込んでいたのですか？」

  「はい。ボーイズラ――」

  「馬鹿者っ！」

  　台所に向かっていたはずの里見が、信じられない俊敏さで玉緒の背後に回り込み、両手で口を塞ふさぐ。玉緒の呼吸を止めたまま、里見は彼女を部屋の隅へと引きずって行った。

  「どういうつもりだ。私の苦労をぶち壊す気か」

  「申し訳ありません。質問されたのでつい……」

  「黙れ正直者が」

  　叱しかられた玉緒が、しゅんとしながらソファに戻る。その後、雅弥が同じ質問を繰り返したが、玉緒はちらりと里見を見て、

  「ヒ・ミ・ツです♥」

  　とにこやかに誤魔化すばかりだった。

  　里見から執しつ拗ように睨にらまれている玉緒が、どことなくわざとらしい口ぶりで雅弥に話を振る。

  「どうやら、今日は手がかりのないまま多数決になりそうですね」

  「そうですね。この分だと、おそらく犯人として指名されるのは……」

  　雅弥の視線が里見へと向けられる。里見は眉まゆを顰ひそめると、二人から離れた場所にあるマッサージチェアに腰を下ろした。雅弥の様子を気にかけながら、玉緒は静かに席を立つ。

  　里見のもとに歩み寄った玉緒は、マッサージチェアの背もたれにそっと手をかけた。

  「里見さん、元気を出してください。まだ里見さんが犯人に指名されると決まったわけではありませんから」

  「気休めはいらない。玉緒はともかく、雅弥は私を犯人に指名したくてうずうずしているに決まっている」

  「まあ。どうしてそんな風に思うのですか？」

  「……あの男が、私を嫌っているからだ」

  　里見がマッサージチェアのスイッチを入れる。雅弥に声が届かないようにという配慮なのか。機械の駆動音に声を重ねる里見は、肩や腰を揉もまれても一切表情が変わらなかった。

  「私は雅弥のことが嫌いだ。だから雅弥だって私のことが嫌いに決まってる」

  「そんなに雅弥さんのことがお嫌いなのですか？」

  　玉緒が穏和に語りかけるが、里見は何も答えようとしない。玉緒は強情な駄々っ子をあやすように、里見の髪を優しく撫なでた。

  「ではこうしましょう。里見さんが私のお願いを聞いてくださるなら、今日の多数決で私は私自身を指名します。そうすれば今日の多数決は私が犯人になるでしょう」

  　真白が自分自身を指名して脱落したように、玉緒は自分を犯人に指名すると申し出る。機械に肩を揉まれながら、里見は目つきも悪く玉緒を見上げた。

  「なぜそこまでする。玉緒だって主役になりたいはずだ」

  「はい。ですが、私には主役になるよりも大切なことがあるのです」

  「そこまでして玉緒が私に願うこととは何だ」

  「それは……」

  　玉緒は「慈愛」という形容が相応ふさわしい、愛情と慈しみに満ちた笑顔を浮かべた。

  「お願いですから、雅弥さんと仲良くしてください」

  　天使のような笑顔で告げられて、里見は渋じゆう面めんのまま黙り込む。マッサージ機の単調な駆動音と、本を読む雅弥のページを捲めくる音だけが、広いリビングに虚むなしく響く。

  　たっぷりの間を置いて、しかめっ面つらのまま里見は答えた。

  「どうして私が、あの男と仲良くしなければいけないのだ」

  「私がお二人に仲良くなってほしいからです」

  「なぜだ。私と雅弥の仲がどうなろうと玉緒には関係ないだろう？」

  「私はお二人のことが大好きです。ですから、里見さんと雅弥さんにも仲良くなってほしいのです。大好きなお二人が仲良くしていると、私はとても嬉うれしくなるのです」

  　説明を聞いた里見は、機械の駆動音に己のため息を重ねた。

  「私が雅弥と話をしていると、いつも楽しそうな顔をしていたのはそのせいか」

  「気づいていましたか」

  「玉緒はすぐ顔に出る」

  「まあ」と言いながら顔を押さえる玉緒は、どことなく楽しそうだった。里見は機械にマッサージされながら、呆あきれ気味に片手を振った。

  「玉緒の言い分はわかった。だが、やはりその申し出は受け入れられない」

  　驚く玉緒へ、里見は胸を張り、堂々と持論をぶちまける。

  「勝負に負けたのに、お情けで生き残るのは私のプライドが許さない。特に玉緒に――友人に憐あわれみをかけられるのは何よりも耐え難い」

  「プライドですか。それは厄介な問題ですね」

  　苦笑いする玉緒。「自分のために友人を犠牲にする気はない」と息巻く里見は、仏ぶつ頂ちよう面づらのままマッサージ機のスイッチに手をかける。

  「だが、せっかくだ。玉緒の願いは聞いてやる。不本意だが雅弥を毛嫌いするのはやめてやろう。……もっとも、向こうに私と仲良くする気があればの話だが」

  「そこまでおっしゃるなら、雅弥さんが本当に里見さんを嫌っているか試してみませんか？」

  　里見の手に自分の手を添えた玉緒が、マッサージチェアの電源を切る。耳障りな機械音が消えた部屋で、玉緒は熱心に本を読んでいる雅弥の名を呼んだ。

  「雅弥さん。一つお願いがあるのですが」

  　何事かと顔を上げた雅弥へ、玉緒は爽さわやかに依頼する。

  「今日の多数決ですが、私と里見さんのどちらを犯人にするか、雅弥さんの一存で決めていただけませんか？」

  　いきなり二者択一を迫られた雅弥が、きょとんとしながら二人の顔を見比べる。

  「残り一日を雅弥さんが誰と過ごしたいか、よく考えて指名してください」

  　今夜指名した人物が犯人ではなかった場合、残った二人は二人きりで一夜を過ごすことになる。玉緒は雅弥に対して「自分と里見のどちらと一緒にいたいか」と暗に問うていた。

  　にこやかに質問する玉緒の背後で、里見は顔を隠しながら不機嫌そうにつぶやく。

  「私と玉緒では比べるべくもない。どちらと一緒にいたいかと問われれば、誰だって玉緒と一緒がいいに決まっている」

  　玉緒の問いかけを受けて、雅弥は長なが椅い子すに座ったまま黙り込む。雅弥が沈黙を貫いていると……唐突にテレビの電源がＯＮになった。

  　ファンファーレの音が鳴り響き、画面に「ジャッジメントタイム」の文字が躍る。

  『ぶるあ～！　ごきげんよう諸君！　我が輩は天の声であーる！』

  「九時になったようですね」

  　雅弥が冷静につぶやき、持っていた小説をテーブルに置いた。にこやかに微ほほ笑えむ玉緒と、仏頂面の里見を見比べて、雅弥は大きく肩を落とす。

  『審判の時は来た！　誰を犯人に指名するか宣言するのだ！』

  　天の声に促された雅弥は、すがるような目で女子二人を見た。

  「本当に俺が決めていいんですね？」

  　玉緒と里見が同時に頷うなずき、雅弥はゆっくりと右手を持ち上げる。

  「俺は」

  　雅弥の指が、はっきりと――玉緒を指さした。

  「……会長を犯人に指名します」

  　後輩から犯人呼ばわりされた玉緒が、笑顔で「はい」と応じる。直後、リビングにドラムロールの音が鳴り響き、テレビ画面に「ハズレ」の文字が表示された。

  『残念！　由よし井い玉緒は犯人ではない！　したがって由井玉緒は脱落であーる！』

  　天の声が玉緒の敗北を宣言する。予想外の結末に、生き長らえた里見は驚きに目を見開いていた。

  「なぜだ。どうして雅弥が、玉緒を犯人に指名したんだ」

  　里見からの抗議を受けて、雅弥は緊張の糸が切れたように深く息を吐き出す。

  「マッサージ機の音ぐらいで誤ご魔ま化かせると思ったのですか。本気で聞かれたくない話なら、俺のいない場所でしてください」

  　どうやら雅弥は、本を読むふりをしながら、しっかり二人の会話に聞き耳を立てていたらしい。二人の会話が筒抜けだったことを伝えた雅弥は、呆あきれ顔で首を左右に振った。

  「目の前であんな会話を聞かされたら、とても里見先輩を指名なんてできません。そんなことをしたら俺が会長に嫌われてしまいます」

  　玉緒に嫌われたくなかったから、雅弥は玉緒を犯人に指名した。雅弥の事情を聞かされた里見は、顔を伏せると、そばにいた玉緒の肩に手を置いた。

  「なるほど。玉緒に嫌われたくなかったからか。その言い分は私にも理解できる」

  　玉緒の肩を抱き寄せて、玉緒の顔を間近に見て、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらだった里見がかすかに笑う。

  「絶対に嫌われたくない相手というのは、誰にでもいるものだ」

  　そうして里見は玉緒の脱落を受け入れた。外ほかでもない、それが玉緒の望みだったから……。

  

  「それではお二人とも、残り一日頑張ってください」

  　荷物をまとめた玉緒が、玄関で頭を下げている。生き残った雅弥と里見は、脱落者となった玉緒が去るのを家の中から見送っていた。

  　何度も会釈しながら玉緒が家を出て行く。重々しい金属音を響かせて玄関の扉が閉まり、玉緒の姿が見えなくなって……。里見は内に秘めた苦悩を吐き出すように、重苦しく言葉を発した。

  「……私は心のどこかで玉緒を疑っていたのかもしれない。玉緒が私を犯人に仕立て上げようとしているんじゃないかと。玉緒が私を陥おとしいれようとしているんじゃないかと」

  「会長は友人を傷つけたりしません。会長は天然なので、ちょっと誤解されることが多いだけです」

  「本人が聞いたら『自分は天然じゃない』と否定しそうだがな」

  　雅弥の一言で気が楽になったのか、里見が珍しく軽口を返す。

  　いつになく和なごやかな雰囲気の里見に、雅弥も今なら大丈夫だと思ったのか、気軽な口ぶりで声をかけた。

  「いい機会なので里見先輩にお尋ねしたいのですが」

  「何だ。今なら何でも答えてやるぞ」

  「どうして里見先輩は俺のことを嫌っているのですか？」

  　あまりにもストレートな質問だったので、和なごやかな雰囲気から一変、里見の周囲に見えない緊張の糸が張り詰めた。

  「何でも答える」と言った手前からか、里見が真剣な面持ちで解答を思案する。答えを探して黙り込んだ里見に、雅弥は落ち着いた態度で助け舟を出した。

  「そういえば前に会長が言っていました。里見先輩は俺に嫉しつ妬としているのだと。嫉妬しているから、俺に冷たく当たるのだと。本当にそうなのですか？」

  「嫉妬……。そうだな。そうかもしれない」

  　観念したように里見が首肯する。里見の正直な気持ちを知った雅弥は、息苦しそうに呼吸を詰まらせた後、躊躇ためらいがちに言葉を紡つむいだ。

  「そうですか。里見先輩のお気持ちはよくわかりました。ですが、どうかこれだけは言わせてください。俺と拓海の間にあるのは友情だけです。それ以外の感情は一切ありません」

  「………………何の話だ？」

  「ですから、会長がはっきりと言ったのです。里見先輩は拓海のことが好きだから、拓海と仲のいい俺に嫉妬しているのだと。ですが拓海には橘たちばな九く月がつというれっきとした恋人がいます。俺と拓海はそういう関係ではないのです。俺に嫉妬するのはお門違いだと……。里見先輩？　急いで靴を履いて、どこへ行くつもりですか？」

  「玉緒を殴ってくる」

  「里見先輩。いくら図星をさされたからといって、会長に当たるのはどうかと思いますが」

  「どこが図星だ！　雅弥もあんなＢＬ女の話を鵜う呑のみにするな！」

  「ＢＬ？　それは何ですか？」

  「いや、何でもない。気にするな。忘れてくれ」

  　怒鳴ったことで逆に落ち着きを取り戻したのか、外に出る気も失せたらしい里見は、靴を履いたまま玄関先でしばし立ち尽くす。

  　やがて、雅弥に背を向けたまま、里見はポツリとつぶやいた。

  「……私は、加か賀が雅弥の才能に嫉妬していた」

  「才能？　才能ならば里見先輩の方が俺なんかよりよほど……」

  「私が皆から何と呼ばれているか知っているか？」

  　いきなり話が変わって、雅弥は咄とつ嗟さに言葉が出てこない。それでも何とか質問に答えようと、雅弥はその場で腕を組み、律儀に考え込んだ。

  「里見先輩のあだ名ですか？　そういえば、前に杏きよう子こ先輩がそんな話をしていた気が……」

  「『女加賀雅弥』だ」

  　振り返った里見が雅弥の顔を睨にらみつける。だが、それは最初に出会った頃の刺とげ々とげしい視線とは違う、憂うれいを含んだ寂しげな眼まな差ざしだった。

  「私は皆から『女加賀雅弥』と呼ばれている。わかるか、この屈辱が。二年半必死に頑張ってきて、それなりに実績もあげてきたつもりなのに、ついたあだ名が後輩の名前だぞ。キャラが似ているのなら雅弥の方が『男高たか屋や敷しき里見』と呼ばれるべきじゃないか。なぜ雅弥の方が扱いが上なのだ？　私は雅弥よりも劣っているのか？　私の二年半は、加賀雅弥の一年半にも及ばないのか！」

  　里見らしからぬ激げき昂こうぶりに、雅弥は返す言葉が見つからない。そうして雅弥が黙り込んだのをいいことに、里見は抑えつけていた感情を一気に爆発させた。

  「私はみんなに認めてほしかった。無愛想で、口下手で、極度の人見知りでも、死ぬ気で頑張れば認めてもらえることを証明したかった。それなのに、私の二年半の努力を加賀雅弥は踏みにじったんだ。私が雅弥の才能に嫉しつ妬として何が悪い。私はお前にだけは絶対に負けたくなかったんだ！」

  　言いたいことを言い切ったのか。里見は呼吸も荒く肩を上下に揺らす。里見から激しい怒りを向けられた雅弥は……ふっと、口元をほころばせた。

  　雅弥の薄笑いを見て、里見の瞳ひとみが更なる怒りに燃え上がる。

  「何が可お笑かしい」

  「いえ、すみません。気を悪くしたのならば謝ります。正直に言うと安心したのです。初めて会ったとき、里見先輩は俺と口をきこうともしませんでした。以来、俺はなぜ里見先輩に嫌われているのかと、ずっと悩んでいたので……」

  「初対面のあのときは、いきなり雅弥が現れたから、驚いて何を言えばいいかわからなかっただけだ」

  「ええ、今ならよくわかります。里見先輩は人見知りだから、心を許した相手以外とは上う手まくコミュニケーションが取れないだけなのです。人見知りで口下手だから誤解されやすいなんて、里見先輩にも存外可愛かわいらしいところがあるのですね」

  「可愛らしい？　それは私を馬鹿にしているのか？」

  「滅めつ相そうもない。それどころか感激しているのです。だって人見知りの里見先輩が、こうして俺に、自分をさらけ出してくれたのですから」

  　黒縁眼鏡めがねを中指で押し上げながら、雅弥は言葉に想いを込める。

  「それに、あの里見先輩が俺のことをライバル視していたとは――俺の存在を意識していたとは、これほど光栄なことはありません」

  「小さなことにこだわる女だと呆あきれているのだろう？　笑いたければ遠慮なく笑え」

  「笑いませんよ。笑うはずがない」

  　真面目な顔で、雅弥は真っ直ぐに里見を見つめる。

  　眼鏡をかけた似た者同士が、玄関を挟んで見つめ合う。

  「俺は里見先輩を心から尊敬しています。尊敬している人を、笑うはずがない」

  「尊敬？　雅弥が、私を？」

  　納得していない様子の里見に対して、雅弥は指先で眼鏡めがねを押し上げながらぎこちなく目線を外した。

  「……歌劇学園には、脚本家として成功している女子生徒がいる。その話を聞いたとき、俺は心から感動したのです。俺はその女性を、本気で応援したいと思ったのです」

  　眼鏡を押さえながら、雅弥は実直に想いを語る。

  「脚本家になる夢を叶かなえた里見先輩は、俺の憧あこがれなのです」

  　真っ直ぐに想いをぶつけられて、口下手で人見知りな里見はくるりと踵きびすを返した。

  「お前のことは嫌いだ」

  　雅弥に背を向けたまま、ぶっきらぼうに里見は告げる。

  「……だが、そこまで言うなら、これからは仲よくしてやってもいい」

  「ありがとうございます」

  　後ろを向いているため、里見の表情はわからない。だがなぜだろうか。ずっと雅弥を拒絶していた彼女の雰囲気が、不思議と柔らかくなったように感じられた。

  

  『三年Ａ組出席番号二十三番、歌劇学園最後の良心、由井玉緒。雅弥と里見を仲直りさせて、微ほほ笑えみながら退場、であーる』
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  最終日　～二人～

  

  　早朝。雅まさ弥やは朝の日課であるジョギングに出ようと、玄関で運動靴を履いていた。

  「おはよう」

  　唐突に声をかけられた雅弥は、靴くつ紐ひもを結ぶ手を止めて背後を振り返る。そこには、髪の毛が大爆発を起こしている、えんじ色のジャージ上下を着た、寝ぼけ眼まなこの女性が立っていた。

  「おはようございます、里さと見み先輩」

  　淡々と挨あい拶さつを返す雅弥。里見のボンバヘッドにも動じることなく、雅弥は何事もなかったように靴紐結びを再開する。

  「朝早くからランニングか。精が出るな」

  「日課ですから」

  　二人の会話は弾まない。たったそれだけのやり取りで、両者ともに黙り込んでしまった。特に何をするでもなく、里見が玄関に佇たたずみ、雅弥は黙々と靴紐を結ぶ。

  「……車に気をつけて走れよ。朝食を準備して待っているからな」

  　予想外だったのだろう。思いやりのある言葉をかけられた雅弥は、驚いた様子で里見を振り返った。背後に佇む目つきの悪いボンバヘッド女へ、雅弥は躊躇ためらいがちに声をかける。

  「ひょっとして、今のは俺に言ったのですか？」

  「当然だ」

  　当たり前のことを聞くなとばかりに、里見が雅弥を睨にらみつける。雅弥は片手で黒縁眼鏡めがねを押し上げると、靴紐の具合を確かめながら立ち上がった。

  「行ってきます」

  　ただそれだけをクールにつぶやいて、雅弥は外へと駆け出した。

  

  　最終日の朝は、里見が食事当番だった。

  「納豆は食べられるのか？」

  「はい。大丈夫です」

  「そうか」

  　雅弥の嗜し好こうを確認しながら、里見がテーブルに朝食を並べていく。とは言っても玉緒のように凝った料理を作れるわけではないので、並んでいるのはご飯、味み噌そ汁しる、お新香といった定番のメニューばかりだった。

  　……もとより寡黙な二人である。一旦食事を始めると、たちまち二人は無言になった。お椀を運ぶ音と、お新香を噛かみ砕く音と、テレビから流れる星占いの解説だけが二人のＢＧＭだった。

  　初日に顔を合わせたときからずっと険悪だった二人。今もお互いが犯人だと疑っているはずの二人。……なのに、物静かな朝食の風景からは不思議と重苦しさは感じられない。

  「里見先輩」

  　お新香を箸はしでつまみながら、雅弥が何気ない口ぶりで話しかける。

  「一つ質問があるのですが、よろしいでしょうか」

  「質問の内容によるな」

  　無愛想に言葉を返す里見。だが雅弥は気を悪くした様子もなく、淡々と会話を続ける。

  「どうして里見先輩は、こうまでしてドラマの主役に拘こだわるのですか？　脚本家として活躍されている里見先輩が、今さら役者としての活動に躍やつ起きになる必要はないと思うのですが」

  「天才に凡人の気持ちはわからんだろうな」

  　皮肉と言うよりは自じ嘲ちようといった趣おもむきの物言いで、里見は箸を持つ手を休めずに答える。

  「才能のある人間に囲まれていると、私のような凡人は意地でも努力で結果を出したくなるものだ。凡人は、努力が才能に勝ることを証明したがるのさ」

  「里見先輩が凡人だとは思いませんが、言いたいことは何となくわかります」

  　箸を置いた雅弥は、真面目な顔で里見を見つめる。果たして雅弥の視線に気づいているのか、里見はいつもどおりの仏頂面で黙々と食事を続けていた。

  「歌か劇げき学園で三年間努力を積み重ねてきた里見先輩にとって、『学園カゲキ！』で主役を得られるかどうかは、プライドに関わる問題なのですね」

  「プライド？　そんなに格好いいものじゃない。単に諦あきらめが悪いだけだ」

  「諦めの悪さも才能ですよ」

  　凡人だと言い張る里見へ、雅弥が新たな才能をプレゼントする。里見は食事の手を止めると、正面にいる雅弥の顔を見つめ返した。

  「私からも雅弥に質問がある。聞いてもいいか？」

  「質問の内容によりますが」

  　雅弥に平然と切り返された里見は……なぜだか躊躇ためらいがちに視線を逸そらしてしまった。

  「その……雅弥は、本当に私のことを嫌っては……」

  「すみません。よく聞こえないのですが」

  　雅弥の力強い声が、歯切れの悪い里見の声を掻かき消した。里見は深呼吸ともため息ともつかない吐息を漏らすと、器用に箸を動かして小皿からお新香をつまみ上げた。

  「今日の夕食は雅弥の当番だな。献立はもう決まっているのか？」

  「……それが俺への質問ですか？」

  　里見は黙々とお新香を噛かみ砕くばかりで、雅弥の問いには答えようともしない。雅弥は僅わずかに肩を落とすと、自分も箸を手に取った。

  「今日は学校帰りに商店街のスーパーに寄ろうと考えています。タイムセールで安くなった惣そう菜ざいと、お気に入りのカップ麺めんをいくつか購入して、それを夕食に……」

  「カップ麺だと？」

  　最後の晩ばん餐さんのメニューを知らされて、里見の目つきがあからさまに悪くなった。箸を持ったまま、里見は雅弥の顔を力強く睨にらみつける。

  「いいか、雅弥。泣いても笑っても今日が共同生活の最終日だ」

  「はい。そうですね」

  「この家で食事をするのも今夜で最後だ」

  「はい。そうですね」

  「その最後の食事が、出来合いの惣そう菜ざいとカップ麺めんだと？　お前はそれでいいのか？」

  「それでいいかと聞かれても、俺は料理など作れませんから」

  「なら私が料理を手伝ってやる。最後の食事は二人で作ればいい」

  「……」

  　言葉の意味が理解できなかったのか、雅弥が茶ちや碗わんを持ったまま呆ぼう然ぜんと里見を見つめる。里見と目が合って、雅弥はゆっくりと頷うなずいた。

  「それはいいアイデアですね。では、今日は二人で買い物をして帰りましょう。放課後に迎えに行きますので、教室で待っていてもらえますか？」

  「雅弥と私で買い物に？」

  　予想外の切り返しだったのか、里見は目をぱちくりとさせた後、おもむろに頷いた。

  「わかった。待っていてやるから早めに迎えに来い。遅刻は許さん」

  　あくまでも仏ぶつ頂ちよう面づらを貫き通す里見。雅弥は「わかりました」と堅苦しく返事をすると、そのまま朝の挨あい拶さつをするような気軽さで里見に声をかけた。

  「それから、先ほどの質問ですが」

  　温かい味み噌そ汁しるに口をつけた雅弥が、お椀で口元を隠しながら小声で囁ささやく。

  「俺は一度として、里見先輩を嫌いだと思ったことはありませんよ」

  　里見は一瞬箸はしを止めて……。そのまま、何事もなかったように食事を再開した。
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  ○隠しカメラ【台所】

  

  　夕方。

  　制服姿の里見が台所に現れる。しかめっ面つらのまま、里見は壁に掛けてあったエプロンを手に取る。

  　里見の登場から三十秒ほど遅れて、雅弥が台所に姿を現す。雅弥は両手にスーパーのビニール袋を下げており、荷物の重みで両腕が下方向に伸びきっていた。

  「里見先輩。ここまで運んでおいて言うのも何ですが、二人分にこの量は多すぎではありませんか？」

  　床に荷物を置いた雅弥が、背筋を伸ばしながら里見に訴える。制服の上からエプロンを身につけた里見は、流し台の前に立つと床に転がる二つのビニール袋を睨にらみつけた。

  「そうだな。私としたことが楽しくてつい買いすぎた」

  　抑よく揚ようのない声で答えた里見は、包丁を握る手で雅弥を指さした。

  「材料はたっぷりあるからな。雅弥には最低でも二人前は食べてもらう。覚悟しておけ」

  「わかりましたから、包丁を持った手で俺を指さすのはやめてください」

  　包丁ごと里美の腕を押しのけた雅弥が、壁に掛かっていたもう一つのエプロンを手に取る。制服の上からエプロンを身につけた雅弥が、腕まくりをしながら里見の隣に並び立った。

  「では、始めましょうか」

  　二人の夕食作りが幕を開ける。

  　里見の指示に従って、雅弥はさっそく包丁で野菜を切り始めた。

  「そういえば、初日もこうやって里見先輩の料理を手伝いましたね」

  　ほんの数日前の出来事を、遠い昔のように懐かしく語る雅弥。鍋を探して戸棚を開けていた里見も、遥かな過去を思い出すように何もない虚空を見つめる。

  「そうだな。ほんの数日しかたっていないのに、あのときとは随分と変わったものだ」

  「変わった？　何がですか？」

  　自分のペースで包丁を動かしながら、雅弥が何気なく里見に尋ねる。里見は雅弥の横顔を眺めると、おどけたように首を傾かしげて見せた。

  「いろいろだ」

  　時には里見が指示を出し、時には雅弥が訂正しながら、二人は一つの料理本を参考にして調理を進めていく。

  　シチュー鍋に取り掛かっていた里見が、こげつかないように鍋をかき混ぜながら雅弥の様子を横目で探る。最初こそ「力仕事は男の仕事」と意気込んで動き回っていた雅弥だが、料理の仕上げが近づいた現在は目に見えて手持ち無ぶ沙さ汰たになっていた。

  　調味料を片付けたり、戸棚から皿を出して並べたりと、どうでもいい仕事を率先して行う雅弥。里見は呆あきれながら、シチューにとろみが出てきたことを感じて……。

  「まずは一口」

  　味見をしようと、お玉を使って少量のシチューを小皿にのせた。

  　そのままシチューを口に運ぼうとして、何かに気づいたように里見は動きを止める。

  「雅弥」

  　仕事に飢えていた手持ち無沙汰な雅弥へ、里見が仏ぶつ頂ちよう面づらのまま声をかけた。すぐさま駆けつけた雅弥へ、里見は何も言わずに小皿を差し出す。

  　心得たとばかりに、雅弥は迷わず小皿を受け取り、シチューに口をつけた。

  「……どうだ？」

  「最高です」

  「そうか。当然だな」

  　そうして里見は、仏ぶつ頂ちよう面づらのままガスコンロの火を消した。
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  「後片付けは俺がやります」

  　会話のない夕食を終えた雅弥が、率先して皿洗いに立候補した。面倒な後片付けを雅弥に一任して、里見は食べ過ぎたお腹を押さえながらソファで優雅にくつろぐ。いつもならすぐに読書を始めて外界と壁を作る里見だが、なぜだか今日は本を開く素振りすら見せなかった。

  　感慨に浸ひたるように、里見はすっかり見慣れたリビングを見渡した。壁掛け時計、大型液晶テレビ、ガラス張りのテーブル、ソファ、長なが椅い子す、マッサージチェア、窓、窓ガラスに貼はられた家の間取り図、台所、台所で皿を洗う雅弥の後ろ姿……。やがて、里見の視線は出口近くにあるコルクボードに釘付けとなった。

  　時計の針は、すでに午後八時を回っている。

  「あと、一時間」

  　つぶやいて、里見はおもむろに席を立つ。コルクボードを前にした里見が、腕を組みながら五枚のヒントカードを睨にらみつける。洗い物を終えた雅弥がリビングに戻ったとき、里見は険しい表情でコルクボードの前に立っていた。

  「私が勝利するためには、私以外の誰かを犯人として指名しなければいけない」

  　歩み寄る雅弥の気配を察したのか。振り返らずに――決して雅弥とは目を合わせずに、里見は自身の決意を述べる。

  　犯人として指名された者は、それが正解であれ不正解であれ、その場で脱落することが決定づけられる。里見がドラマの主役を得るためには、自分以外の誰かを……雅弥を指名しなければならなかった。

  「今夜、私は雅弥を犯人として指名するつもりだ」

  　里見の個人的な事情で犯人扱いされた雅弥は、しかし眉まゆ一つ動かさずに頷うなずいた。

  「はい。覚悟はできています」

  　雅弥は淡々と、しかしどこか穏やかな気配を含んだ声を里見の背中に投げかける。

  「俺はまだ二年生です。俺が主役を務めるチャンスはまだいくらでもあります。里見先輩に花道を譲ゆずることに異論はありません」

  　一息に言い切った雅弥は、そこで一旦間を置くと、中指で黒縁眼鏡めがねを押し上げた。

  「それに、今夜は里見先輩の美お味いしい手料理をご馳走になりましたから。あれで買収されない男はいませんよ」

  　珍しくおどけた物言いをする雅弥へ、里見は振り返りもせずに言った。

  「……お前はそれでいいのか？」

  「はい？」

  「本当に犯人に指名されてもいいのかと聞いている」

  「はい。それが里見先輩の望みなら」

  「私の望みなら何でも聞くのか？　私が死ねと言ったら雅弥は死ぬのか？」

  　自分で雅弥を指名すると宣言していながら、雅弥がそれをすんなり受け入れたことに強く反発する里見。彼女の心理が理解できない雅弥は、不思議そうに首を捻ひねるばかりだった。

  「何を怒っているのですか？　里見先輩は俺にどうして欲しいのですか？」

  「怒ってなどいない。ただ無性に腹が立っているだけだ」

  「腹が立つ？　何に？」

  「それは」

  　言いかけて、里見は言葉を飲み込む。里見は五枚のヒントカードを睨にらみつけると、暗い表情のままゆっくりと背後を振り返った。

  　目の前に、雅弥が立っていた。

  「……雅弥は自分が犯人だと思っているのか？」

  「俺がどう思っているかは関係ないでしょう。里見先輩が主役の座を手に入れるには、俺を指名する以外に道は――」

  「私のことはどうでもいい。私はお前の考えを聞いているんだ。正直に答えろ。雅弥は自分が犯人だと本気で思っているのか？」

  「……いいえ。俺は犯人ではないと思います」

  「そうだ、それでいい」

  　バン、と音を立てて里見はコルクボードに平手を叩たたきつけた。瞳ひとみに決意の炎を宿して、里見は雅弥の目を見つめる。

  「まだ九時までは時間がある。残った時間すべてを費やして、私たち二人がともに納得できる犯人を見つけ出すぞ」

  「ですが、それでもしも里見先輩が犯人となったらどうするのですか。俺を犯人に指名しなければ里見先輩はドラマの主役にはなれません。それでは里見先輩がここまで頑張ってきた意味が……」

  「ドラマの主役？　それがどうした。私は歌劇学園ミステリ研究会会長だ。この私が、あてずっぽうで犯人を指名などできるか！」

  　バン！　里見がもう一度ボードに平手を叩きつける。その瞳は先ほどまでの暗あん鬱うつさを吹き飛ばすような、生き生きとした輝きを放っていた。

  「これは脚本家であり、ミステリ研究会会長であり――」

  　里見は、目の前にいる雅弥と視線を絡める。

  「――加か賀が雅弥の友人である、私のプライドの問題だ」

  　大見得を切られた雅弥は、唖あ然ぜんとした表情で里見を見た後、僅わずかに口元をほころばせた。

  「里見先輩のプライドの高さには困ったものですね」

  　つぶやきながら、雅弥が時計を見上げる。タイムリミットまで残り三十分。

  　雅弥は里見に視線を戻すと、力強く頷うなずいた。

  「わかりました。俺たち二人で真犯人を見つけ出しましょう」

  

  「まずはすべてのヒントをもう一度検証しましょう」

  　推理をする前段階として、雅弥がコルクボードに貼はられた五枚のカードを読み上げていく。ヒントカードの内容は以下の通りである。

  



  ①　犯人は以下六名の中の誰かである。高たか屋や敷しき里見、水み無な月づき杏きよう子こ、由よし井い玉たま緒お、加賀雅弥、唐から木き亘わたる、小こ旗ばた真ま白しろ。


  ②　犯人は「私が犯人です」と書かれた紙を持っている。


  ③　隠しカメラは「玄関」「一階廊下」「ベランダ」「台所」「洗面所」「階段」「二階廊下」に、それぞれ一台ずつ設置してある。


  ④　封書で届いたヒントのうち、一つは嘘うそである。


  ⑤　枠に囚とらわれない発想が必要。


  

  「やはり鍵かぎとなるのは四枚目でしょう。どのヒントが嘘なのかわかれば、新たな視点が見えてくるはずです」

  「四枚目のヒントそのものが嘘じゃないのか？」

  「ヒントのうち一つは嘘である」というヒントそのものが嘘だという可能性を、里見が指摘する。だが、里見の見解を雅弥は真っ向から否定した。

  「『嘘がある』というヒントそのものは嘘ではありません」

  「なぜそう言い切れる？」

  「考えてみてください。もしも『一枚だけ嘘がある』というヒントそのものが嘘だとしたら、このヒントが意味するところは『嘘が書かれたヒントは一枚もない』となります。そうなれば、四枚目の『一枚だけ嘘がある』というヒントも嘘ではないことになる」

  「ちょっと待て。つまり、『嘘がある』というヒントが嘘だった場合、『嘘はない』ことになるから『嘘がある』というヒントも嘘ではないことになる。『嘘はない』のに『嘘がある』という矛盾した結論になるから、四枚目のカードが嘘ということはあり得ない……」

  　雅弥の理屈を理解しようと、里見は懸命に思考を整理する。やがて合点がいったのか、里見は納得したように大きく頷うなずいた。

  「面白い発想だ。雅弥は生徒会役員にしておくのは惜しいな。ミス研に入部する気はないか？」

  「申し訳ありません。直々のお誘いは光栄なのですが、何分にも俺は歌劇学園の生徒会長になるべき男なので、特定の部活に肩入れするわけにはいかないのです」

  「そうか。それは残念だ」

  　全然残念ではなさそうに、里見が無表情のまま言い返す。未来の生徒会長だと豪語する雅弥は、こちらもまったく表情を変えずに四枚目のヒントカードを指さした。

  「四枚目のヒントそのものは嘘うそではない。したがって、これ以外のヒントに嘘が含まれている」

  「となると、どのヒントが嘘なのか……。やはり怪しいのは二枚目の『犯人は紙を持っている』か？」

  「ですが五枚の中で一番手がかりらしいヒントはこれですから。根拠もなく嘘だと切り捨てたくはありません」

  「そうだな。このヒントは推理小説を持ち歩く人間が犯人だと示し唆さしているようなものだ。推理小説を持ち歩いている人間が他にいない以上、このヒントだけで私が犯人だと断ずることもできる。実に有力なヒントだ」

  　落ち着いた物腰の里見だが、言葉の端々からは多分に嫌味が感じられる。自分が一番の容疑者だと皮肉る里見に、雅弥は声をかけようとして……。言うべき言葉が見つからなかったのか、神妙な面持ちでヒントカードに視線を戻した。

  「それと、気になるのは五枚目のヒントです。『枠に囚とらわれない発想』とはどういう意味でしょうか」

  「枠に囚われない……枠に囚われていては犯人を見つけられない……枠に……」

  　里見が思いつきをそのまま口に出して、里見の言葉を受けた雅弥が所在なげに室内を見回す。そして彼は、部屋のある一点に注目した。

  「……里見先輩。前々から気になっていたことがあるのですが」

  「何だ。言ってみろ」

  「この家の間取り図は、なぜあんな場所に貼はられているのでしょうか？」

  「間取り図？」

  　雅弥に促うながされた里見が、コルクボードの脇わき……窓ガラスに貼られた間取り図へと視線を移す。紙を貼る場所なら他にいくらでもあるのに、どうしてわざわざリビングの窓ガラスに家の間取り図を貼りつけたのか。どうやら雅弥はそこに疑問に感じているようだ。

  「たまたま窓ガラスに貼られていただけだろう？　何が気になるんだ？」

  「俺の考えすぎかもしれませんが。最初に『枠』と聞いたときから、ずっと窓枠が気になっているのです」

  「窓枠？」

  　雅弥の疑問を受けて、里見は改めて家の間取り図と、その四辺を囲っている木製の窓枠を眺めた。

  　――枠が、家を取り囲んでいる。

  「これは……。家が、枠に囚とらわれている？」

  　里見がつぶやいたように、窓ガラスに飾られた間取り図は、あたかも木の枠が家を囚えているかのようだった。

  「そうか。枠に囚われているのは、私たちがいるこの家そのものだったのか」

  「では、犯人を捕まえるために必要な『枠に囚われない発想』とは、この家の中だけで考えるなという意味ですか？　家の外にも目を向けない限り、答えは見つからない……」

  「そうだ、答えは家の外にある。犯人は枠に囚われない存在……この家の外にいる人間だ！」

  　里見の閃ひらめきを聞いた雅弥は、しかし苦々しげに眉まゆ根ねを寄せた。

  「待ってください。それでは、この家には最初から犯人などいなかったということですか？　俺と里見先輩のどちらも犯人ではないと？」

  「そんな結末では不満か？」

  　この一週間の苦労を根本から否定された雅弥へ、里見が自信たっぷりに問いかける。雅弥は一瞬言葉に詰まった後……彼らしからぬ不敵な笑みを漏らした。

  「なるほど。もしも、俺と里見先輩のどちらも犯人ではないとしたら」

  「犯人じゃないとしたら？」

  「真犯人を捕まえれば、俺と里見先輩の二人でドラマの主役になれますね」

  「悪くない結末だ」

  　雅弥の言葉に、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらだった里見がうっすらと笑った。

  　目を合わせ、頷うなずきあう二人。『学園カゲキ！』で主役になるために――主役として共演するために、雅弥と里見は協力して推理を開始する。

  　里見の指が、五枚目のヒントを剥はがし取る。

  「枠に囚われない発想とは、家の外に犯人がいるという意味だった」

  　里見の指が、四枚目のヒントを剥がし取る。

  「そう考えたとき、嘘うそのヒントがどれなのかおのずと明らかになった」

  　里見の指が、一枚目のヒントを剥がし取る。

  「一枚目が嘘のヒントだ。家の中にいた六人は犯人ではない。犯人は家の外にいる人間だ」

  　里見の指が、二枚目のヒントに触れて止まる。

  「隠しカメラの位置を示すこのヒントは、私たちに何を伝えているのか」

  「これが犯人捜しのゲームである以上、俺たちはどこかで犯人と接触しているはずです。そしてこれがテレビ番組である以上、その一部始終は必ずカメラで撮影されていたはずです」

  「隠しカメラは七つしか存在しないと、このヒントで明言されている。ということは」

  「家の外で俺たちを撮影していたカメラは『隠しカメラ』ではない」

  「だが、いくら私たちがカメラに慣れていると言っても、撮影されていれば嫌でも気づくはずだ。家の外にあって、隠されていなくて、撮影していても私たちが気にかけないテレビカメラとはいったい……」

  「……学食カメラ」

  　つぶやいて、雅弥の指が二枚目のヒントを剥はがし取る。

  「学生食堂にあるカメラなら、生徒を撮影するのは日常茶飯事なので誰も気に留めません」

  「確かにその通りだ。そして学食カメラが私たちを撮影していたのなら、犯人は学食で我々と接触していたことになる」

  　里見の指が、三枚目のヒントを剥がし取る。

  「犯人は『私が犯人です』と書かれた紙を――推理小説を常に持ち歩いている」

  　里見が顔を上げる。眼前のコルクボードにはもはや一枚のカードも残されていない。満足げに胸を反らした里見は、きっぱりと犯人の名を告げた。

  「――会あい澤ざわ拓たく海み。彼が犯人だ」

  　自分の推理に満足して、里見は会心の笑みを浮かべる。そのまま彼女は相棒である雅弥に目を向けて……。そこで気難しそうに眉まゆを顰ひそめる雅弥を発見した。

  　里見の表情から笑みが消える。

  「何だその顔は。私の推理に不満でもあるのか？」

  　不機嫌な声で問われた雅弥は、何もないコルクボードを眺めながらぼんやりと答えた。

  「いいえ。不満などありません。里見先輩の推理は筋が通っていると思います」

  「ではもっと喜んだらどうだ」

  　刺とげ々とげしい口ぶりから、里見の感情の急降下具合が窺うかがい知れる。里見が仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ったことを受けて、雅弥は取とり繕つくろうように言葉を続けた。

  「申し訳ありません。気を悪くされたのなら謝ります。ですが、どうしても俺は拓海が犯人だとは思えないのです」

  「なぜだ？」

  「里見先輩は、学食で拓海が『テレビでケードロのプロローグ放送を見た』と話していたことを覚えていますか？」

  「もちろんだ。あのとき拓海くんの提案で私たちは犯人捜しの推理を……」

  　話の途中で里見の口がピタリと止まった。学食での出来事を思い出しているのか、里見の視線が宙を泳ぐ。

  「そうだ。あのとき拓海くんは『歌劇学園的ケードロ』という名前を口にしていた。ケードロが犯人捜しのゲームであることも、指名された者が脱落するというルールも知っていた。プロローグしか見ていない彼が、それらの情報を知っているはずがないのに！」

  　拓海は番組関係者でなければ知らない情報を知っていた。そのことを思い出した里見は、ますます拓海を犯人だと確信したようだ。

  「拓海くんが『さっきまで雅弥とケードロの話をしていた』と言っていたから疑いもしなかったが……。そうだ。知らないはずの情報を知っていた拓海くんこそ犯人だ！」

  　真犯人を確信してさらに意気上がる里見。だが、興奮を隠し切れない里見に、雅弥は冷め切った声で語る。

  「あのとき拓海が『天の声』と口走って、俺も同じことを考えました。プロローグの時点では誰もナレーションのことを『天の声』とは呼んでいなかった。なぜプロローグしか見てない拓海が『天の声』という呼び名を知っていたのか……」

  　雅弥は里見の顔を見て、それから僅わずかに目を伏せる。

  「だから俺は、あの日の昼食後に拓海を校舎裏に呼び出したのです。そこで俺は拓海に尋ねました。『お前が犯人じゃないのか？』と」

  　当時を思い出しながら、淡々と雅弥は告げる。

  「そのとき拓海ははっきりと答えたのです。自分はケードロの犯人ではない、と」

  「まさか、拓海くんがそう答えたから彼は犯人じゃないと言いたいのか？」

  　里見の追及に雅弥が頷うなずく。途端に里見の眉み間けんに皺しわが寄り、語調も荒々しいものとなった。

  「お前は馬鹿か！　そんな見え透いた言い訳を信じるやつがどこにいる！　拓海くんは嘘うそをついているだけだ。お前は拓海くんに騙だまされたんだ」

  「いいえ、拓海は俺を騙してなどいません」

  「お前を騙していないとなぜ言い切れる。彼が親友だからか？」

  「そうです」

  　揶や揄ゆするような里見の言動に、雅弥は真顔で応じる。

  「俺たちは親友です。拓海の目を見れば、あいつが嘘を言っていないことぐらいわかります」

  　確信を込めて雅弥が答える。その生真面目な返答が気に触ったのか、里見の表情はますます強張っていく。

  「親友だから？　目を見ればわかる？　ナンセンスだな。ここは歌劇学園だ。たとえ相手が親友だろうと、平気な顔をして騙すやつらばかりだ！」

  「拓海は違います」

  　ぐしゃ、と音を立てて、里見は持っていた四枚のヒントカードを握り潰つぶす。雅弥に背を向けた里見は、どたどたと足音を響かせながらリビングを飛び出した。廊下を突き進む里見に、雅弥は慌てて追いすがる。

  「里見先輩！　どこに行かれるつもりですか！」

  「今から拓海くんに会いに行く。会って、彼が持っていた推理小説を見せてもらう。彼の本に『私が犯人です』と書いてあれば、雅弥だって私を信じる気になるだろ！」

  「落ち着いてください。もうすぐ九時です。今から行っても間に合いません」

  　玄関の手前で追いついた雅弥が、里見を止めようと腕を掴つかむ。だが里見は強引に雅弥の手を振り解くと、怒りの眼まな差ざしを彼に向けた。

  「雅弥が私を信用しないから、証拠を見つけると言ってるんだ！」

  　怒鳴られて、雅弥は怯ひるんだように足を止める。雅弥に背を向けた里見は、玄関に立って自分の靴を探し始めた。

  「私はただ、お前と一緒に主役をしたいだけなのに……」

  　消え入りそうな声を漏らしながら、里見は自分の靴を履き――。

  　足元にある雅弥のランニングシューズを見て、はたと動きを止めた。

  「……まさか」

  　里見の瞳ひとみから一瞬にして怒りが消える。発想、困惑、思案、煩はん悶もん……さまざまな表情を経て、最後に瞳に浮かんだのは驚きよう愕がくの色だった。

  　玄関を見下ろしたまま、里見は確信を込めてつぶやく。

  「雅弥の言う通りだ。拓海くんは、犯人じゃない」

  　振り返った里見は、雅弥の顔を見て、雅弥のいる廊下を見て、雅弥のいる方向を見つめて、履きかけた靴を脱ぎ捨てた。

  　怯ひるむ雅弥の手から、里見はヒントカードをひったくる。雅弥が持っていたカードには、次のように記されていた。

  

  　　隠しカメラは「玄関」

  　　「一階廊下」「ベランダ」

  　　「台所」「洗面所」「階段」

  　　「二階廊下」に、それぞれ

  　　一台ずつ設置してある。

  

  「雅弥」

  「はい。なんでしょうか？」

  「学食で拓海くんは、私たちの番組を見たと言っていたな」

  「確かにそう言っていました。まだケードロ本編が始まる前の『プロローグ』と呼ばれる段階で、俺たち六人がリビングに集まったところまでが放送されたと……」

  「そうだ。リビングに集まった様子がテレビで放送された」

  　説明する雅弥の眼前に、里見はカードを突きつける。

  「だが、リビングに隠しカメラは設置されていない」

  　ヒントカードに記されている隠しカメラの設置場所は、玄関、一階廊下、ベランダ、台所、洗面所、階段、二階廊下の計七か所。そこにリビングは含まれていない。

  　だが、拓海は「六人がリビングに集まっているところをテレビで見た」と確かに言っていた。その事実を突きつけられた雅弥は、しかし平然と言い返す。

  「それはそうでしょう。なぜならリビングの様子は……」

  　そこまで言って、雅弥は何かに気づいて言葉を失った。

  「まさか、そういうことなのですか？」

  　雅弥の疑問に里見は答えない。里見は興奮した様子で雅弥の横を通り抜けると、一直線にリビングへと引き返した。

  　歩きながら、里見はうわごとのようにつぶやいている。

  「わざわざヒントで隠しカメラの位置を教えたのは、その事実を私たちに気づかせるためだったんだ。そうだ、いたじゃないか。いつも私たちを見ていて、紙を持ち歩いても不自然じゃない人物が」

  　リビングへと引き返した里見が、入り口に立って室内を見回す。

  　すべてのヒントが剥はがし取られたコルクボード。窓枠に囲まれた長方形の間取り図。内開きの四角い木製ドア。木目が鮮やかなフローリングの床、革張りのソファが二脚。三人掛けの長なが椅い子すが一脚。杏子が持ち込んだマッサージチェアが一脚。時刻を知らせる壁掛け時計。九時になると電源が入る液晶テレビ。皆で食事をした細長いガラス板のテーブル……。

  　リビングにある調度品を見渡しながら、里見がぽつりとつぶやく。

  「犯人は、枠に囚とらわれない存在」

  　里見の後を追いかけて雅弥がリビングに駆け込む。雅弥と目を合わせた里見は、明めい瞭りような声で告げた。

  「犯人がわかったぞ」

  　答えを察しているのか。里見の言葉に応えるように雅弥が力強く頷うなずく。

  　そのとき、絶妙のタイミングでテレビの電源が入った。ファンファーレの音が鳴り響き、大画面にでかでかと「ジャッジメントタイム」の文字が映し出される。

  『審判の時間であーる！』

  　スピーカーから天の声が聞こえてくる。最終日だからなのか、余計なことは一切言わず、天の声はいきなり最後の決断を促うながした。

  『さあ、犯人を指名しろ！』

  　里見が頷いて一歩前に出る。雅弥の顔を見てアイコンタクトを交わすと、そのまま里見は右手を上げ、確かな意思を込めて犯人を指さした。

  「犯人は、お前だ」

  

  　そう言って里見は、今この場面を見ている『あなた』を指さした。
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  エピローグ

  

  「テレビを見ていたら、いきなり指をさされてドキッとしたよ」

  　いつも賑にぎやかな学食で、会あい澤ざわ拓たく海みが一際大きな声を上げている。拓海が昨夜見たテレビ番組の内容を熱っぽく語り、向かいの席で話を聞いていた雅まさ弥やが軽く鼻で笑う。これは、いつも無表情な雅弥にとって爆笑にも匹敵する表情の変化である。

  「でも、すぐに犯人の正体が明かされて納得したけどね。最後の最後で犯人を見つけ出すなんて、さすが雅弥だなって感心したよ」

  「俺は何もしていない。犯人を見つけ出したのは……」

  「相変わらず二人は仲がいいな」

  　突然声をかけられて、雅弥と拓海が同時に食事の手を止める。見上げれば、雅弥に負けず劣らず無愛想な眼鏡めがね女子・高たか屋や敷しき里さと見みがトレイを持ってテーブル脇わきに立っていた。

  　里見の姿を見つけた拓海が、人のよさそうな笑顔を向ける。

  「お久しぶりです、里見先輩。どうぞ座ってください」

  　自分の横に里見の座るスペースを作るため、拓海が椅子の端へと移動する。そんな拓海の見ている前で、里見は迷うことなく雅弥の隣に腰を下ろした。

  「……以前にも同じ仕打ちをされた気がする」

  　一年前に雅弥と九く月がつにされたことを思い出しながら、拓海はそれとなく元の位置に戻る。正面では雅弥と里見が隣り合って座ったまま、別段話をするわけでもなく、黙々と食物を摂取していた。

  「……似た者同士」

  　拓海の正直な感想は、どうやら二人の耳に届かなかったらしい。里見はマイペースに食事を続けながら、拓海とは目を合わせずに話を振った。

  「例の推理小説はもう読み終わったみたいだな」

  「あ、はい。読み始めてから一か月以上経っていますから、さすがに読み終わりました。そうだ、今度ミス研に本を借りに行ってもいいですか？」

  「もちろん……と言いたいところだが、ドラマの収録が始まったせいで最近は部室に顔を出す暇がない。行っても私は留守のことが多い」

  「例の新春ドラマスペシャルですね。もう収録が始まっていたんですか」

  　昨夜見た番組を思い出して、拓海が大おお袈げ裟さに両手を広げる。

  「そういえば昨日のケードロ最終話、見ましたよ。里見先輩、とても格好よかったです」

  　拓海から労ねぎらいの言葉をかけられた里見は、目を逸そらしたまま「そうか」とそっけなくつぶやいた。人見知りの本領発揮とでも言うべき反応だが、そうと知らない拓海にしてみれば「嫌われてる？」と疑いたくなること請け合いである。

  　里見と会話を弾ませることに失敗した拓海は、仕方なく雅弥に話を振ることにした。

  「そういえばあのケードロって全部で何話あったのかな？　思っていたよりも早く終わったよね」

  　問われた雅弥は、放送されたケードロが全部で何話あったのか指折り数え始める。

  「第一話が初日のルール説明。第二話が二日目の亘わたるが脱落するまで。第三話が二日目の夜から三日目までで、第四話が四日目……」

  「第五話は五日目で、第六話が最終日。だから全六話だな」

  　雅弥の思考を先回りするように、里見が仏頂面のまま結論を述べる。雅弥は無表情のまま頷うなずくと、里見の顔も見ずに相あい槌づちを打った。

  「そうですね。それにプロローグを含めた六話＋αが正確な話数でしょうか」

  「そうだな」

  「だそうだ。わかったか、拓海？」

  「うん。二人が仲良しだってことはよくわかったよ」

  　ギロリ。なぜか里見から眼光鋭く睨にらまれて、拓海はたじろいでしまった。

  　反射的に拓海を睨みつけてしまった里見だが、どうやら彼に怯おびえられたことがショックだったらしい。表情こそ変わらないものの、彼女にしては珍しく焦った様子で自ら話を切り替えた。

  「そういえば、拓海くんにまだ礼を言っていなかったな」

  「はい？　里見先輩からお礼を言われるようなことは何もしていませんが」

  　戸惑う拓海へ、里見は表情を一切変えずに感謝を述べる。

  「私は拓海くんを犯人だと思い込んでいた。だが雅弥が拓海くんを信頼していたから、私は自分の考えが誤りだと気づくことができた」

  　生真面目に語りながら、里見は当時のことを思い出す。

  　拓海は犯人じゃないと言い張る雅弥。彼を納得させるために、里見は拓海に会いに行こうと玄関に向かった。そのとき玄関に並んでいる靴を見て、里見は自分の間違いに気づいたのだ。

  　だから里見は、心から拓海に感謝する。

  「拓海くんが善よい人間だから、雅弥は最後まで犯人だと認めようとしなかった。二人の友情があったから、私は真犯人の存在に気づくことができたんだ」

  「真犯人を見つけ出したのは里見先輩です。だから、これは三人の友情の勝利です」

  　里見に負けず劣らず平坦な口ぶりで、雅弥が三人の友情を賛美する。

  　どちらからともなく見つめ合う雅弥と里見。その様子を見た拓海は、自然と微笑ほほえみを浮かべてしまった。

  　拓海の温かな視線に気づいた里見が、はっとして前を見る。

  「何だ？　私に何か言いたいことでもあるのか？」

  「いえ。二人が主演するドラマを早く見たいな～と思って」

  　からかわれて仏ぶつ頂ちよう面づらのままうろたえる里見。そんな彼女を助けようとしてか、雅弥は彼らしい自信に満ちた態度で、あからさまに話を逸そらした。

  「ところで、そろそろ話してくれてもいいのではないか？」

  「うん？　何を？」

  　楽しそうに二人を眺めていた拓海が上機嫌で返事をする。ちらりと里見の様子を窺うかがった雅弥は、クールな物言いで拓海に尋ねた。

  「とぼけるな。何度聞いてもはぐらかされてきたが、今日こそは納得のいく説明をしてもらうぞ。前に学食でケードロの話をしたとき、拓海は「天の声」や「ルール」など、知らないはずの内容を口走っていた。どうして番組関係者でもない拓海が、まだ放送されていない番組内容を詳しく知っていたのだ？」

  「……恥ずかしいからあまり言いたくなかったんだけど」

  　番組関係者でなければ知りえない情報を、なぜ拓海が知っていたのか。質問された拓海はほんのりと頬ほおを赤く染めると、突然、奇妙なアクセントを交えながら声高らかに叫んだ。

  「ならば真実を教えてやろう！　何を隠そう、我が輩も番組関係者だからであーる！」

  「……お前だったのか……」

  　ハイテンションな雄お叫たけびに懐かしい面影を感じた雅弥が、ショックのあまりがっくりと落ち込む。真実を知って衝撃を受ける親友を温かく見守りながら、普段のテンションに戻った拓海は赤面しながらわざとらしく咳せき払ばらいをした。うおっほん。

  「それにしても、あの真犯人は意外だったよね。最終回は本当に面白かったなぁ」

  　楽しそうに微ほほ笑えみながら、拓海は昨夜見たケードロ最終回を思い出す――。

  



  [image: ]


  

  「犯人は、お前だ」

  　そう言って、里見は犯人を指さした。

  　十畳ほどの広さがあるリビングで、里見が指さした先に立っていたのは……肩乗せ式の撮影用カメラを肩に担いだ、「学園カゲキ！」のロゴ入りシャツを着ている男性カメラマンだった。

  　真っ直ぐ、カメラのレンズを指さしている里見。おそらく、撮影された映像を見た者は皆、自分が指をさされたように感じたに違いない。

  「思い返せば怪しい点は幾つもありました」

  　里見の背後に立ったまま、雅弥が真犯人――番組専属カメラマンを睨にらみつける。

  「初日に天の声が『八台のカメラで撮影する』と宣言していたのに、ヒントには七台の隠しカメラの位置しか記されていなかった。俺たちは、あのときに八台目の存在を意識するべきだった」

  　雅弥の言葉に合わせて、里見が手に持っていたヒントカードを翳かざす。それは二枚目として届けられた、隠しカメラの位置を示すヒントカードだった。カードを翳かざしながら、里見が言葉を紡つむぐ。

  「このヒントの真意は、ここに書かれていない八台目のカメラの存在を私たちに認識させることだった。なのに私たちは『八台目のカメラはどこにあるのか』と考えもしなかった。なぜなら、八台目のカメラはいつだって私たちの目の前にあったから」

  　語りながら、里見が手持ちのヒントカードを捲めくる。次に里見が翳したヒントは、嘘うそについて。

  「ヒントの中に一枚だけ嘘がある。嘘は当然……」

  　続いて里見が見せたのは、一枚目のヒント。犯人は参加者六名の中にいる。

  「私たち六人の中に、犯人は最初からいなかった」

  　続いて里見がカードを捲る。次に現れたのは、「枠に囚とらわれない発想が必要」と書かれたヒント。

  　直後に里見が睨にらみつけたのは、大画面の液晶テレビ。四角い枠に囲まれた画面には、でかでかと「ジャッジメントタイム」の文字が表示されている。

  「犯人は枠に囚われない存在。つまり、犯人は常に枠（フレーム）の外に……テレビ画面の外側にいて、カメラには決して映らない人物」

  　手持ちのカードの中から、里見は最後に残った一枚を翳す。そこに書かれていた内容は、

  　――犯人は「私が犯人です」と書かれた紙を持っている。

  　ヒントカードを見た雅弥は、無言のままカメラマンに歩み寄った。その間も、里見は淡々と話を続ける。

  「カメラマンはいつも雅弥の側にいた。雅弥の側でリビングの様子を撮影したり、雅弥と一緒に洗面所へ移動したり、雅弥の朝のジョギングに付き添ったり。だから私も、玉たま緒おの本を雅弥にだけは読ませないようにしていた」

  　語りながら、里見は手に持っている五つのヒントカードを眺める。

  「仕事はそれだけじゃない。九時になったらテレビの電源を入れていた。毎日リビングに封筒を届けるのもカメラの枠の外にいる人間……カメラマンの仕事だった。だから私たちは、あなたが封筒を持ち歩いているのを見ても不審に思わなかった」

  　ヒントカードは何もないところから湧わいて出るわけではない。いつも里見たちの見ている前でテーブルに封筒を置く人物がいた。だからこそ誰も、「誰がここに封筒を置いたのか」と疑問に思わなかった。

  　皆にヒントカードを届けていたのはカメラマンである。だから、杏きよう子こが偽のヒントを持ち出したときも「カメラマンのいない一人きりの場所で封筒を手に入れられたはずがない」と、嘘を看かん破ぱするきっかけにもなった。

  　里見が舌も滑らかに推理を披露する間も、雅弥の手はカメラマンの懐を念入りに探っている。やがて、カメラマンの胸ポケットに手を入れた雅弥は、そこでピタリと動きを止めた。

  　勝ち誇った里見の声がリビングに響く。

  「紙を持ち歩いていても、『それが普通だ』と思われていた人物がいる。誰にも怪しまれることなく、堂々と紙を持ち歩けた人物がいる。それは、いつも私たちに紙を届けていた人間だ」

  　雅弥がカメラマンの胸ポケットから紙を抜き取る。それは、いつも彼が届けていたのと同じ、歌か劇げき学園的ケードロ実行委員会の署名が入った封筒だった。

  　雅弥が封を破り、中に入っていたカードを取り出す。封筒から出てきた紙には、はっきりとこう記されていた。

  



  私が犯人です。


  

  「つまみ食いしたシュークリームは美う味まかったか？」

  　里見の質問を受けて、誰よりも早く家に来てシュークリームを平らげたカメラマンの、カメラのレンズが縦に揺れた。

  　――天の声が、テレビから流れ出る。

  『コングラッチュレーション！　歌劇学園的ケードロ！　加賀雅弥と高屋敷里見の大勝利、であーる！』

  

  　番組が大団円を迎えた翌朝。

  　勝利を手にした達成感と、これで番組が終わりだという虚脱感に支配されながら、雅弥は自室で黙々と荷物をまとめていた。

  「あとは持って帰る分だけか」

  　かさばる荷物をすべてダンボールに詰め込んだ雅弥が、手提げのスポーツバッグを持って立ち上がる。ケードロが大団円を迎えても、学校が休みになるわけではない。制服姿の雅弥は、持てる分の荷物を持って学校に登校するつもりだった。

  　荷物を肩にかけた雅弥は、扉を開けて自分の部屋だった場所を後にする。

  　階段を下りて玄関に出た雅弥は、自分の靴を探して足元を見下ろした。昨日まではカメラマンを含めた収録スタッフの靴も並んでいた玄関だが、今では学生用の革靴が二足残っているだけだった。

  「この家とも今日でお別れか」

  　雅弥が感傷的な想いを口にする。名な残ごり惜しいのか、しばらく玄関に留まっていた雅弥は、ようやく覚悟を決めたのか、家を出るための一歩をついに踏み出し――。

  「そこで何をしている」

  　一歩を踏み出しかけたところで、雅弥は何者かに呼び止められた。

  　愛想の欠かけ片らもない声に聞き覚えがあった雅弥は、さして驚いた様子も見せずに振り返る。そこには、制服の上にエプロンをつけた眼鏡めがね女子が、無愛想な顔で雅弥を睨にらみつけていた。

  「おはようございます。里見先輩」

  「おはよう。朝食を用意してある。さっさと来い」

  　それだけ言って、すたすたとリビングに消えていく無愛想な眼鏡女子。しばし呆ぼう然ぜんと突っ立っていた雅弥は、小さくため息をついて、スポーツバッグを床に下ろした。

  　身軽になった雅弥がリビングに入ると、ガラス張りのテーブルには朝食が用意されていた。

  「……里見先輩」

  「何だ？」

  「俺の目には、カップ麺めんと割り箸ばししか見えないのですが」

  「お湯ならここにある」

  　里見がテーブルに置いてある電気ポットの頭をぺちぺちと叩たたく。

  「いえ、そういう問題ではなく……」

  「私の作るカップ麺は食べられないと？」

  　声に怒気を滲にじませながら、里見が眼鏡越しに睨みつける。雅弥は何も答えられず、神妙な面持ちで長なが椅い子すに腰を下ろした。

  　いつもはソファに座っている里見が、珍しく雅弥の隣に腰掛けてカップ麺の包装を剥はがし始める。それを見ていた雅弥も、里見が用意したカップ麺を手に取り……。

  「これは見慣れない商品ですね。どこで買ったのですか？」

  　初めて見る種類のカップ麺だったため、雅弥が純粋な好奇心から質問する。問われた里見はいつもの調子で、何の感慨も表わすことなく飄ひよう々ひようと答えた。

  「私の友人にジャンクフードの好きな天才がいる。彼女にリサーチして、特に美お味いしいカップ麺を厳選した」

  「それは……ありがとうございます」

  　答えながら、雅弥は考える。

  　確か歌劇学園のアイドル「姫ひめ儀ぎ千ち里さと」は無類のカップ麺好きだった。杏子の話を聞いて、てっきり姫と里見の仲は悪いものだと思い込んでいたが……。

  「たとえ口下手で人見知りでも、学校生活はまんざら悪いものじゃないらしい」

  「何か言ったか？」

  「いいえ、別に。里見先輩はいい友人に恵まれているなと思っただけです」

  「当たり前だ」

  　ちょっとだけ自慢げにつぶやいて、里見はカップ麺めんに湯を注ぐ。雅弥が「エプロンは必要なのだろうか」と訝いぶかしんでいると、里見は何も言わずに雅弥のカップ麺を開けて湯を注いでくれた。

  　……二人で朝の星占いを見ながら、三分経過。

  　ずるずるずる。

  　特に会話もないまま、二人ともカップ麺を完食。

  「ご馳走様でした」

  　しっかりと手を合わせた雅弥が、天井近くの壁掛け時計を見上げる。時計の針は、間もなく八時五分を指そうとしていた。

  「里見先輩はいつも八時十分のバスに乗るのでしたね。そろそろ家を出ないと……」

  「食後にココアでも飲むか？」

  「は？」

  　雅弥の返事を待たずに里見が長なが椅い子すから立ち上がる。台所へ消える里見の背中へ、雅弥は混乱しながら声をかけた。

  「バスの時間はいいのですか？」

  「一本ぐらい遅れても遅刻はしないさ」

  　すでに準備がしてあったのか、あっという間にココアを用意した里見が、二つのマグカップを持ってリビングに戻ってくる。雅弥の隣に腰を下ろした里見は、彼に一方のマグカップを手渡した。

  「……ありがとうございます」

  「どういたしまして」

  　そっけない態度で返事をした里見が、自分のマグカップに口をつける。雅弥は里見の横顔を眺めながら、ふと、以前玉緒が言っていた言葉を思い出した。

  『誰だって好きな人とは一秒でも長く一緒にいたいと思うでしょう？』

  「……何だ？」

  　視線を感じた里見が、「ギロリ」と殺気すら感じられる鋭い眼まな差ざしで雅弥を睨にらみつける。雅弥は「そんなはずないか」と小声でつぶやいて、自じ嘲ちようするように笑みを零こぼした。

  「何が可お笑かしい」

  　雅弥の微笑が気に触ったらしい。なぜかムキになった様子で里見が尋ねてきた。

  「いえ。なんとなく、たまにはこういうのんびりした時間もいいものだと思っただけです」

  　それは、雅弥の正直な感想だった。

  　初めて里見と会ったとき、雅弥は彼女との二人きりの空間に、例えようのない居心地の悪さを感じたものだった。耐えがたい沈黙と刺とげ々とげしい空気に晒さらされて、雅弥は「これ以上二人きりでいたくない」と強く願ったものだった。

  　……なんとなく、雅弥は里見の横顔を見つめる。

  　二人の目が合って、里見は無愛想なままココアを口に含む。

  「そうだな。私も同感だ」

  　それだけ言って、里見はぷいっとそっぽを向いてしまった。

  

  　特に何を話すでもなく、二人はココアを飲みながら、ただのんびりと時間を過ごす。

  　チョコレートの甘い香りに包まれて、二人だけの時間が流れていく――。



  


  あとがき

  

  　みなさんこんにちは。もう雅弥が主役でいいような気がしてきた山川進です。

  　突然ですが、作中で説明不足だった個所がありましたので、この場を借りて解説させていただきます。

  「Ａ×Ｂ」とは、Ａが攻めでＢが受けのカップリングを意味します。従って「雅弥×拓海」と「拓海×雅弥」では大きく意味あいが異なります。ちなみに攻めと受けとは（検閲削除）。

  

  　さて、すでに本編を読まれた方はおわかりかと思いますが、今作のイメージは、

  「謎の洋館に集められた人々。次々と起こる殺人事件。犯人はこの中にいる！」

  　な感じのミステリ小説となっております（誇張あり）。

  　……訂正します。ミステリ小説ではなく、ミステリ風ライトノベルです。（弱気）。

  

  　そんな今回のストーリーですが、ネタを思いついたそもそものきっかけは第二回小学館ライトノベル大賞授賞式での一コマでした。

  　授賞式後の二次会で、あの冲方丁先生と同じテーブルになった私は、緊張でガチガチになりながらお喋りをさせていただきました。冲方先生は小学館ライトノベル大賞の審査員をされていたので当然『学園カゲキ！』も読まれており、いつしか「歌劇学園は実際のテレビ番組とも親和性が高いのでは」という話題になりました。様々なテレビ番組の「ここが使える使えない」という話を先生と担当編集がしている横で、私は一心不乱にメモを取っていたのです（会話に参加しろよ）。

  　あのときのメモがこうして一冊の本になりました。冲方先生、その節は大変失礼いたしました。話をしているだけで私の中からアイデアを引き出してくれる……才能ある人というのは先生のような人を言うのだと実感した次第です。

  　ただ、完成した拙作を読むと「あのときの会話からどうしてこんな内容に？」と思わずにはいられないのですが（愕然）。

  

  　そろそろ行数が尽きて参りました。最後にこの場を借りて、関係各位の皆様に謝辞を述べさせていただきます。

  　挿絵担当のよし☆ヲ様。いつも素敵なイラストをありがとうございます。よし☆ヲさんのイラストは私の心の支えです。毎回新キャラが増えてすみません。「よし☆ヲさんの書くおでこキャラが見たいな、よーし里見はおでこちゃんにしちゃえ、ワクワク」とか思ってすみません。こんな私ですが見捨てないでください。よろしくお願いします。

  　担当編集のＹ様。約二年、長いようであっという間でした。自分の初めての担当がＹさんだったこと、とても幸運だったと実感しています。ご恩は生涯忘れません。担当は代わってしまいますが、今後とも見守っていただければ幸いです。

  　ガガガ編集部の皆様。無茶なストーリーに快くＧＯサインを出していただいてありがとうございます。作家の個性を尊重してくれる、ガガガ文庫が私は大好きです。

  　そして何より読者の皆様。本書を手に取っていただいてありがとうございます。あなたに読んでいただける――作者として、これに勝る喜びはありません。

  　――この本を手に取ってくださったあなたに、心からの感謝を。

  　ありがとう。本当に、ありがとう。

  



  
    二○○八年十月某日　山川進
  


  山川進

  Susumu Yamakawa

  

  チョコを食べると頭が痛くなる体質なのでココアが飲めません。もちろん体質とは一切関係なくバレンタインなんて嫌いだけどな！


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  学園カゲキ！⑤

  

  ２０１２年12月１日　電子書籍版発行



  著　者　山川　進


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　星野博規


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２００８年11月23日　初版第１刷発行


  

  ⒸSUSUMU YAMAKAWA 2012　ISBN978-4-09-451099-7

  

  

  ※ご注意

  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。

  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

OEBPS/Images/0011_01.png
NEO—






OEBPS/Images/0109_01.png





OEBPS/Images/0240_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		プロローグ



		初日　～ルール説明～



		幕間①　二日目の昼　～学食にて～



		二日目　～開幕の六人～



		二日目の夜と三日目　～受難の五人～



		四日目　～疑惑の四人～



		幕間②　五日目の昼　～学食にて～



		五日目　～和解の三人～



		最終日　～二人～



		エピローグ



		あとがき











OEBPS/Images/0241_01.png
Hy D -2






OEBPS/Images/0003-0005_01.png
IS

N

J

n’;;\

ZEAGHREROE.
WROL— =7~





OEBPS/Images/000a.png





OEBPS/Images/0213_01.png





OEBPS/Images/0099_01.png
=BEMO&L
=BH

-
BROEA





OEBPS/Images/0027_01.png





OEBPS/Images/S_sankaku.png





OEBPS/Images/0001_01.png





OEBPS/Images/0009_01.png
BERLH--OISM





OEBPS/Images/0139_01.png
1]=]=

FEROmA






OEBPS/Images/0191_01.png





OEBPS/Images/0171_01.png





OEBPS/Images/0081_01.png





OEBPS/Images/0067_01.png





OEBPS/Images/0063_01.png
RRORA






OEBPS/Images/0006-0008_01.png





OEBPS/Images/0037_01.png
¢
NI ~~YT

A e TN

1T





OEBPS/Images/0015_01.png





OEBPS/Images/0159_01.png





OEBPS/Images/0002_01.png
FOO A i n
A B ~I—IUEEA~ 27
HHEO —HEOBR ~¥RICT~ 55
ZHE ~BRONA~ 63
“HEDRE=HEH ~RHDAEA~ 9

MEHE ~EEEOmUA~
RB@ HEHEDE ~FRICT~
AHE ~HMBO=A~
BfEH ~ZA~
EEEE )

Design:Yukio Hoshino (VOLAREinc.)






